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地域における地球温暖化対策の先進事例
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表
紙

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

（
北
海
道
広
尾
町
）

北
海
道
十
勝
の
最
南
端
に
位
置
す
る
広
尾
町
は
、
東

は
太
平
洋
に
臨
み
、
西
に
日
高
山
脈
が
そ
び
え
、
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
た
水
産
業
を
中
心
に
農
業
や
林
業
な

ど
が
盛
ん
で
す
。

昭
和
59
年
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
故
郷
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
市
か
ら
国
外
初
の
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の

認
定
を
受
け
て
以
来
、「
愛
と
平
和
、
感
謝
と
奉
仕
」

を
基
本
理
念
と
し
て
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
第
４
土
曜
日
に
は
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ

ル
地
、
大
丸
山
森
林
公
園
で
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ツ
リ
ー
点

灯
式
が
行
わ
れ
、
１
月
３
日
ま
で
の
間
、
約
15
万
球
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
彩
ら
れ
ま

す
。
令
和
３
年
に
は
「
サ
ン
タ
の
家
」
へ
と
続
く
ト
ン

ネ
ル
に
ウ
ッ
ド
ラ
ン
タ
ン
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
新

た
に
設
置
さ
れ
、
よ
り
幻
想
的
に
な
り
ま
し
た
。
点
灯

期
間
中
は
多
く
の
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
、
写

真
に
収
め
た
り
散
策
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

点
灯
式
の
様
子
は
広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
尾
町
水
産
商
工
観
光
課

（
０
１
５
５
８
‐
２
‐
０
１
７
７
）

（
写
真
提
供
＝
広
尾
町
水
産
商
工
観
光
課
）

ドローン撮影によるサンタランド
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１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
11
月
27
日
に
、
当
時
の
愛
知
県
（
名

古
屋
県
が
改
称
）
と
額ぬ

か

田た

県
が
合
併
し
て
現
在
の
愛
知
県
が
誕
生

し
て
か
ら
、
今
年
で
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
愛
知
が
、
我
が
国
屈
指
の
産
業
力
を
備
え
た
大
都
市
圏
と

し
て
大
き
く
成
長
で
き
た
の
も
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の

賜
物
で
あ
り
、
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
英
知
を
受
け
継
ぎ
、
将
来

世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
愛
知
の
発
展
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
で
は
、
２
０
０
５
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
の
理
念

を
次
世
代
へ
継
承
し
、
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
の
魅
力
と
価
値
を

一
層
高
め
る
た
め
、
同
公
園
内
に
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
の
世

界
観
を
表
現
し
た
「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
11
月
１
日
に
は
、
全
５
エ
リ
ア
の
う
ち
、
３
エ
リ
ア
「
青
春

の
丘
」「
ジ
ブ
リ
の
大
倉
庫
」「
ど
ん
ど
こ
森
」
が
開
園
し
ま
し
た
。

残
る
２
エ
リ
ア
「
も
の
の
け
の
里
」「
魔
女
の
谷
」
に
つ
い
て

も
整
備
を
進
め
て
お
り
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
が
、
世
界
中
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
公
園
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
そ
れ
に
伴
う
感
染

症
リ
ス
ク
の
増
大
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
発
展
な
ど
に
よ
り
、

加
速
度
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
愛
知
県
が
日
本
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
、
我
が
国
の
発
展
を
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
、
国
内
最

大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ａ
ｉ（
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ア
イ
）」
を
２
０
２
４
年
10
月
に
開
設
し
ま
す
。

愛
知
独
自
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
先
進
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
世
界
に

例
を
見
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠
点
の
形
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
始
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大

会
や
全
国
大
会
、全
国
レ
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
拠
点
と
し
て
、

愛
知
・
名
古
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

ア
リ
ー
ナ
を
目
指
し
、
２
０
２
５
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

愛
知
県
新
体
育
館
を
整
備
し
ま
す
。

新
体
育
館
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
設
計
・
建
設
お
よ
び
維
持

管
理
・
運
営
を
一
体
と
し
て
実
施
す
る
新
た
な
方
式
「
Ｂ
Ｔ
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
に
よ
り
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
ジ
ブ
リ
作
品
を
再
現
し
た
唯
一
無
二
の
公

園
施
設
「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」、
世
界
へ
と
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
拠
点
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ａ
ｉ
」、
世
界
最
先
端
の
ス
マ

ー
ト
ア
リ
ー
ナ
「
愛
知
県
新
体
育
館
」
は
、
愛
知
の
未
来
の
象
徴

で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
材
を
呼
び
寄
せ
る
力
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
さ
ら
に
深
ま
る
で
あ

ろ
う
交
流
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
、「
リ
ニ
ア
大
交
流

圏
の
形
成
」
に
向
け
た
名
古
屋
駅
の
ス
ー
パ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
、

鉄
道
・
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
、
港
湾
の
機
能
強
化
、

第
二
滑
走
路
の
整
備
を
始
め
と
す
る
中
部
国
際
空
港
の
機
能
強
化

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、

「
人
づ
く
り
」
が
大
変
重
要
で
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
、
世
界
と
愛
知
を
つ
な
ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
や
モ
ノ
づ
く
り

愛
知
を
支
え
る
産
業
人
材
の
育
成
、
そ
し
て
、
子
ど
も
・
若
者
・

女
性
・
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

愛
知
・
名
古
屋
に
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
筆
頭
に
、
世
界
に

誇
れ
る
産
業
力
、
経
済
力
、
文
化
力
、
地
域
力
が
蓄
積
し
て
い
ま

す
。愛

知
県
政
１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
改
め
て
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
先
人
の
偉
業
を
振
り
返
り
、
郷
土
へ

の
さ
ら
な
る
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
愛
知
を
築
き
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
日
本
の
成
長
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
発
展
を
力
強
く
リ
ー

ド
し
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
愛
知
」「
日

本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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特 集
基調論文世

界
も
動
き
始
め
た
自
然
資
本
の
劣
化
対
策

―「
新
国
富
指
標
」
め
ぐ
る
内
外
の
動
向
―

馬
奈
木
　
俊
介

九
州
大
学
主
幹
教
授
、�

都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
総
長
補
佐

岸
上
　
祐
子

九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

包
括
的
に
富
を
測
る

気
候
変
動
に
よ
り
、
災
害
の
激
甚
化
、
一
次
産
業
や
健

康
被
害
、
経
済
へ
の
影
響
な
ど
が
顕
著
と
な
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
世
界
中
で
加
速
し

て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー

で
開
か
れ
た
第
26
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で
は
、
産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
１
・
５
℃
に
制
限
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
も
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
26
％
削
減
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
80
％
削
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。

一
方
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
は
、
加
盟
国
の
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
合
意
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
発
表
さ
れ
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
17
の
目
標
が
示
さ
れ

た
。
日
本
に
お
い
て
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力

と
し
た
地
方
創
生
」
が
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
で
掲
げ
ら
れ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
共
に
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な「
開
発
」

を
適
切
か
つ
持
続
的
に
進
め
る
た
め
に
は
多
様

な
経
済
モ
デ
ル
・
政
策
ツ
ー
ル
が
必
要
に
な
る

た
め
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
総
合
的
に
評

価
を
行
い
、
取
り
組
み
内
容
と
目
標
を
見
直
す

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。
そ

こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
に
評
価
す
る
方
法
と
し
て
、
国
連
が
採
用
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し
た
の
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
ケ
ネ
ス
・
ア
ロ

ー
氏
や
英
国
の
パ
ー
サ
・
ダ
ス
グ
プ
タ
氏
ら
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
「
新
国
富
指
標
（Inclusive W

ealth 
Index

）」
で
あ
る
。
こ
の
新
国
富
指
標
は
国
や
都
市
の

総
合
的
な
豊
か
さ
を
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
の「
人
工
資
本
」「
自

然
資
本
」、
教
育
や
健
康
な
ど
の
「
人
的
資
本
」
の
三
つ

の
指
標
で
数
値
化
し
て
測
定
す
る
指
標
だ
。
こ
れ
ま
で
、

豊
か
さ
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
増
加
と
い
う
形
で

示
さ
れ
て
き
た
。
工
業
製
品
な
ど
が
大
量
に
普
及
す
る
場

合
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
加
す
る
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
森
林
減

少
に
よ
っ
て
失
っ
た
癒
し
や
、
生
活
習
慣
病
に
よ
る
健
康

状
態
の
悪
化
に
よ
る
幸
福
の
損
失
ま
で
は
測
定
で
き
な

い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
新
国
富
指
標
が
補
完
し
包
括
的
な
豊
か
さ

を
測
る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。

新
国
富
指
標
で
測
る
三
つ
の
資
本
が
増
加
す
る
こ
と

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
も
つ
な
が

り
、
最
終
的
に
は
包
括
的
に
富
を
増
や
す
こ
と
と
な
る
。

継
続
的
に
計
測
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
徴
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
人
の
幸

福
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。　
　

減
少
す
る
自
然
資
本

富
を
支
え
る
人
工
資
本
、
自
然
資
本
、
人
的
資
本
の
三

つ
の
資
本
の
な
か
で
も
、
人
工
資
本
の
増
加
と
自
然
資
本

の
減
少
が
世
界
的
に
続
い
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
今
後
数
十
年
の
経
済
成
長
の
見
通
し

に
対
す
る
生
物
多
様
性
の
損
失
の
影
響
を
調
査
し
、
人
間

と
自
然
の
関
わ
り
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の
検
討
を
は
じ

め
、
要
請
を
受
け
た
前
述
の
ダ
ス
グ
プ
タ
氏
が
２
０
２
１

年
に
「
ダ
ス
グ
プ
タ
・
レ
ビ
ュ
ー
（T

he Econom
ics 

of Biodiversity: T
he D

asgupta R
eview

）」
を
発

表
し
た
。
そ
の
中
で
、
１
９
９
２
年
か
ら
２
０
１
４
年
の

間
に
、
世
界
の
人
工
資
本
は
２
倍
、
人
的
資
本
は
13
％
増

え
て
い
る
が
、
自
然
資
本
は
40
％
減
じ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
書
で
は
自
然
資
本
を

含
む
新
国
富
指
標
を
経
済
的
成
功
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標

の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
世
界
に
お
け
る
三
つ
の
資
本
の
増
減
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
本
研
究
室
に
お
い
て
試
算
し
た
日
本
の
三
つ
の
資
本

の
増
減
を
図
２
に
示
す
。
や
は
り
、
自
然
資
本
の
減
少
が

著
し
い
。

２
０
２
１
年
10
月
、
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
第
１
部
の
閣
僚
級
会
合
で
「
遅
く
と

も
２
０
３
０
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
逆
転
さ
せ

回
復
さ
せ
る
」
と
い
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
考
え

方
が
発
表
さ
れ
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
も
、
注

目
さ
れ
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
経
済
成

長
を
求
め
る
一
方
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
自
然
資
本
に
つ

い
て
、
気
候
変
動
解
決
対
応
策
と
同
時
に
生
物
多
様
性
の

保
全
の
両
方
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
点
だ
。
気
候
変
動
、
す
な
わ
ち
脱
炭
素
へ
の
対
策

だ
け
で
は
な
く
、
自
然
資
本
の
劣
化
対
策
を
共
に
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
、「
生
物
多
様
性
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
政
府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｉ
Ｐ
Ｂ

Ｅ
Ｓ
）」
と
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
初
め
て
共
同
報
告
書
を
発
行
し
た
。
こ
の

な
か
で
も
、
生
物
多
様
性
の
損
失
と
気
候
変
動
は
、
ど
ち

ら
も
人
間
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
相
互

に
強
く
影
響
し
て
い
る
。
脱
炭
素
対
策
と
自
然
資
本
の
増

図１　新国富指標とSDGs のゴールの関係

図２　1992 年を基準とした日本の一人当たりの富の変化
（PC：人工資本、HC：人的資本、NC：自然資本）

特 集
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加
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
で
は
な
く
、
共
に
行
う

こ
と
が
利
益
を
最
大
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
目
標
を
達

成
す
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

既
に
各
国
は
動
き
だ
し
て
い
る

例
え
ば
中
国
で
は
、
グ
リ
ー
ン
発
展
（
绿
色
发
展
）
の

重
要
性
を
認
識
。
政
協
副
主
任 

劉
世
錦
氏
（
経
済
学
者
）

が
中
国
の
双
碳
目
標
（peak carbon dioxide em

issi
ons &

 carbon neutrality
）
に
つ
い
て
、
国
民
経
済

の
試
算
に
「
生
態
資
本
」
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
。
自
然
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
「
生
態
資
本
」
を

資
産
に
、
炭
素
排
出
を
負
債
に
金
銭
価
値
化
し
て
、
国
や

地
域
、
企
業
、
個
人
レ
ベ
ル
の
資
産
負
債
表
を
作
る
こ
と

を
提
唱
し
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
よ
り
具
体
的
に
動
き
出
し
た
。
２

０
２
２
年
、
新
た
な
国
家
戦
略
と
し
て
、
自
然
資
産
を
ア

メ
リ
カ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
反
映
さ
せ
る
と
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
発
表
し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
大
統
領

令
に
署
名
し
、
自
然
の
恩
恵
を
説
明
す
る
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
作
成
し
、
政
府
全
体
の
自
然
資
本
勘
定
に
つ
な
ぐ

要
請
を
行
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
動
き

は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
と
き
に
、地
域
内
に
お
け
る
環
境
配
慮
型
の
投
資
・

消
費
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
伴
い
自
然
資
本
に
配
慮
し
な
い
企
業
は
、
世
界
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
る
流
れ
が
あ
る
。
企
業
活
動
の

役
割
に
も
世
界
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
然
資
本

の
保
全
に
対
し
て
取
り
組
ま
な
い
こ
と
は
、
生
物
多
様
性

リ
ス
ク
を
伴
う
自
然
資
本
の
損
失
の
み
な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
リ
ス
ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
対
策

我
が
国
に
お
け
る
、
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
自
然
資
本
を
含
む
、
包
括
的
な
富
を
測
る
指
標
と

し
て
新
国
富
指
標
に
つ
い
て
前
述
し
た
が
、
こ
の
指
標
が

地
域
の
持
続
可
能
性
を
測
る
指
標
と
し
て
の
活
用
が
始
ま

っ
て
い
る
。
表
１
に
そ
の
例
を
示
す
。

こ
こ
で
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
導
入
す
る
大
分
県

国
東
市
を
紹
介
す
る
。
国
東
市
は
国
東
半
島
の
東
端
、
瀬

戸
内
海
に
面
し
た
人
口
３
万
人
弱
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
１
月
21
日
に
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣
言
を

行
っ
た
。
２
０
２
５
年
ま
で
に
脱
炭
素
に
向
か
う
先
行
的

な
取
り
組
み
実
施
の
道
筋
を
つ
け
、
脱
炭
素
先
行
地
域
と

し
て
、
企
業
と
連
携
し
国
の
補
助
も
活
用
し
な
が
ら
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
等
の
可
視
化
や

評
価
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

「
新
技
術
で
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
評
価
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

の
評
価
」「
地
域
の
森
林
保
全
の
評
価
」
の
三
つ
の
柱
が

あ
り
、
衛
星
画
像
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
も
行
う
。
こ

れ
ま
で
の
分
析
に
よ
り
、
九
州
の
よ
う
な
温
暖
な
地
域
の

森
林
は
他
の
地
域
の
森
林
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
込
む

能
力
が
高
く
、
ま
た
植
林
地
の
方
が
よ
り
多
く
の
バ
イ
オ

マ
ス
を
蓄
積
し
成
長
で
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
潜
在
的
な
利
益
を
Ｃ
Ｏ
２
換

算
で
１
㌧
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
と
し
た
場
合
、
九
州

で
１
６
０
５
・
75
億
円
／
年
と
推
定
で
き
る
。
大
分
県
の

森
林
に
は
炭
素
換
算
で
約
45
㍋
㌧
（
１
㍋
㌧=1,000,000

㌧
）
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
国
東
市
で

は
積
極
的
に
活
用
し
、
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
と

一
般
社
団
法
人N

atural Capital

に
て
自
主
的
Ｃ
Ｏ
２

市
場
を
構
築
し
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

次
に
、
植
林
を
行
い
積
極
的
に
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
を
紹
介
す
る
。
福
岡
県
久

山
町
（
人
口
約
１
万
人
）
で
は
、
１
９
６
９
年
に
町
の
約

97
％
を
市
街
化
調
整
区
域
と
し
、
工
業
団
地
は
主
要
道
路

沿
い
に
集
め
る
な
ど
計
画
的
な
開
発
を
行
い
、
福
岡
市
に

隣
接
し
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
森
林

や
農
地
を
残
し
て
い
る
。
人
工
資
本
、
人
的
資
本
、
自
然

資
本
の
三
つ
が
そ
ろ
う
自
治
体
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
を
２
０
２
２
年
３
月
に
宣
言
し
た
。

同
町
で
は
、
新
国
富
指
標
を
活
用
し
た
脱
炭
素
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
２
年
９
月
、
町
営
「
久

山
オ
リ
ー
ブ
園
」
で
早
世
桐
１
２
０
本
の
植
林
が
行
わ
れ

た
。
桐
は
通
常
20
年
で
10
㍍
ほ
ど
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、

早
世
桐
は
５
年
で
高
さ
約
15
㍍
に
成
長
す
る
。
こ
の
桐
を

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
に
役
立
て
る
ほ
か
、
木
材
と
し
て
も
活
用
す

る
予
定
だ
。
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
に
よ
る
価
値
や
材
木
の
価
値

を
分
析
し
示
す
こ
と
で
、
町
の
目
標
設
定
に
対
し
て
ど
の

く
ら
い
資
す
る
の
か
、そ
の
進
捗
が
測
定
で
き
る
。
ま
た
、

町
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
九
州
電
力
と
共
同
で
、
間
伐
や

植
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
に
よ
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
実
証
事
業
も
始
ま
っ
て
い
る
（
図
３
）。

久
山
町
が
農
地
・
林
地
を
維
持
で
き
て
い
る
の
は
、「
他

の
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
か
ら
と
の
自
覚
が
あ
っ
た
」
と
西
村
勝
町
長
は
言
う
。

町
で
は
、
企
業
と
協
働
し
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
得

た
資
金
を
他
の
森
林
の
管
理
支
援
に
使
う
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
で
事
業
範
囲
を
拡
大
で
き
る
可
能
性
も
広
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が
る
。

こ
れ
は
、
気
候
変
動
対
策
と
同
時
に
植
林
で
自
然
資
本

を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
早
生
樹
に
つ

い
て
は
、
森
林
の
伐
採
後
の
再
造
林
の
速
さ
か
ら
林
野
庁

で
も
注
目
し
森
林
整
備
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
。

直
接
的
な
気
候
変
動
対
策
で
は
な
い
が
、
人
的
資
本
で

あ
る
健
康
の
増
進
に
着
目
し
た
事
例
も
あ
る
。
福
岡
県
中

間
市
（
人
口
約
４
万
人
）
で
は
医
学
住
宅
と
名
付
け
た
医

療
に
特
化
す
る
住
宅
の
構
想
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
市
の
「
人
と
ま
ち
再
生
力
日
本
一
宣
言
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、「
病
気
を
発
症
さ
せ
な
い
」「
病
気
を
重

症
化
さ
せ
な
い
」「
介
護
が
い
ら
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を

目
標
と
す
る
。
既
存
の
技
術
を
活
用
し
た
も
の
で
、
家
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
働
か
せ
、

未
病
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
事
前
把
握
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
徐
々
に
進

行
す
る
体
の
傾
き
に
よ
る
転
倒
の
リ
ス
ク
な
ど
を
日
常
生

活
の
中
で
継
続
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
め
に

感
知
し
防
止
す
る
機
能
を
も
つ
住
居
だ
。
ま
ず
、
脳
血
管

疾
患
・
虚
血
性
心
疾
患
、
骨
折
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
か

ら
始
ま
る
。
市
が
場
を
提
供
し
、
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て

は
（
株
）
健
康
資
本
、（
株
）
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
シ
テ
ィ

な
ど
Ｉ
Ｔ
企
業
が
参
画
、
デ
ー
タ
の
分
析
は
九
州
大
学
都

市
研
究
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
。

紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
自
治
体
が
場
を
提
供

し
、関
連
し
た
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
技
術
等
を
提
供
し
、

大
学
や
研
究
機
関
が
分
析
な
ど
を
担
当
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
予
算
が
な
い
、
手
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
障
壁
に

対
し
、
少
な
い
コ
ス
ト
や
手
間
で
迅
速
に
事
業
化
へ
の
足

掛
か
り
を
得
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
関
わ
る
企
業
に
と
っ

て
も
、
新
た
な
事
業
に

結
び
つ
く
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
治
体
に
は
、
場
の

提
供
の
ほ
か
、
地
域
の

強
み
を
知
っ
て
い
る
熱

心
な
担
当
者
な
ど
の
マ

ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
。

地
域
の
強
み
を
知
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
下
さ

れ
た
評
価
に
基
づ
き
、

地
域
に
適
し
た
対
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
治

体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
そ
の
特
色
や
強
み
を

生
か
す
た
め
に
も
、
規
制
等
の
制
約
を
受
け
な
い
状
況
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
こ
こ

で
紹
介
し
た
よ
う
な
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
時
間
軸
の
問
題
で
あ
る
。

企
業
は
、
短
期
的
に
利
益
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
片

や
自
治
体
は
20
年
、
50
年
先
の
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

必
要
が
あ
る
。
企
業
と
自
治
体
と
の
間
で
異
な
る
時
間
軸

で
判
断
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。
こ
の
す
り
合
わ
せ
は
常
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
自
治
体
は
場
や
人
を
提
供
し
、
企
業
は
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
や
製
品
を
提
供
す
る
。
そ
こ
に
大
学
が
加
わ
っ

て
そ
れ
ら
の
分
析
を
行
い
、
企
業
や
自
治
体
へ
還
元
す
る
。

こ
の
連
携
が
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
発
見
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
想
定

外
」
の
激
甚
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
的

富
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
や
教
育
、
健
康
ま
で
取
り
扱
う

包
括
的
な
指
標
で
あ
る
新
国
富
指
標
で
実
態
を
評
価
し
、

真
に
豊
か
な
地
域
に
近
づ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
脅
威
の

影
響
を
和
ら
げ
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
考

え
た
い
。
経
済
に
重
き
を
お
く
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
主
要
な
指
標
と

す
る
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
価
値
体
系
は
、
格
差
を
生
み
、

そ
の
弊
害
は
か
つ
て
は
公
害
、
そ
し
て
現
在
は
気
候
変
動

と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
は
じ
め
環
境

問
題
に
対
し
て
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
特
徴
を
生
か

し
て
持
て
る
資
本
を
増
や
す
こ
と
で
日
本
全
体
の
富
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

表１　新国富指標を採用した自治体

自治体 協定締結年 取り組み内容

久山町
（福岡県）

2017年
（2020年更新）

新国富指標の活用による新規予算策定、総合戦略策
定、民間企業との包括連携協定（2018年）のもとで
の地域・社会の課題解決に向けた取り組み

第2期総合戦略

宮若市
（福岡県） 2018年 新国富指標の活用による新規事業実施、総合戦略策定 第2期総合戦略

直方市
（福岡県） 2019年 新国富指標の活用による総合計画の策定。

自然資本においても上昇目標を設定 第6次総合計画

能美市
（石川県） 2020年 SDGs未来都市の選定のまちづくりにおける新国富

指標の活用
2020年度

SDGs未来都市
中間市
（福岡県） 2020年 新国富指標の活用による環境の保全、福祉の充実、

経済の振興等への寄与
まちづくり連携協定
（医学住宅等）

別府市
（大分県） 2021年 新国富指標の活用による温泉のもつ免疫力向上効果、

ワーケーションと療養の効果の科学的実証 包括連携協定

国東市
（大分県） 2021年

新国富指標の活用による「国東市総合計画」及び「国
東市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で、地域の
持続可能な発展（国連SDGs）を踏まえた地方創生

包括連携協定

図３　久山町における森林によるCO2 除去の
ポテンシャル図
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鶴
岡
市
は
、
山
形
県
の
日
本
海
側
、
庄
内
地
方
の
南
部

に
位
置
す
る
人
口
12
・
１
万
人
の
地
方
都
市
で
す
。
人
口

が
県
内
第
２
位
、
面
積
は
東
北
地
方
で
最
大
で
す
。
南
側

は
月
山
、
朝
日
連
峰
、
摩
耶
山
系
な
ど
の
山
岳
丘
陵
地
帯

が
連
な
り
、
西
側
は
日
本
海
に
面
し
て
季
節
ご
と
に
旬
の

地
魚
が
１
３
０
種
類
水
揚
げ
さ
れ
、
北
側
に
は
日
本
有
数

の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
庄
内
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
に
は
全
国
最
多
と
な
る
３
件
の
日
本
遺
産
が
あ

り
ま
す
。
山
（
出
羽
三
山
）、
里
（
サ
ム
ラ
イ
シ
ル
ク
）、

海
（
北
前
船
寄
港
地
）
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
歴
史
・

文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
に
は
日
本

初
と
な
る
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
」
に
認
定
、
令

和
２
年
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。消

化
ガ
ス
発
電
事
業
と
余
剰
熱
利
用
の
研
究

鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
汚
泥
処
理
の
過
程
で
発
生
す

◆◆◆

る
消
化
ガ
ス
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
平
成
27
年
か
ら
民

間
事
業
者
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
実
施
す
る
民

設
民
営
方
式
に
よ
り
、
消
化
ガ
ス
発
電
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

発
電
事
業
者
が
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
発
電
施
設
を

建
設
し
、
市
か
ら
購
入
す
る
消
化
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
発

電
を
行
い
、
そ
の
電
気
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
用
い
て
電
気
事
業
者
に
売

却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
20
年
間
の
事
業
運
営
を
行
い
ま
す
。

発
電
の
際
に
発
生
す
る
熱
は
消
化
槽
の
加
温
に
有
効
利
用

し
て
い
ま
す
。
発
電
能
力
25
㌔
㍗
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
12
台

で
、
一
般
家
庭
約
４
７
０
世
帯
分
の
消
費
電
力
に
あ
た
る

年
間
約
２
０
０
万
㌔
㍗
ア
ワ
ー
を
発
電
し
、
約
１
５
０
０

㌧
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

発
電
施
設
で
発
生
し
た
熱
に
つ
い
て
は
、
厳
冬
期
で
も

消
化
槽
加
温
使
用
は
５
割
程
度
で
、
残
り
は
発
電
施
設
の

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
放
熱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
余
剰
熱

を
有
効
利
用
し
て
下
水
道
資
源
を
市
民
へ
還
元
す
る
方
法

は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
冬
季
は
野
菜
の

出
荷
量
が
少
な
い
と
い
う

話
を
耳
に
し
て
、「
余
剰

熱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

加
温
に
利
用
し
、
冬
季
で

も
野
菜
の
栽
培
を
可
能
に

し
て
学
校
給
食
へ
提
供
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
平

成
29
年
に
調
査
研
究
を
開

始
し
ま
し
た
。

消
化
槽
を
加
温
し
て
い

る
温
水
循
環
ラ
イ
ン
の
一
部
を
熱
交
換
器
に
取
り
出
し
、

そ
こ
か
ら
温
水
を
ハ
ウ
ス
内
の
フ
ァ
ン
コ
ン
ベ
ク
タ
ー

（
対
流
式
暖
房
機
）
に
供
給
し
、
温
風
を
送
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
は
平
均
気
温
（
１
月
平
年
値
）
が
１
・７
℃
で
、

積
雪
も
あ
っ
て
冬
季
の
野
菜
出
荷
量
が
低
く
な
っ
て
お

り
、
一
部
の
農
家
は
重
油
で
ハ
ウ
ス
を
加
温
し
て
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
余
剰
熱
を
利
用
す
る
こ
の
方
法
で
は
温
水

循
環
ポ
ン
プ
の
電
気
代
だ
け
で
冬
季
も
野
菜
を
栽
培
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

外
気
が
平
均
１
℃
の
状
況
で
も
室
温
が
平
均
15
℃
と
な

り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
２
棟
（
１
４
０
坪
）
で
ほ
う
れ
ん
草
、

小
松
菜
等
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
に
供
給
し
た

熱
量
は
Ａ
重
油
に
換
算
し
て
約
２
万
６
０
０
０
㍑
／
年
に

相
当
し
、
下
水
道
資
源
を
活
用
し
た
加
温
栽
培
に
成
功
し

て
「
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
」
の
野
菜
を
学
校
給
食
に
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ン
ポ
ス
ト
も
活
用
し
春
夏
き

ゅ
う
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
葉
物
野
菜
と
年
間
を
通
じ
栽
培

し
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
」

�

持
続
可
能
な
食
の
地
域
づ
く
り

―
消
化
ガ
ス
活
用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
循
環
―

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

山
形
県
鶴
岡
市松

浦
　
正
也

鶴
岡
市
上
下
水
道
部
下
水
道
課�

浄
化
セ
ン
タ
ー
主
査

鶴岡バイオガスパワー稼働実績
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下
水
道
資
源
の
農
地
還
元

庄
内
地
方
は
米
作
り
が
盛
ん
な
地
域
で
、
鶴
岡
市
も
稲

作
の
他
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
や
庄
内
柿
な
ど
、
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。「
下
水
道
資
源
は
農
地
に
還
元
」
と
下
水
道

整
備
の
当
初
か
ら
市
は
考
え
、
昭
和
59
年
に
鶴
岡
市
コ
ン

ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
下
水
汚
泥
に
も
み
殻
を
添

加
し
完
熟
発
酵
さ
せ
た
「
鶴
岡
コ
ン
ポ
ス
ト
」
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
下
水
道
資
源
の

利
活
用
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組
み

平
成
25
年
か
ら
は
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
た
下
水
道
と

食
・
農
の
循
環
を
図
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
」
に
取

り
組
み
、
平
成
29
年
か
ら
は
下
水
道
が
有
す
る
「
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
農
業
に
有
効
活
用
し
、
地
域
循
環
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鶴
岡
市
、
山
形
大
学
農
学
部
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
、
下
水
道
関
連
事
業
者
な
ど
産
学
官
６
者
に
よ

る
共
同
調
査
協
定
を
締
結
し
、
新
た
な
下
水
道
資
源
の
活

用
に
よ
る
調
査
・
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
余
剰
熱
を
利
用
し
た
加
温
栽
培
」
の
ほ
か
、
下
水
処

理
水
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
窒
素
、
リ
ン
等
の
新
た
な

活
用
を
実
証
す
る
た
め
の
「
下
水
処
理
水
に
よ
る
飼
料
用

米
栽
培
」「
水
耕
栽
培
」、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
新
た
な
可
能
性

と
消
費
拡
大
へ
向
け
「
飼
料
用
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
」「
農

地
地
力
回
復
等
の
効
果
」
を
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

処
理
水
の
さ
ら
な
る
活
用
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
中
で
は
、
水
産
関
係
者
と
情
報
交
換
し
た
際
に
「
ア
ユ

の
主
食
と
な
る
珪
藻
類
を
繁
殖
さ
せ
れ
ば
、
天
然
も
の
が

◆◆◆◆◆◆

持
つ
独
特
の
風
味
を
だ
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
」
と
の
発
想

が
生
ま
れ
、
下
水
処
理
水
に
よ

り
繁
殖
さ
せ
た
藻
類
を
餌
と
し

た
「
ア
ユ
の
養
殖
」
等
の
調
査

研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
は
新
た
に

漁
業
協
同
組
合
を
含
め
た
７
者

に
よ
る
第
２
期
共
同
調
査
協
定

を
締
結
し
、
下
水
道
に
由
来
す

る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か

し
た
「
食
」「
資
源
」「
経
済
」

の
地
域
内
循
環
へ
向
け
、
安
全

性
の
検
証
、
事
業
性
の
評
価
、

事
業
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

今
後
の
展
望

下
水
道
に
は
市
民
の
消
費
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
っ
て

き
て
お
り
、
資
源
の
宝
の
山
だ

と
い
え
ま
す
。
そ
の
資
源
は
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
利
用
が
促
進
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
主
な
原
因
は
具
体
的
な
活
用
方
法
の
未
確
立
と

コ
ス
ト
採
算
性
、
下
水
が
も
つ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
ふ

っ
拭
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
産
学
官

連
携
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、
デ
ー
タ
の
集
積
と
検
証
を
進
め
ま
す
。

◆◆◆

鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
鶴
岡
市
の
「
宝
田
」
と
い
う
地

区
に
あ
り
、
こ
の
下
水
道
の
宝
を
大
き
く
育
て
、
市
民
に

還
元
す
る
田
ん
ぼ
の
よ
う
な
拠
点
を
目
指
し
て
「
下
水
道

資
源
の
地
域
内
循
環
」
の
取
り
組
み
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦

し
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

余剰熱利用設備フロー図

下水処理水により繁殖させた藻類を餌としたアユ

ハウスで栽培される小松菜

BISTORO下水道と資源循環イメージ
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特 集
先
人
の
マ
イ
ン
ド
が
生
き
る 

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

真
庭
市
は
、
岡
山
県
の
北
部
、
中
国
山
地
沿
い
に
位
置

し
、
２
０
０
５
年
に
９
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
自
治
体

で
す
。
市
の
面
積
は
約
８
２
８
平
方
㌔
あ
り
、
岡
山
県
内

で
最
も
広
く
、
そ
の
内
約
８
割
が
森
林
の
典
型
的
な
中
山

間
地
で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
木
材
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま
で
体
制
が
整
い
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
、
林
業
・
木
材
産
業

者
た
ち
の
「
約
半
世
紀
も
か
け
て
育
つ
木
（
地
域
資
源
）

を
無
駄
な
く
使
い
き
る
」
と
い
う
、
長
年
変
わ
る
こ
と
な

く
共
有
さ
れ
続
け
た
マ
イ
ン
ド
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の

礎
と
な
り
、
２
０
１
４
年
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

と
し
て
国
か
ら
認
定
を
受
け
、
真
庭
市
で
は
一
気
に
バ
イ

オ
マ
ス
の
取
り
組
み
が
加
速
し
ま
し
た
。

発
電
利
益
は
山
主
に
も
還
元

◆◆◆◆◆◆

真
庭
市
で
は
、「
自
然
」「
連
携
」「
交
流
」「
循
環
」「
協

働
」
の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
、「
真
庭
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
」「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー

事
業
」「
有
機
廃
棄
物
資
源
化
事
業
」「
産
業
観
光
拡
大
事

業
」
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
放
置

さ
れ
て
い
た
、
地
域
内
の
山
か
ら
出
た
間
伐
材
や
枝
葉
、

ま
た
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
製
材
所
か
ら

出
た
製
材
端
材
や
樹
皮
を
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地

で
買
い
取
り
、
チ
ッ
プ
化
し
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

で
燃
や
し
て
電
気
を
作
り
売
電
す
る
と
い
う
、
地
域
で
価

値
を
も
た
な
か
っ
た
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
よ
る
市

内
の
経
済
効
果
は
52
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
利
益
は
、
チ
ッ
プ

燃
料
材
１
㌧
あ
た
り
５
５
０
円
を
山
主
へ
還
元
し
て
お

り
、
再
び
山
主
が
還
元
金
も
利
用
し
な
が
ら
植
林
し
、
木

を
育
て
て
い
く
と
い
う
資
源
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
５
年
に
真
庭
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

稼
働
し
て
以
来
、
累

積
で
約
２
・
５
億
円

山
主
へ
還
元
し
て
お

り
、
森
林
資
源
の
循

環
へ
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
真
庭
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
で
作

ら
れ
た
電
気
は
、
市

役
所
や
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
で
使
わ
れ
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
事
業
で
は
、
高
付
加
価

値
新
素
材
の
開
発
な
ど
を
実
施
し
、
消
臭
剤
の
実
用
化
な

ど
、異
業
種
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
以
外
の
取
り
組
み
と
し
て
、

有
機
廃
棄
物
資
源
化
事
業
で
は
市
民
の
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
液
体
肥
料
と
し
て
再
資
源
化
し

て
い
ま
す
。
液
体
肥
料
は
市
内
各
地
で
無
償
で
配
布
し
、

市
民
の
い
ち
ば
ん
身
近
な
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。バ

イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
に
３
万
人
余

併
せ
て
、
産
業
観
光
拡
大
事
業
で
は
こ
う
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
の
取
り
組
み
を
見
学
し
て
も
ら
う
「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
」
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
市
外
の
人
々
に
真
庭

市
へ
実
際
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、
飲
食
業
や
宿
泊
業
な
ど

の
事
業
へ
も
経
済
効
果
が
波
及
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

◆◆◆

岡
山
県
真
庭
市道

下
　
昌
弘

真
庭
市
産
業
観
光
部
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室
主
査

―
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
地
域
活
性
化
―

地
域
資
源
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
へ

間伐材や製材端材などを集めチップ化する
真庭バイオマス集積基地

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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し
た
。
現
在
ま
で
に
累
計
で
約
３
万
３
０
０
０
人
の
方
に

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産
業
の
み

な
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
が
地
域
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
、
と
り
わ
け
真
庭

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、

１
万
㌔
㍗
の
発
電
能
力
を
有
し
て
お
り
、
約
２
万
２
０
０

０
世
帯
分
の
需
要
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
真

庭
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
全
体
で
約
62
％
で
す
が
、

そ
の
内
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
は
32
・
４
％
と
約
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
真
庭
市
で
は
長
期
目
標
と
し
て
、
２
０

２
０
年
３
月
に
「
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま
に

わ
」
宣
言
を
公
表
し
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０

％
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
目
標

達
成
の
た
め
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
よ
る 

本
当
の
ゴ
ー
ル

真
庭
市
は
、
率
先
し
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
た
め
、
２
０
２
２
年
４
月
に
環
境
省
よ
り
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め
よ
の
精

神
で
市
内
公
共
施
設
を
対
象
に
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
太

陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
の
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
増
設
や
生
ご
み
資
源
化
施
設
の

建
設
、
公
用
車
の
電
気
自
動
車
化
の
促
進
な
ど
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
理
由
と
し
て
、
現
在
、

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
進
行
し
て
お
り
、
真
庭
市
と
し
て

も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
長
期
的
な
未
来
に
は
、
こ
の
影

響
が
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
の
基
盤
を
崩
し
う
る
大
き
な

リ
ス
ク
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
真

庭
市
で
は
「
産
・
官
・
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
炭
素
排
出

等
の
環
境
負
荷
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
」「
豊
富
な

森
林
資
源
を
背
景
に
そ
の
炭
素
吸
収
を
は
じ
め
と
し

た
多
面
的
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
こ
と
」
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
の
今
と
近
未
来
の
生
活
を

守
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強

化
等
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
真
庭
市
は
脱
炭
素
の
実
現
を
最
終
的
な

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
過
疎
化

に
代
表
さ
れ
る
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
乗
り
越
え
、

よ
り
よ
い
地
域
を
作
る
た
め
の
通
過
点
で
あ
り
、
起

爆
剤
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
脱
炭
素
の
た
め
に

息
を
ひ
そ
め
て
暮
ら
す
よ
う
な
未
来
生
活
を
描
く
の

で
は
な
く
、脱
炭
素
に
関
わ
る
数
々
の
取
り
組
み
が
、

結
果
と
し
て
、
地
域
の
経
済
性
を
高
め
、
地
域
を
守

り
、
人
を
生
か
す
、
そ
の
よ
う
な
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

脱炭素先行地域の概要

森林を起点とした地域内経済循環
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え
た
取
り
組
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
９
月
か

ら
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
自
治
体
が
徐
々
に
現
れ
、

２
０
２
０
年
10
月
に
我
が
国
が
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
た
際
に
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
市
町
村
の

数
は
、
１
６
６
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
宣

言
市
町
村
の
数
は
着
実
に
増
加
し
、
２
０
２
２
年
８
月
末

現
在
で
43
都
道
府
県
、
７
２
４
自
治
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

宣
言
し
て
い
な
い
自
治
体
の
中
に
も
着
実
に
地
域
の
脱
炭

素
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
あ
く
ま
で
脱
炭
素

に
向
け
た
第
一
歩
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
状
況
と
し
て
は
、
環
境
省
の
調

査
（
※
１
）
に
よ
れ
ば
、
個
人
・
家
庭
に
対
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制

度
（
２
９
８
団
体
）、国
民
運
動
の
推
進
（
２
５
８
団
体
）、

事
業
者
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
・
設
置
の

た
め
の
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制
度
（
１
１
２
団
体
）、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
（
98
団
体
）
と
続
い

て
お
り
、
地
域
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
出
資
や
低
利
融
資
等
金
融
上
の
支
援
（
38

団
体
）、
ナ
ッ
ジ
事
業
（
※
２
）
に
係
る
取
り
組
み
（
31

団
体
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
の
た
め
、
企

業
等
の
需
要
家
と
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
（
※
３
）
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
（
９
団
体
）
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
事
務
事
業
の
脱

炭
素
化
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
導
入
（
８
０
７
団
体
）、
全
部
ま
た
は
一
部
再
エ
ネ
由

国
の
脱
炭
素
目
標
と 

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

２
０
２
０
年
10
月
、
我
が
国
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す

な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０

年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
46
％
削
減

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
、
さ
ら
に
、
50
％
の
高
み
に
向

け
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
の
た
め
、
特
に
地
域
の
取
り
組

み
と
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
を

中
心
に
、
国
民
・
生
活
者
目
線
で
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
、
お
よ
び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
と
地
方

に
よ
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
し
て
、

内
閣
官
房
長
官
を
議
長
と
す
る
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
地
域
が

主
役
と
な
る
、
地
域
の
魅
力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地
方
創

生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素
の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
２
０

３
０
年
ま
で
に
集
中
し
て
行
う
取
り
組
み
・
施
策
を
中
心

に
、
工
程
と
具
体
策
を
示
す
「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」（
令
和
３
年
６
月
９
日
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議

決
定
）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で
は
、地
域
脱
炭
素
が
、

意
欲
と
実
現
可
能
性
が
高
い
地
域
か
ら
そ
の
他
の
地
域
に

広
が
っ
て
い
く
「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
を
起
こ
す
べ

く
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
集
中
期
間
と
し
て

施
策
を
総
動
員
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
２
０

３
０
年
以
降
も
全
国
へ
と
地
域
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
広

げ
、
２
０
５
０
年
を
待
た
ず
し
て
多
く
の
地
域
で
脱
炭
素

を
達
成
し
、
地
域
課
題
を
解
決
し
た
強

き
ょ
う

靭じ
ん

で
活
力
あ
る
次

の
時
代
の
地
域
社
会
へ
と
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
状
況

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
以
前
か
ら
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
地
域
脱
炭
素
の
趣
旨
を
踏
ま

特 集
副基調論文

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素

三
田
　
裕
信

環
境
省
大
臣
官
房
地
域
政
策
課�

課
長
補
佐
（
総
括
担
当
）

―
各
地
で
の
取
り
組
み
の
広
が
り
と
国
の
施
策
―
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来
電
力
メ
ニ
ュ
ー
を
契
約
し
て
い
る
ま
た
は
契
約
予
定
で
あ

る
（
３
８
７
団
体
）、
一
般
公
用
車
全
部
ま
た
は
一
部
に
お

け
る
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の

次
世
代
自
動
車
導
入（
１
４
１
６
団
体
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
地
域
脱
炭
素
は
、
脱
炭
素
を
成
長
の
機
会

と
捉
え
る
時
代
の
地
方
の
成
長
戦
略
に
な
り
得
る
も
の
で

あ
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
、
防
災
、
地
域
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
な
ど

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
福
島
県
福
島
市
土
湯
温
泉
で
は
、
原
子
力
発

電
所
事
故
後
、
観
光
客
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
、
地
元
温
泉
組
合
が
主
体
と
な
り
、
温
泉

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
整
備
し
、
売
電
す
る
こ
と
で
地
域
の

大
き
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収
入
の
一
部
を

使
っ
て
、
地
元
の
高
齢
者
へ
バ
ス
定
期
券
の
無
料
配
布
や

高
校
生
へ
路
線
バ
ス
の
定
期
券
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
電
に
利
用
し
た
温
泉
水
と
冷
却
水
を
利
用

し
て
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
を
行
う
な
ど
、
副
産
物
を

使
っ
て
新
た
な
事
業
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
桑
折
町
で
は
、
令
和
４
年
福

島
県
沖
地
震
に
よ
り
深
夜
に
地
震
が
発
生
し
、

震
度
６
弱
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
災
害
対
策
と

し
て
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
を
整
備

し
て
い
た
た
め
、
商
用
電
力
が
停
電
し
て
い
る

な
か
で
も
、
蓄
電
池
よ
り
電
力
供
給
を
行
い
、

災
害
対
策
本
部
と
な
る
町
役
場
庁
舎
に
電
気
を

供
給
す
る
と
と
も
に
、
深
夜
に
町
役
場
へ
避
難

し
て
き
た
住
民
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
照
明
の

確
保
、
携
帯
電
話
な
ど
充
電
ス
ポ
ッ
ト
の
提
供
を
行
い
、

円
滑
な
受
け
入
れ
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
脱
炭
素

事
業
が
各
地
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
脱
炭

素
に
関
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
地
方
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
、
専
門
人
材
支
援
、
地
域
の
中
小
企
業
支
援
の

不
足
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
段
階
も
含
め
た
地
域
と

共
生
す
る
形
で
の
再
エ
ネ
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
課
題
を
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
解
決

し
、
地
域
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
脱
炭
素
施
策

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
施
策
の
一
つ
が

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
２
０
３
０
年
に

前
倒
し
で
達
成
を
目
指
す
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
で
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
民
生
部
門
（
家
庭
部
門
お
よ
び
業
務

そ
の
他
部
門
）
の
電
力
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
実
質

「脱炭素を通じたレジリエンス強化」（福島県桑折町）

令和 4年福島県沖地震時、桑折町は、太陽光・蓄電池を
整備していたことにより住民避難に必要な照明等を確保
できた。（写真は、桑折町役場へ避難した住民の受入状況）
� 写真提供：桑折町

「脱炭素を通じた地域活性化」（福島市）

地熱発電後の温水を、成長も早いオニテナガエビの養殖
に活用。カフェでの釣り体験やレストランでの提供を行
い、年間 5千人の来客を創出。温水は近隣旅館に供給す
るとともに、発電所展望デッキの融雪にも活用。（写真は、
カフェでのエビ釣り体験の様子）
� 出典：元気アップつちゆHP

地域脱炭素ロードマップの概要

特 集
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ゼ
ロ
を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用
等
も
含
め
て
そ
の

ほ
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
い
て
も
、
我
が
国

全
体
の
２
０
３
０
年
度
目
標
と
整
合
す
る
削
減
を
地
域
特

性
に
応
じ
て
実
現
す
る
地
域
で
あ
り
、
全
国
で
脱
炭
素
の

実
行
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
と
な
る
地
域
で

す
。
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
の
脱
炭
素
先
行
地
域
で
、

２
０
２
５
年
度
ま
で
に
、
脱
炭
素
に
向
か
う
地
域
特
性
等

に
応
じ
て
計
画
を
立
て
、２
０
３
０
年
度
ま
で
に
実
行
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
農
村
・
漁
村
・
山
村
、
離
島
、
都
市
部
の

街
区
な
ど
多
様
な
地
域
に
お
い
て
、
地
域
課
題
を
同
時
解

決
し
、
地
方
創
生
と
脱
炭
素
を
同
時
実
現
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
、
も
う
一
つ
の

施
策
が
脱
炭
素
の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
の
全
国
展
開
で

す
。
２
０
３
０
年
度
目
標
お
よ
び
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
、

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ

等
の
脱
炭
素
の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
に
つ
い
て
、
各
地

の
創
意
工
夫
を
横
展
開
し
、脱
炭
素
先
行
地
域
を
含
め
て
、

全
国
津
々
浦
々
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
２
０
２
５
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
集
中
期
間
と
し
て
、
①
人
材
派
遣
・

研
修
②
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
③
資
金
―
―
の
観
点
か
ら
、
国

が
積
極
的
、
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
方
針

で
す
。
人
材
派
遣
・
研
修
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い

て
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
る
脱
炭
素
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
内
閣
府
に
お

い
て
、
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ
り
グ
リ
ー
ン
専
門

人
材
の
派
遣
を
行
う
な
ど
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
、
人

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ

支
援
と
し
て
は
、
再
エ
ネ
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ

Ｏ
Ｓ
）（
※
４
）
に
よ
り
、
地
域
再
エ
ネ
の
案
件
形
成
の

基
盤
と
し
て
、
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
推
計
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
循
環
分
析
ツ
ー
ル
（
※
５
）
を

提
供
し
、
地
域
の
お
金
が
ど
う
し
た
ら
地
域
で
循
環
す
る

か
と
い
う
地
域
経
済
循
環
の
考
え
方
を
普
及
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い

て
、
脱
炭
素
事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支
援

す
る
た
め
の
総
合
的
な
交
付
金
と
し
て
、
２
０
２
２
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、「
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推

進
交
付
金
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
本
年
５
月
に
成
立

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機

構
を
設
立
し
、
脱
炭
素
化
に
資
す
る
民
間
事
業
へ
の
資
金

供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
場
レ
ベ
ル
で
も
、
地
方
環
境
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
地

方
自
治
体
の
積
極
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
地
方
環
境
事
務

所
を
中
心
に
、地
方
農
政
局
、森
林
管
理
局
、経
済
産
業
局
、

地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
、
地
方
運
輸
局
、
管
区
等

気
象
台
、
地
方
財
務
局
な
ど
が
連
携
体
制
を
構
築
し
、
地

方
自
治
体
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
は
各
地
方
環
境
事
務
所
に
地
域
脱
炭
素
創
生
室
を
設
置

し
、
地
方
自
治
体
や
企
業
へ
の
相
談
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
て
お
り
、
気
軽
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
全

国
す
べ
て
の
地
域
で
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
脱
炭
素
の
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
に

は
、
全
国
で
脱
炭
素
事
業
が
加
速
さ
れ
る
よ
う
な
財
政
支

援
、
人
的
支
援
、
情
報
・
技
術
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
一
層
の
連
携

と
役
割
分
担
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
と
地
域

の
企
業
や
脱
炭
素
技
術
を
有
す
る
企
業
、
地
域
金
融
機
関

等
と
の
連
携
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
府
と
し
て
も
、
遅
く
と
も
２
０
３
０
年
に
は
、
新
築
の

住
宅
・
建
築
物
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（N

et Zero Energy H
ouse

）、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（N

et Zero Energy Building

）
水
準
の
省
エ

ネ
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
、
２
０
３
５
年
に
は
、
乗
用
車

の
新
車
販
売
は
電
動
車
の
み
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

と
す
る
な
ど
と
し
て
お
り
、
今
後
、
脱
炭
素
に
向
け
た
選

択
肢
が
標
準
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
地

域
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
も
こ
う
し
た
全
国
の
産
業
や

運
輸
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
と
も
整
合
的
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

環
境
省
と
し
て
も
関
係
省
庁
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村

と
一
層
連
携
・
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
に
貢
献

す
る
地
域
の
脱
炭
素
化
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

注※
１　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
状
況

調
査
（
令
和
３
年
10
月
１
日
時
点
）

※
２　

人
々
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
よ
り
良
い
選
択
を
自
発
的
に

取
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
政
策
手
法

※
３　

Pow
er Purchase A

greem
ent

の
略
。
第
三
者
モ
デ
ル

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
企
業
等
が
保
有
す
る
施
設
の
屋
根
な
ど
を

事
業
者
が
借
り
、
無
償
で
発
電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電
気

を
企
業
・
自
治
体
が
施
設
で
使
う
こ
と
で
、
電
気
料
⾦
と
Ｃ
Ｏ
２
排

出
を
図
る
モ
デ
ル

※
４　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（R

EPO
S

）��
https://w

w
w
.renew

able-energy-potential.env.go.jp/
R
enew

ableEnergy/index.htm
l

※
５　

地
域
経
済
循
環
分
析
ツ
ー
ル�

�
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/
topics/20210928-topic-12.htm

l
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TOPICS
トピックス文

部
科
学
省
は
９
月
14
日
、
令
和
４
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
結

果
（
令
和
４
年
５
月
１
日
現
在
）
を
発
表

し
ま
し
た
。
全
国
の
公
立
学
校
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
前
年
度
比
３
３
６
５

校
増
の
１
万
５
２
２
１
校
で
、
導
入
率
も

同
９
・
６
㌽
増
の
42
・
９
％
と
大
き
く
増

え
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
地
方
教

育
行
政
組
織
運
営
法
に
基
づ
く
学
校

運
営
協
議
会
を
置
く
学
校
で
す
。
学

校
数
の
推
移
は
図
の
通
り
で
、
こ
こ

５
年
ほ
ど
は
著
し
い
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は
前
年
度
比
１
７

２
増
の
１
２
１
３
自
治
体
。
導
入
率

は
66
・
９
％
で
し
た
。

都
道
府
県
別
の
導
入
率
を
み
る
と
、

最
も
高
い
の
は
和
歌
山
県
の
96
・
８

％
で
、
次
い
で
山
口
県
（
94
・
７
％
）、

鳥
取
県
（
78
・
２
％
）、
岐
阜
県

（
76
・
７
％
）、
京
都
府
（
76
・
５
％
）、

徳
島
県
（
70
・
４
％
）
が
７
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
前
年
度
か
ら
の
導
入

率
の
伸
び
が
目
立
つ
の
は
徳
島
県

（
43
・
６
㌽
増
）、
岩
手
県
（
35
・
８

㌽
増
の
50
・
３
％
）、
新
潟
県
（
29
・

０
㌽
増
の
66
・
４
％
）
な
ど
で
し
た
。

政
令
指
定
都
市
で
は
、
さ
い
た
ま
市
、

岡
山
市
（
い
ず
れ
も
１
０
０
・
０
％
）、

京
都
市
（
97
・
６
％
）、
新
潟
市
（
93
・

２
％
）、
広
島
市
（
91
・
８
％
）
な
ど
の

導
入
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
は 

１
万
２
３
３
３
本
部

一
方
、
地
域
住
民
や
地
域
の
団
体
な
ど

が
参
画
し
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
行
う
地
域
学
校
協
働
活
動
の
た
め
の

地
域
学
校
協
働
本
部
は
前
年
度
比
８
９
４

増
の
１
万
２
３
３
３
本
部
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
本
部
が
カ
バ
ー
す
る
公
立
学
校
は
、

前
年
度
比
１
０
９
７
校
増
の
２
万
５
６
８

校
で
、全
体
の
57・９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
本
部
の
整
備
率
が
高
い

の
は
和
歌
山
県
89
・
４
％
、
長
野
県
86
・

０
％
、
山
口
県
83
・
４
％
、
鹿
児
島
県

82
・
７
％
、
埼
玉
県
81
・
６
％
、
大
阪
府

81
・５
％
、
大
分
県
81
・４
％
な
ど
で
し
た
。

文
科
省
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
と

学
校
が
組
織
的
・
継
続
的
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）
と
地

域
学
校
協
働
本
部
・
地
域
学
校
協
働
活
動

の
両
方
を
一
体
的
に
進
め
る
の
が
効
果
的

だ
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校

協
働
本
部
の
両
方
を
整
備
し
て
い
る
公
立

学
校
は
前
年
度
比
２
６
５
２
校
増
の
１
万

１
１
８
０
校
で
、
全
体
の
31
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
み
が
４
０
４
１
校
（
11
・
４
％
）、
地

域
学
校
協
働
本
部
の
み
が
９
３
８
８
校

（
26
・
４
％
）、
い
ず
れ
も
な
い
学
校
が
１

万
９
０
９
校
（
30
・
７
％
）
で
し
た
。

社
会
教
育
法
に
基
づ
い
て
教
育
委
員
会

が
委
嘱
す
る
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

と
、
委
嘱
は
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
れ
と
同

等
の
役
割
を
果
た
す
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
計
３
万
２
９
５
４
人
（
前
年
度
比

１
９
４
２
人
増
）に
上
り
ま
す
。
内
訳
は
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が
１
万
１
３

８
０
人
（
同
２
５
３
７
人
増
）、
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
２
万
１
５
７
４
人

（
同
５
９
５
人
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
編
集
室
）

―
前
年
同
期
比
３
３
６
５
校
増
、
導
入
率
は
42
・
９
％
―

出典：文部科学省 報道発表資料

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
１
万
５
２
２
１
校
に

訂
正
と
お
わ
び　

１１
月
号
特
集
編
の
事
例

８
兵
庫
県
加
西
市
の
記
事
で
、
ｐ
２０
中
段

１
行
目
「
１
万
人
弱
」
は
「
約
５
万
人
」

の
誤
り
で
し
た
。
編
集
作
業
中
の
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お

わ
び
し
ま
す
。
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地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
農
・
風
・
人
・

育
む
・
上
美
生
」
は
、「
の
ー
と
は
ぐ
く

む
か
み
び
せ
い
」
と
よ
み
ま
す
。

こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
農
業
の
営
み

が
美
し
い
農
村
景
観
を
つ
く
り
、
移
住
者

が
風
と
な
っ
て
地
域
の
刺
激
と
な
る
こ
と

で
風
通
し
を
良
く
し
、
農
作
物
や
酪
農
の

牛
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む

人
々
が
暮
ら
す
上
美
生
で
い
た
い
」
と
い

う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
上
美
生
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
を
持

続
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
異
世
代
が
交
流

し
て
高
齢
者
も
元
気
に
地
域
に
参
加
し
、

外
か
ら
の
風
と
し
て
移
住
者
が
入
れ
る
環

境
づ
く
り
を
自
分
た
ち
で
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。課

題
解
決
の
取
り
組
み
と 

組
織
連
携

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
は
２
０
１
８
年
３

月
に
設
立
し
、
同
月
に
閉
店
し
た
農
協
店

舗
を
同
年
５
月
に
「
み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」
と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。
お

店
は
地
域
の
小
売
店
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
地
域
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
行
う

拠
点
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
の
最
高
機
関
で
あ
り
連
合
町
内

会
的
な
役
割
の
上
美
生
地
区
協
議
会
と
、

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
て
気
軽
に
社
会
実

験
を
行
う
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
会
議
、
そ
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
の
連
携
が
不
可
欠

で
す
。

地
域
交
通
を
例
に
す
る
と
、「
高
齢
者

の
移
動
手
段
が
な
い
」
と
い
う
地
域
の
課

題
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ

ン
会
議
で
社
会
実
験
を
重
ね
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
共
同
運
営
を
経
て
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
事
業
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
継
続
し
て
い

ま
す
。
持
続
可
能
な
集
落
構
築
の
た
め
に

は
、
役
割
分
担
を
し
て
、
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

上
美
生
地
域
の
資
源
の 

認
識
と
活
用

農
村
地
域
で
あ
る
上
美
生
地
域
は
さ
ま

ざ
ま
な
お
い
し
い
農
作
物
が
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
収
穫
の
時
期
に
合
わ
せ
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
上
美
生
に
設
定

し
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
横
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス

「
ふ
れ
あ
い
広
場
ひ
だ
ま
り
」
を
休
憩
地

点
に
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

途
中
に
は
特
産
の
果
実
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
収

穫
体
験
や
収
穫
し
た
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
使
っ

た
ケ
ー
キ
、
ス
ム
ー
ジ
ー
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
時
期
に
は

生
産
農
家
と
も
交
流
し
、
採
れ
た
て
の
と

う
も
ろ
こ
し
で
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
を
作

り
、
地
域
の
農
業
に
つ
い
て
も
意
識
を
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
ツ
ア
ー
を

収
入
と
つ
な
げ
て
自
走
し
て
い
く
方
法
を

構
築
し
な
が
ら
、
移
住
希
望
者
と
地
域
住

民
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

ま
た
、「
ひ
だ
ま
り
」の
厨

ち
ゅ
う

房ぼ
う

に
お
い
て
、

酪
農
婦
人
部
と
地
域
住
民
に
よ
る
、
牛
乳

や
地
域
野
菜
を
活
用
し
た
料
理
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
の
公
開
な
ど
地
域
住

民
へ
の
情
報
発
信
な
ど
も
併
せ
て
行
い
、

地
域
の
素
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
資
源
を
再
認
識
で
き
、
地
域
住
民
の
交

流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
収
穫
祭
で
子
ど
も
た

ち
と
高
齢
者
が
交
流
す
る
機
会
を
前
年
に

続
き
実
施
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
の
年
末

大
売
り
出
し
に
合
わ
せ
、
異
世
代
交
流
と

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
北
海
道
芽
室
町
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
設
定
、
お
試
し
移
住
も

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
の
取
り
組
み
―

蘆
田
　
千
秋

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
美
生
理
事
　

オンラインで行われたプロジェクトトーク
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高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
（
外
出
を
促
す
）

を
目
的
に
、
手
打
ち
そ
ば
の
振
る
舞
い
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
有
料

（
１
杯
１
０
０
円
）、
無
料
と
両
方
の
ケ
ー

ス
で
そ
ば
の
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
取
り
組
み
の
継
続
性
も
考
え
、
対
価

性
、
支
援
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、

対
価
を
支
払
う
な
ら
い
く
ら
か
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
提
供

し
た
そ
ば
の
総
数
に
想
定
し
た
価
格
を
乗

じ
た
金
額
を
、
支
払
う
と
答
え
た
金
額
が

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
層
が
参

加
し
、
異
世
代
交
流
、
高
齢
者
の
外
出
促

進
に
よ
る
元
気
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

同
様
に
行
っ
た
餅
つ
き
も
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
結
果
、支
払
う
金
額
の
回
答
は
、

予
想
以
上
の
金
額
で
し
た
。
み
ん
な
の
お

店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
前
で
は
地
域
の
年
男
年

女
が
餅
を
ま
い
て
、
地
域
住
民
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち

も
含
め
地
域
住
民
が
交
流
し
ま
し
た
。

ほ
し
ぞ
ら
ハ
ウ
ス
で 

上
美
生
生
活
を
体
験

農
家
の
長
芋
収
穫
を
短
期
で
お
手
伝
い

し
な
が
ら
お
試
し
移
住
し
た
い
と
い
う
希

望
者
に
、
お
試
し
移
住
用
の
住
宅
ほ
し
ぞ

ら
ハ
ウ
ス
で
２
週
間
過
ご
し
て
も
ら
い
、

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。「W

i-Fi

環
境
は
必
須
で
は
」

な
ど
の
声
は
今
後
の
移
住
促
進
の
た
め
の

環
境
整
備
に
役
立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
を
考
え
る
取
り
組
み
が
８

年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

課
題
解
決
型
の
活
動
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
を
考
え
る
活
動
と
す
る
た
め
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
企
画
か

ら
運
営
ま
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
主
体
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
開
催
日

が
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
期
間

中
で
あ
っ
た
た
め
、進
行
役
（
札
幌
市
内
）

と
ス
ピ
ー
カ
ー
、
傍
聴
者
の
３
会
場
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
い
い
と
こ
ろ
や
課
題
を
話
し
合

い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
も
っ
と
元
気
に

す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
地
域
に
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
と
若
い
世

代
が
混
住
し
て
支
え
あ
っ
て
暮
ら
す
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
や
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
、
地
域
産
チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
の
製

造
、
地
域
が
元
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
明
る
い
未
来
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
無
償
で
提
供
さ

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、
み
ん
な
の
お

店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
の
周
辺
に
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
を
飾
り
付
け
、
多
世
代
の
外
出
促

進
、
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。お
店
だ
け
で
な
く
、沿
道
に
も
キ
ャ

ン
ド
ル
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
幻
想

的
な
飾
り
に
、
地
域
住
民
も
自

分
の
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
交
通
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
便
」、

み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ

の
運
営
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上

美
生
の
行
っ
て
い
る
事
業
は
ま

だ
軌
道
に
の
っ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
元
気
な
地
域
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
地
域
住

民
皆
で
関
わ
り
育
て
て
い
く
と

と
も
に
、
一
歩
一
歩
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
に
近
づ
け
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

灯がともされたアイスキャンドル

晴天の下で行われた餅まき

とうもろこし生産者との交流
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TOPICS
トピックスは

じ
め
に

我
が
国
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

人
口
が
減
少
す
る
地
域
に
お
い
て
、介
護
、

障
害
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
地
域
づ
く

り
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
担
い
手
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ

の
担
い
手
に
な
ろ
う
と
す
る
人
々
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
多
様
な
働
き

方
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
状
況
に
応
じ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
法
人
格
を
利
用
し
、
あ

る
い
は
任
意
団
体
と
し
て
法
人
格
を
持
た

ず
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
多
様
な
働
き
方
を
実
現

し
つ
つ
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
４
年
10

月
か
ら
、「
労
働
者
協
同
組
合
」
に
関
す

る
法
人
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合
の
主
な

特
色
や
ル
ー
ル
、
具
体
的
な
事
例
等
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

労
働
者
協
同
組
合
と
は

「
労
働
者
協
同
組
合
」
は
、
地
域
の
み

ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
助
け
合
い

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
課
題
を
解
決
し
て

い
こ
う
と
い
う
、新
し
い
法
人
制
度
で
す
。

本
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
労
働
者
協
同

組
合
法
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合
は
、
以

下
①
か
ら
③
の
基
本
原
理
に
従
い
、
持
続

可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
に
資
す
る
事

業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
定
め

て
い
ま
す
。

①
組
合
員
が
出
資
す
る
こ
と

②
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
り
組
合
員
の

意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

③
組
合
員
が
組
合
の
行
う
事
業
に
従
事
す

る
こ
と

労
働
者
協
同
組
合
の
主
な
特
色

労
働
者
協
同
組
合
の
主
な
特
色
は
以
下

の
４
点
で
す
。

⑴
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業

実
施

労
働
者
派
遣
事
業
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
事

業
が
実
施
可
能
で
あ
り
、
介
護
・
福
祉
関

連
、
子
育
て
関
連
、
地
域
づ
く
り
関
連
な

ど
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事

業
を
実
施
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
許
認
可

等
が
必
要
な
事
業
は
そ
の
規
制
を
受
け
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

⑵
組
合
員
は
平
等
に
１
人
１
議
決
権

株
式
会
社
と
異
な
り
、
出
資
額
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
等
に
１
人
１
票
の
議
決
権
と

選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶
簡
便
な
法
人
格
の
取
得

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
組
合
と
異
な
り
、

行
政
に
よ
る
許
認
可
等
を
必
要
と
せ
ず
、

法
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
、
登
記

を
す
れ
ば
法
人
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

⑷
組
合
員
に
対
す
る
労
働
契
約
締
結

組
合
は
組
合
員
と
の
間
で
労
働
契
約
を

締
結
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
組
合
員
は

労
働
基
準
法
な
ど
の
関
係
法
令
に
よ
る
労

働
者
と
し
て
保
護
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
の 

イ
メ
ー
ジ

よ
り
活
動
イ
メ
ー
ジ
を
理
解
で
き
る
よ

う
、
現
在
労
働
者
協
同
組
合
へ
の
移
行
を

進
め
つ
つ
、
地
域
の
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
る
団
体
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阪
神
尼
崎
駅
の
近
く
の
商
店
街
に
、
高

齢
者
や
子
ど
も
、
商
店
街
の
活
性
化
や
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
ま
で
幅
広
く

事
業
を
行
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。
設
立
し

た
の
は
、
こ
の
街
で
生
ま
れ
育
っ
た
仲
間

た
ち
で
す
。

設
立
当
初
は
組
合
員
の
前
職
で
も
あ
っ

た
造
園
と
、
地
域
で
の
必
要
性
が
高
か
っ

た
介
護
事
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
や
、
空
き
店
舗
を

改
装
し
た
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
そ

の
活
動
を
通
じ
て
商
店
街
と
の
つ
な
が
り

が
増
え
、
近
隣
の
学
校
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
と
一
緒
に
活
動
に
も
取
り
組
む

水
野　

嘉
郎

厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均
等
局
勤
労
者
生
活
課

労
働
者
協
同
組
合
業
務
室
長

―
「
労
働
者
協
同
組
合
」
が
ス
タ
ー
ト
―

多
様
な
働
き
方
実
現
し
地
域
課
題
に
取
り
組
む

労働者協同組合概念図
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
話
し
合
い
を
繰
り
返
し
、

阿
波
踊
り
、
ア
ー
ト
展
、
頭
に
ピ
ン
ポ
ン

玉
を
乗
せ
て
自
転
車
を
押
し
て
歩
く
「
押

し
チ
ャ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
尼
崎
城
再
建
を

き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
「
刀
（
カ
タ

ナ
）
ト
ン
グ
」
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

後
も
、
労
働
者
協
同
組
合
へ
の
移
行

を
進
め
つ
つ
、
商
店
街
と
尼
崎
が
持
続
可

能
な
場
所
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

法
に
基
づ
く 

運
営
等
の
主
な
ル
ー
ル

⑴
事
業
の
ル
ー
ル
（
事
業
の
種
類
は
原
則

自
由
、
事
業
従
事
の
人
数
要
件
）

前
述
の
と
お
り
労
働
者
派
遣
事
業
を
除

く
あ
ら
ゆ
る
事
業
が
実
施
可
能
で
、
組
合

員
全
員
で
こ
の
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

組
合
原
理
を
損
な
わ
ず
に
活

動
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
総
組
合
員
の
５
分
の
４

以
上
の
数
の
組
合
員
が
事
業

に
従
事
す
る
こ
と
が
必
要
な

ど
、
事
業
従
事
の
人
数
要
件

を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
事
業
に
従
事

す
る
者
の
４
分
の
３
以
上

は
、
組
合
員
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
繁
忙

期
の
人
手
不
足
な
ど
で
非
組

合
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
従
事

す
る
必
要
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

た
も
の
で
す
。

⑵
組
合
員
の
主
な
ル
ー
ル

①
組
合
員
の
出
資
金

出
資
一
口
の
金
額
、
必
要
な
出
資
口
数

は
そ
れ
ぞ
れ
組
合
で
決
め
ま
す
。
一
人
の

組
合
員
の
出
資
口
数
は
、
原
則
、
総
口
数

の
１
０
０
分
の
25
以
下
で
す
。

②
組
合
員
の
議
決
権
・
選
挙
権

組
合
員
は
、
平
等
に
一
人
一
票
の
総
会

に
お
け
る
議
決
権
と
役
員
選
出
の
た
め
の

選
挙
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。
株
式
会
社
の

一
株
一
票
と
は
異
な
り
、
お
金
で
は
な
く

人
を
中
心
に
置
く
労
働
者
協
同
組
合
の
特

徴
を
表
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
他
の
法
人
類
型
と
の
違

い
、
各
種
法
人
格
の
概
要
は
表
の
通
り
で

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
か
ら
の
組
織
変
更

労
働
者
協
同
組
合
法
で
は
、施
行
日（
本

年
10
月
１
日
）
か
ら
３
年
以
内
の
暫
定
的

な
措
置
と
し
て
、
施
行
日
時
点
で
活
動
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
企
業
組
合
が
円
滑

に
組
織
変
更
を
行
う
た
め
の
制
度
を
設
け

て
お
り
、
解
散
や
清
算
の
手
続
き
を
経
る

こ
と
な
く
、
そ
の
事
業
活
動
を
継
続
し
つ

つ
、
法
人
格
を
変
更
で
き
ま
す
。

よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

厚
生
労
働
省
で
は
、
①
立
ち
上
げ
や
移

行
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
②
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
全
国
７
カ
所
）
の
開
催
③
特
設

サ
イ
ト
の
開
設
等
の
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
多
く
の
方
々
に
労
働
者
協
同

組
合
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
多
様

な
働
き
方
を
実
現
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の

課
題
の
解
決
の
た
め
に
活
動
を
行
お
う
と

さ
れ
る
方
々
の
選
択
肢
を
広
げ
、
こ
う
し

た
活
動
を
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

商店街活性化の活動の様子

表２　実施済み・実施予定のフォーラム一覧

表１　NPO法人等他の法人類型との違い
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小
さ
な
港
町

真
鶴
町
は
、
神
奈
川
県
最
西
部
に
位
置

す
る
人
口
約
７
０
０
０
人
の
小
さ
な
港
町

で
あ
る
。
平
成
29
年
に
神
奈
川
県
初
の
過

疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、若
い
世
代
の
減
少
、

特
に
若
年
女
性
人
口
（
20
～
39
歳
）
の
減

少
や
地
場
産
業
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
に
対
し
、
人
口
減
少
を
与
件
と
し
な
が

ら
、生
産
年
齢
人
口
の
増
加
を
目
指
す「
活

力
あ
る
人
口
構
成
」
に
よ
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
移
住
推
進
や
関

係
人
口
開
拓
、
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り

等
に
取
り
組
み
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て

人
口
が
「
社
会
増
」
に
転
じ
る
状
況
が
生

ま
れ
た
。
町
民
を
は
じ
め
と
し
た
民
間
の

力
で
多
様
な
暮
ら
し
づ
く
り
が
始
ま
っ
て

い
る
現
場
で
、「
地
方
創
生
実
践
塾
in
真

鶴
」（
以
下
、「
実
践
塾
」）
が
開
催
さ
れ
た
。

効
果
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
事
前
学
習 

【
事
前
学
習
】

令
和
３
年
度
に
続
き
２
年
連
続
開
催
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
の
検
証
を
踏

ま
え
、
主
任
講
師
に
よ
る
真
鶴
町
の
地
域

づ
く
り
総
論
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
学
習

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
追
加
し
た
。
非
常
に

効
果
的
で
あ
っ
た
。
事
前
学
習
に
よ
り
、

参
加
者
が
自
分
の
興
味
関
心
や
疑
問
を
整

理
し
た
上
で
実
践
塾
本
番
に
臨
め
た
こ
と

か
ら
、
１
日
目
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
「
実
際
に
知
り
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て

質
疑
応
答
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
前
学
習
の
総
論
で
は
、
真
鶴
町
が
バ

ブ
ル
経
済
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
全
国

で
進
め
ら
れ
た
社
会
の
流
れ
に
屈
せ
ず
、

「
美
の
条
例
」
に
基
づ
く
生
活
風
景
を
大
切

に
し
た
独
自
の
地
域
づ
く
り
を
重
ね
て
き

た
歴
史
を
起
点
に
、
現
在
直
面
し
て
い
る

課
題
と
、
そ
の
解
決
を
町
民
事
業
や

民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
民
間
主
導

で
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
町
民
が
役
場
の
若
手
職

員
と
協
業
し
、
自
由
に
提
案
・
実
行

し
た
「
真
鶴
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
生
ま
れ
た
朝
市
や
空
き
家
を

利
活
用
し
た
試
住
体
験
事
業
、
ハ
ッ

カ
ソ
ン
（
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
開
催
と
い
っ
た
取
り
組
み
か
ら
町

の
活
気
や
新
し
い
人
の
流
れ
が
生
ま

れ
、
移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
起
業
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や
地
元

雇
用
、
移
住
者
等
と
地
元
事
業
者
と

の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
内
経

済
循
環
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係

人
口
創
出
等
、
次
々
と
化
学
反
応
が

起
き
て
い
る
状
況
を
解
説
し
た
。
人

口
減
少
、仕
事
お
こ
し
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

森
林
保
全
、
空
き
家
対
策
。
従
来
は
行
政

課
題
で
あ
っ
た
テ
ー
マ
が
民
間
主
導
で
課

題
解
決
や
価
値
づ
く
り
が
行
わ
れ
、「
ハ
ー

ド
」
で
は
な
く
「
ソ
フ
ト
」
で
地
域
を
変

え
て
い
く
姿
勢
が
底
流
に
あ
る
こ
と
、
美

の
条
例
が
つ
な
げ
た
真
鶴
ら
し
い
風
景
を

守
る
こ
と
が
町
へ
の
誘
因
力
と
な
り
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
、
実
践
塾
本
番
へ
移
行
し
た
。

民
に
よ
る
暮
ら
し
づ
く
り
を 

深
掘
り
す
る 

【
１
日
目
】

実
践
塾
１
日
目
は
真
鶴
町
の
共
創
に
つ

い
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

第
１
部
で
は
、「
真
鶴
を
ほ
ぐ
す
」と
題
し
、

共
創
の
起
点
と
な
っ
た
真
鶴
町
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
で
き
た
要
因
や
仕
組

み
、あ
き
ら
め
ム
ー
ド
と
の
向
き
合
い
方
、

試
行
や
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
の
大
切
さ
、

行
政
が
で
き
る
こ
と
、共
創
事
業
の
実
際
、

と
い
っ
た
事
前
学
習
で
関
心
の
高
か
っ
た

事
項
の
深
掘
り
と
、
高
齢
者
の
地
域
と
の

か
か
わ
り
等
、
総
論
で
は
見
え
な
か
っ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
皆
で
議
論
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
２
部
で
は
、「
民
力
で
共
創
す
る
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
鶴
の
地
域

づ
く
り
の
当
事
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん

が
登
壇
し
た
。創
作
拠
点
施
設「
真
鶴
テ
ッ

ク
ラ
ボ
」
や
養
殖
実
験
等
を
展
開
し
て
い

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
８
月
26
日（
金
）～
27
日（
土
）

に
神
奈
川
県
真
鶴
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
卜
部
直
也
氏

に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

ロ
ー
カ
ル
か
ら
未
来
を
つ
く
る

―
真
鶴
の
民
力
で
共
創
す
る
多
様
な
暮
ら
し
―

●

真
鶴
町
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼

戦
略
推
進
係
長

卜
部
　
直
也

地
方
創
生
実
践
塾 

神
奈
川
県
真
鶴
町

月光堂でのフィールドワーク
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る
柴
山
高
幸
さ
ん
、「
泊
ま
れ
る
出
版
社
」

と
し
て
移
住
起
業
し
た
「
真
鶴
出
版
」
の

川
口
瞬
さ
ん
・
來
住
友
美
さ
ん
、
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
多
機
能
施
設

「
月
光
堂
」「
B
L
U
E 

T
R
E
E
」（
レ

ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
等
）
を
開
設
し
た
ヤ
ブ

タ
建
設
不
動
産
か
ら
は
永
島
絢
子
さ
ん
が

登
壇
し
た
。「
若
い
時
は
早
く
真
鶴
を
出

た
か
っ
た
」
と
語
っ
た
柴
山
さ
ん
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
始
め
た
経
緯
や

思
い
を
率
直
な
言
葉
で
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
何
か
一
つ
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
意

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
行
っ
て
は

戻
り
」
の
繰
り
返
し
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
が
衝
突
し
た
り
交
わ
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
積
み
重
ね
の
中
で

「
共
創
」
が
真
鶴
町
で
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
確
認
で
き
た
と

思
う
。

共
創
の
現
場
を
巡
る 

【
２
日
目
】

２
日
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
通
し

て
熟
し
た
イ
ン
プ
ッ
ト
情
報
を
確
認
す

る・
体
感
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
な
っ

た
。「
真
鶴
テ
ッ
ク
ラ
ボ
」や「
真
鶴
出
版
」

「
月
光
堂
」「
B
L
U
E 

T
R
E
E
」
に
加

え
、
全
国
で
も
珍
し
い
公
民
協
働
に
よ
る

空
き
家
バ
ン
ク
を
担
っ
て
い
る
真
鶴
未
来

塾
（
子
育
て
マ
マ
グ
ル
ー
プ
が
事
業
承
継

し
た
団
体
）、
空
家
５
棟
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
改

修
し
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
と
交
流
施
設
等

を
整
備
し
た
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

ロ
ッ
キ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
（
一
般
社
団
法
人

地
域
間
交
流
支
援
機
構
、
通
称
ロ
コ
ラ
ボ
）

も
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
課
題
、
空

き
家
や
公
共
施
設
の
利
活
用
に
触
れ
、
美

の
基
準
で
整
備
さ
れ
た
背
戸
道
（
路
地
）

で
ま
ち
歩
き
を
締
め
く
く
っ
た
。
真
鶴
育

ち
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
、
移
住
者
、
事
業
者
。

20
代
で
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
め
、
次
の
世
代
を

担
う
男
女
２
名
も
加
わ
っ
た
。
新
た
な
メ

ン
バ
ー
も
交
え
、
多
彩
・
多
様
な
真
鶴
講

師
の
方
々
と
参
加
者
が
相
互
交
流
す
る
時

間
と
な
っ
た
。「
選
択
肢
が
な
か
っ
た
か
ら

町
を
出
た
。
挑
戦
で
き
る
環

境
が
生
ま
れ
て
い
た
か
ら
町

に
戻
っ
て
き
た
」。
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
松
木
一
平
（
ペ
ペ

コ
ー
ヒ
ー
）
さ
ん
が
語
っ
た

港
町
の
共
創
の
現
場
を
、
引

き
続
き
耕
し
て
い
き
た
い
。

参
加
者
に
よ
る 

行
動
宣
言

２
日
間
の
振
り
返
り
と
し

て
最
後
に
受
講
者
同
士
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
お

互
い
の
気
づ
き
を
共
有
し
た

上
で
、
実
践
塾
を
経
て
芽
生

え
た
行
動
宣
言
を
発
表
し

合
っ
た
。「
友
達
の
友
達
は
、

み
な
友
達
」
と
い
う
受
講
者

の
言
葉
の
と
お
り
、
ま
ず
は

自
ら
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い

く
宣
言
が
多
く
聞
か
れ
た
。「
共
創
」
の

現
場
は
、「
一
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
り
、

ま
た
一
歩
進
む
。
同
じ
場
所
や
ん
！
」
の

連
続
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
こ
れ
か
ら
も
皆

で
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

今
回
は
九
州
大
学
の
嶋
田
暁
文
教
授
と

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
の
前
神

有
里
氏
が
特
別
講
師
と
し
て
参
画
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
事
前
学
習
の
発
案
と
い
っ
た
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
や
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
受
講
生
お
よ
び
講
師
の

方
々
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地方創生実践塾（神奈川県真鶴町）の概要

テーマ：ローカルから未来をつくる－真鶴の民力で共創する多様な暮らし－ 
主任講師：真鶴町政策推進課課長補佐兼戦略推進係長　卜部 直也 氏

１日目　8 月 26 日（金）
トークセッション①「真鶴をほぐす」

登壇者：�主任講師　卜部 直也 氏 
九州大学大学院法学研究院教授　嶋田 暁文 氏 
地域活性化センターフェロー・人材育成プロデューサー 
前神 有里 氏

トークセッション②「民力で共創する地域づくり」
登壇者：�卜部氏、嶋田氏、前神氏 

真鶴テックラボ　柴山 高幸 氏 
真鶴出版　川口 瞬 氏、來住 友美 氏 
㈱ヤブタ建設不動産・月光堂　永島 絢子 氏

２日目　8 月 27 日（土）
フィールドワーク

集合写真

背戸道でのフィールドワーク
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広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り

飛
騨
市
は
「
木
の
国
・
山
の
国
」
を
う

た
う
岐
阜
県
に
あ
っ
て
第
２
位
の
森
林
率

（
93
・
５
％
）
を
誇
り
、
そ
の
約
７
割
を

広
葉
樹
天
然
林
が
占
め
る
。
そ
の
た
め
平

成
27
年
度
よ
り
、
豊
富
な
広
葉
樹
を
生
か

し
、
持
続
可
能
な
経
済
循
環
を
生
み
出
す

地
域
を
目
指
す「
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
方
創
生
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
資
源
の
活
用
や

そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
言
う
は

易
く
行
う
は
難
し
で
あ
る
。
取
り
組
み
を

始
め
る
に
あ
た
り
、
私
も
数
多
く
の
先
進

地
視
察
や
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
受
講
生
に
当
時
の
自
分
の
姿
を
重

ね
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
こ
の
機

会
に
臨
ん
だ
。

地
域
資
源
と
そ
の
特
徴
／
課
題

国
内
で
伐
採
さ
れ
る
広
葉
樹
の
95
％

は
、
製
紙
用
あ
る
い
は
燃
料
用
チ
ッ
プ
と

し
て
家
具
な
ど
に
使
わ
れ
る
材
よ
り
も
安

い
価
格
で
流
通
し
て
お
り
（
平
成
30
林
野

庁
）、
身
近
に
あ
る
木
製
の
家
具
や
什
器
、

玩
具
、
食
器
・
カ
ト
ラ
リ
ー
、
建
築
内
装

な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
外
か
ら
輸
入
さ

れ
た
広
葉
樹
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
輸
入

材
が
国
産
材
に
比
べ
て
量
も
質
も
安
定
し

て
い
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
実
は
広

葉
樹
が
持
つ
「
多
様
性
」
と
い
う
特
徴
に

よ
る
部
分
も
大
き
い
。

広
葉
樹
は
針
葉
樹
に
比
べ
て
樹
形
が
複

雑
で
非
常
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
で
色
や
硬
さ
な
ど

も
違
う
た
め
、
手
間
を
か
け
て
用
途

別
に
細
か
く
仕
分
け
る
よ
り
も
、
す

べ
て
チ
ッ
プ
に
し
た
方
が
効
率
的
で

収
益
性
も
良
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
チ
ッ
プ
に

な
っ
て
い
た
木
材
を
、
地
域
に
今
も

残
る
飛
騨
の
匠
と
呼
ば
れ
る
高
い
木

材
加
工
技
術
を
有
し
た
職
人
の
手
で

家
具
な
ど
の
価
値
の
高
い
商
品
に
変

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
内
に

新
た
な
経
済
循
環
を
生
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
「
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
」
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。

取
り
組
み
の
２
本
柱

飛
騨
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は「
新
た
な
主
体
を
つ
く
る
」こ
と
と
、「
仕

組
み
を
変
え
る
」
こ
と
の
二
つ
の
柱
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
日
は
私
か
ら
概

要
説
明
を
行
っ
た
後
、
一
つ
目
の
柱
の
具

体
例
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
東
京
に
拠

点
を
置
く
民
間
企
業
２
社
と
飛
騨
市
が
共

同
で
設
立
し
た
「
株
式
会
社
飛
騨
の
森
で

ク
マ
は
踊
る
（
ヒ
ダ
ク
マ
）」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
取
締
役
の
井
上
彩
氏
か
ら
お

話
を
伺
う
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
し
て
、
取
り
組
み
の
キ
ー
と
な
る
民

間
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
飛
騨
市
森
林
組
合

課
長
の
新
田
克
之
氏
、
株
式
会
社
西
野
製

材
所
社
長
の
西
野
真
徳
氏
を
訪
ね
、
そ
れ

ぞ
れ
お
話
し
を
伺
っ
た
。
ま
た
、
２
日
目

は
２
本
目
の
柱
で
あ
る
「
既
存
の
仕
組
み

を
変
え
る
」
の
具
体
例
に
つ
い
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
令
和
２
年
度
に
着

任
し
た
及
川
幹
氏
の
話
を
伺
っ
た
後
、
受

講
生
全
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。

牽
引
す
る
新
た
な
主
体
を
つ
く
る

飛
騨
市
の
天
然
林
は
戦
時
ま
た
は
戦
後

の
薪
炭
利
用
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
度
伐

採
さ
れ
、
70
年
か
ら
80
年
程
度
が
経
過
し

て
い
る
。
広
葉
樹
は
成
長
が
ゆ
っ
く
り
で

あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
森
林
に
あ
る
広
葉

樹
は
一
般
的
に
は
家
具
等
に
利
用
す
る
に

は
細
く
、
使
い
づ
ら
い
。
井
上
氏
は
、
こ

う
し
た
課
題
に
対
し
、
建
築
家
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
い
っ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
広
葉
樹
の
新
た
な

価
値
を
創
る
こ
と
、
ま
た
、
ク
ラ
イ
ア
ン

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
９
月
９
日（
金
）～
10
日（
土
）

に
岐
阜
県
飛
騨
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
竹
田
慎
二
氏
に

ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

地
域
資
源
の
価
値
創
造
と

�

そ
の
仕
組
み
づ
く
り

―「
飛
騨
市
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
」に
お
け
る
公
民
連
携
―

●

飛
騨
市
林
業
振
興
課
長

竹
田
　
慎
二

地
方
創
生
実
践
塾 

岐
阜
県
飛
騨
市

西野製材所でのフィールドワーク
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ト
に
地
域
の
実
情
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

共
創
に
よ
る
も
の
づ
く
り
（
家
具
・
什
器
、

空
間
木
質
化
等
）
を
進
め
る
ヒ
ダ
ク
マ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

地
域
資
源
を
生
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
や
主
体

は
ど
の
地
域
に
も
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
飛
騨
市
は
ヒ
ダ
ク
マ
と
い

う
新
た
な
主
体
を
作
る
と
い
う
手
法
を
選

択
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い
も
の
は
時
と

し
て
地
域
と
の
あ
つ
れ
き
を
生
む
。
そ
の

た
め
、
そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
広
葉
樹
活
用
に
は
欠
か
せ
な
い
木
材
生

産
と
製
材
を
担
う
民
間
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
訪

ね
、
新
田
課
長
、
西
野
社
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
業
務
に
与
え

た
影
響
・
変
化
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
っ

た
。
お
二
人
は
、
負
担
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
も
の
の
、
目
標
に
向
か
っ
て
地
域
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
今
後

も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

既
存
の
仕
組
み
を
変
え
る

広
葉
樹
は
、
そ
の
使
途
も
非
常
に
多
様

で
あ
る
。
２
日
目
に
は
、
及
川
氏
か
ら
こ

れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
踏
ま
え
、
供
給
側

（
資
源
）
と
需
要
側
（
ニ
ー
ズ
）
の
双
方

が
多
様
で
あ
る
が
故
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起

こ
り
や
す
い
こ
と
、
し
か
し
そ
こ
を
丁
寧

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
広
葉
樹
が
今
以
上
に
活
用
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、

地
域
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

地
域
に
合
わ
せ
た
（V

arnacular

）
仕

組
み
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
も

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
２
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
や
地
域

に
帰
っ
て
今
後
生
か
し
て
い
き
た
い
こ
と

等
に
つ
い
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
受
講
生
に
よ
る

発
表
は
私
に
と
っ
て
大
変
示
唆
に
富
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
も
林
業
・
木
材
業

界
に
染
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
私
の
思
考
を
初

心
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の

だ
っ
た
。

地
域
づ
く
り
と
地
域
間
連
携

地
域
の
特
徴
や
資
源
を
活
か
し
て
持
続

可
能
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み

は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
目
標
に
向

け
て
地
域
間
で
共
有
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
や
仕
組
み
は
多
い
よ
う

に
思
う
。
し
か
し
実
際
に
共
有

し
て
い
る
例
は
全
国
的
に
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
地
域

に
も
強
み
と
弱
み
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
複
数
の
地
域
が
連
携
し

て
そ
の
弱
み
を
補
い
強
み
を
共

有
し
合
う
、
そ
ん
な
関
係
づ
く

り
が
今
後
非
常
に
大
き
な
カ
ギ

を
握
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

そ
れ
も
含
め
て
、
全
国
の
志
を

同
じ
く
す
る
人
た
ち
が
集
い
、

地
域
の
事
例
を
参
考
に
共
に
学

び
合
う
今
回
の
実
践
塾
の
よ
う

な
機
会
は
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
地
方
に
暮
ら
す
人
が
少
な

く
な
る
今
後
、
よ
り
重
要
な
意

味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

地方創生実践塾（岐阜県飛騨市）の概要

テーマ：�地域資源の価値創造とその仕組みづくり 
～「飛騨市広葉樹のまちづくり」における公民連携を例に～

１日目　9 月 9 日（金）
オリエンテーション
講義①：「広葉樹の価値を高める仕組みについて」

主任講師：飛騨市林業振興課課長　竹田 慎二 氏
講義②：「広葉樹の新しい価値の創造」

講師：株式会社飛騨の森でクマは踊る 取締役　井上 彩 氏
フィールドワーク①飛騨市森林公園

講師：飛騨市森林組合事業管理課長　新田 克之 氏
フィールドワーク②西野製材所

講師：株式会社西野製材所　代表取締役　西野 真徳 氏
２日目　9 月 10 日（土）

講義③：「地域資源の流通とマッチング」
講師：飛騨市地域おこし協力隊・広葉樹活用コンシェルジュ 及川 幹 氏

グループワーク・発表・講評
集合写真

グループワークの様子

飛騨市森林公園でのフィールドワーク
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●
嘉
悦
大
学
は
東
京
都
小
平
市
に
あ
る
経

営
・
経
済
、
社
会
科
学
系
の
単
科
大
学
で

す
。
２
０
１
５
年
に
産
官
学
連
携
機
構
を

設
置
し
、
企
業
や
地
域
、
自
治
体
、
各
種

団
体
と
の
連
携
に
よ
る
共
同
教
育
、
共
同

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
と
は
２
０
２
０
年
に
連
携
協
定
を

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

連
載
９
回
目
の
今
回
は
嘉
悦
大
学
と
福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
す
。

�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

結
び
、
学
生
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
主
に
大
学
連
携
の
担
当
職

員
の
派
遣
元
で
あ
る
地
域
を
対
象
と
し

て
、
①
地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の

基
礎
情
報
、
地
域
経
済
循
環
分
析
な
ど
の

レ
ク
チ
ャ
ー 

②
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

主
催
の
地
方
創
生
実
践
塾
や
セ
ミ
ナ
ー
事

業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
中
心
と
し

た
実
務
体
験 

③
対
象
地
域
に
お
い
て
設

定
し
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
調
査
・
実
践
活

動
―
―
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
を
知
ら
な
い
大
学
生
へ
の 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

本
学
は
大
学
周
辺
の
多
摩
地
域
出
身
の

学
生
が
多
く
を
占
め
、
狭
い
行
動
範
囲
の

中
で
生
活
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
地
域
」
＝
「
地
方
」
く
ら
い
の
認

識
し
か
な
く
、
地
方
公
務
員
と
の
接
点
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
ま
ず

は
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
公
務
員
と
の
接

点
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
の

視
点
か
ら
特
定
の
地
域
と
自
分
と
の
接
点

を
探
し
、
地
域
の
特
徴
や
課
題
に
つ
い
て

直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

様
な
取
り
組
み
の
中
で
語
ら
れ
る
「
地
域

活
性
化
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

学
生
が
そ
の
地
域
に
対
し
て
よ
い
印
象

を
持
つ
こ
と
が
後
の
関
心
や
関
与
の
可
能

性
を
生
む
重
要
な
機
会
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、
現
地
を
訪

問
し
て
実
施
さ
れ
る
地
方
創
生
実
践
塾
や

各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
者
兼
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
業
務
体
験

だ
け
で
な
く
進
行
形
で
進
ん
で
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
よ
り
特
徴
的
な
、
と
が
っ

た
地
域
の
特
色
や
資
源
の
活
用
施
策
に
つ

い
て
知
る
こ
と
、
そ
し
て
参
加
者
同
士
の

交
流
の
中
で
多
く
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と

な
ど
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
感
じ
る
機
会
に
な
り
ま

す
。「
よ
そ
者
」
で
あ
る
大
学
生
に
と
っ

て
は
、
現
地
で
の
リ
ア
ル
な
体
験
を
通
じ

て
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ま
た
違
っ
た

形
で
「
楽
し
か
っ
た
」「
思
っ
た
よ
り
い

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
な
り
の
「
地
域
活
性
化
」
を 

形
に
し
て
み
る
こ
と

大
学
が
近
く
に
な
い
地
域
で
は
、
若
い

力
と
し
て
の
首
都
圏
の
大
学
生
が
地
域
の

課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

こ
と
で
す
。そ
れ
で
も
、学
生
は
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
協
働
す
る
時
間
が
あ
る
こ
と
で

地
域
へ
の
心
理
的
な
コ
ス
ト
を
下
げ
、
自

分
の
関
心
事
に
つ
い
て
企
画
を
立
て
ま
と

め
る
経
験
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
は

あ
り
ま
す
が
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
地
域
の
名
産
を
自

分
た
ち
で
仕
入
れ
て
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ

の
開
催
、
昭
和
を
感
じ
る
場
所
を
集
め
た

レ
ト
ロ
マ
ッ
プ
、
神
社
仏
閣
を
聖
地
に
見

立
て
た
観
光
ツ
ア
ー
の
開
発
に
取
り
組
む

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
と
の
接
点
を
持
ち
、
自
分
が
関

係
人
口
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

よ
り
愛
着
を
持
っ
て
何
か
し
ら
そ
の
地
域

に
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
流
れ
を
、
こ
れ

か
ら
も
連
携
の
中
で
生
み
出
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
関
心
を
地
域
に
寄
せ
る

岩
月　

基
洋

嘉
悦
大
学
経
営
経
済
学
部
准
教
授

地方創生実践塾の様子

移住交流ガーデンでのレクチャー

地域経済循環分析のグループワークの様子

嘉
悦
大
学
／
福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

⑨

嘉
悦
大
学
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●
２
０
２
２
年
４
月
、
全
国
の
お
も
ち
ゃ

美
術
館
の
11
番
目
に
し
て
最
大
の
床
面
積

（
１
３
０
０
平
方
㍍
）
を
持
つ
姉
妹
館
、

福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
特
徴
を
紹

介
し
た
い
。

三
つ
目
の
直
営
館

今
ま
で
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
自
治
体
や

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
営
団

体
と
と
も
に
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
を
各

地
に
作
っ
て
き
た
が
、
福
岡
お
も
ち
ゃ
美

術
館
は
東
京
、
沖
縄
に
次
ぐ
三
つ
目
の
直

営
館
と
な
る
。
全
国
に
ら
ら
ぽ
ー
と
を
展

開
す
る
三
井
不
動
産
よ
り
打
診
を
受
け
、

木
育
や
お
も
ち
ゃ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕

組
み
を
さ
ら
に
新
し
い
層
に
広
め
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
初
め
て
都
市
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
を
決
め
た
。

九
州
の
「
木
育
」
の
中
核
拠
点
に

「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と
い
え
ば
木
育
」

と
言
わ
れ
る
が
、
福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館

も
福
岡
県
産
材
を
最
大
限
に
活
用
し
た

「
木
育
」
推
進
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。

館
内
は
福
岡
県
朝
倉
市
産
の
１
０
０
年
ヒ

ノ
キ
で
床
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。「
赤

ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」
は
ヒ
ノ
キ
よ
り
さ

ら
に
柔
ら
か
い
ス
ギ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
。

２
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
親
子
を
優
し
く
温

か
く
包
み
込
む
。

ま
た
、
地
元
福
岡
の
家
具
の
産
地
大
川

市
の
６
社
と
コ
ラ
ボ
し
、
館
内
の
約
８
割

の
大
型
遊
具
や
什

じ
ゅ
う

器き

、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子

な
ど
の
家
具
を
大
川
家
具
の
職
人
が
製
作

し
た
。
福
岡
の
子
ど
も
た
ち
が
県
産
材
に

親
し
む
絶
好
の
施
設
が
出
来
上
が
っ
た

が
、
今
後
は
内
装
木
質
化
に
と
ど
ま
ら
ず

「
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
を
は
じ
め

と
す
る
九
州
各
地
で
活
躍
す
る
木
育
人
材

を
育
成
し
、
木
育
を
広
め
る
拠
点
と
な
っ

て
い
き
た
い
。

「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
」
３
８
０
人
が

支
え
る
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

県
産
材
を
活
用
し
た
遊
具
、
什
器
、
玩

具
を
そ
ろ
え
て
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
魅

力
を
吹
き
込
む
の
は
ひ
と
え
に
木
の
良
さ

や
遊
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
「
人
」
で
あ

る
。
日
々
の
美
術
館
で
お
客
様
に
木
の
良

さ
や
遊
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
も
ち
ゃ

学
芸
員
」
の
養
成
講

座
を
オ
ー
プ
ン
８
カ

月
前
か
ら
毎
月
開
催

し
た
。
驚
い
た
こ
と

に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
11
回
開
催
し
た
養

成
講
座
が
ほ
ぼ
す
べ

て
満
席
。
お
も
ち
ゃ

美
術
館
史
上
最
多
と

な
る
３
８
０
人
の
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
の
協

力
が
得
ら
れ
た
こ
と

は
、
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
大
き
な
励
ま

し
と
自
信
に
つ
な

が
っ
た
。
シ
ニ
ア
か

ら
大
学
生
ま
で
の
多

世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
そ
ろ
い
の
赤
い
エ

プ
ロ
ン
に
身
を
包
み
、
仲
良
く
楽
し
く
活

動
し
て
い
る
。

「
福
岡
な
ら
で
は
」
の 

お
も
ち
ゃ
と
遊
び
が
い
っ
ぱ
い

福
岡
と
い
え
ば
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ

「
ラ
ー
メ
ン
屋
台
」、
お
み
や
げ
物
で
有
名

な
「
博
多
銘
菓
」、特
産
の
「
果
物
や
野
菜
」

な
ど
の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
製
作
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
内
の
お
も

ち
ゃ
作
家
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ
た
遊

び
の
コ
ー
ナ
ー
も
面
白
い
工
夫
に
満
ち
て

い
る
。

「
福
岡
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
福
岡

産
の
木
に
包
ま
れ
て
、
地
元
の
お
も
ち
ゃ

職
人
の
知
恵
と
工
夫
で
作
っ
た
お
も
ち
ゃ

で
、
地
元
の
多
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遊

び
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
経
験

を
す
る
こ
と
で
福
岡
を
愛
し
大
切
に
思
う

気
持
ち
を
育
ん
で
ほ
し
い
」

オ
ー
プ
ン
か
ら
６
カ
月
の
ヒ
ヨ
ッ
コ
お

も
ち
ゃ
美
術
館
だ
が
、
賛
同
し
て
く
れ
た

地
元
の
多
く
の
方
々
の
夢
を
乗
せ
て
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
そ
ん
な
特
色
あ
る

福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
ぜ
ひ
一
度
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

都
市
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
木
育
施
設
展
開

石
井　

今
日
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
館
長

福岡のおもちゃ作家による
「博多の街づくり積木コーナー」

「赤ちゃん木育ひろば」は
福岡県産スギ材のフローリング

「おもちゃ学芸員出発式」
380人が入りきれず 9回に分けて実施

地元家具職人が製作した
「おもちゃのはこぶね」などの遊びコーナー

福
岡
お
も
ち
ゃ
美
術
館
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地域づくり は人づくり

日
本
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い

―
地
域
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

幼
少
期
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
す

が
、
日
本
の
こ
と
を
聞
か
れ
て
答
え
ら
れ
ず
、「
そ
ん
な

こ
と
も
知
ら
な
い
の
」
と
が
っ
か
り
さ
れ
る
こ
と
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
。
自
分
は
日
本
人
な
の
に
日
本
の
こ
と
を

何
も
知
ら
な
い
の
だ
な
と
思
い
、
日
本
を
見
て
回
っ
た
方

が
い
い
と
考
え
て
、
高
校
時
代
に
帰
国
後
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
旅
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
興
味
を

持
っ
て
国
連
機
関
な
ど
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
日
本
も
少
子
高
齢
化
や
東
京
一
極
集
中
、
災
害

な
ど
課
題
が
沢
山
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
日
本
の
た
め
に

な
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
る
と
同
時
に
、
大
好
き
な
観

光
地
や
訪
れ
た
場
所
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

―
熱
中
開
拓
機
構
設
立
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
２
０
１
６
年
９
月
ま
で
更
別
村

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
、
全
国
紙
や
ジ
ャ

パ
ン
タ
イ
ム
ズ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ジ
ー
ン
ズ
を
凍

ら
せ
て
人
が
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
フ
ロ
ー
ズ

ン
パ
ン
ツ
」
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
元
の
若
い
人
た
ち
が
や
り
た
い
こ

と
を
語
り
合
え
、
村
の
話
を
す
る
き
っ
か
け
や
場
所
を
作

っ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、親
が「
自

分
が
住
む
地
域
に
は
何
も
な
い
」
と
考
え
て
い
る
と
、
子

ど
も
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
都
会
に
行
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
ま
ず
は
大
人
の
価
値
観
を
変
え
る
こ
と
が
大

切
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
価
値
観
も
一
つ
の
出
会

い
で
変
わ
る
の
で
、
そ
う
い
う
き
っ
か
け
の
場
を
作
り
た

い
と
も
考
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
村
に
は
地
域
活
性
化
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
不
足
し
て
お
り
、
仲
間
た
ち
と
ど
う
す
れ

ば
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
で
き
る
か
と
話
し
合
っ
た
結

果
、
熱
中
小
学
校
と
い
う
大
人
の
た
め
の
学
校
を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
１
６
年
９
月
に
仲
間
た
ち
と
と
も
に
熱
中
小
学
校
の

運
営
法
人
「
北
海
道
熱
中
開
拓
機
構
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世
界
を

―
と
か
ち
熱
中
小
学
校
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
熱
中
小
学
校
は
「
も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
そ

の
熱
い
思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

十
勝
管
内
の
広
域
エ
リ
ア
で
、大
人
の
た
め
の
社
会
塾「
と

か
ち
熱
中
小
学
校
」
を
運
営
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
北

海
道
熱
中
開
拓
機
構
業
務
執
行
理
事
を
務
め
る
亀
井
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

もういちど７歳の目で世界を見られる人
身近な人を幸せにできる人を

増やしていく

◉ 亀井 秀樹 氏プロフィール
1981年福岡県生まれ。青山学院大学卒。幼少期をオーストラリアで過
ごし、高校時代に帰国。レコード会社、外務省や国連などのPR制作や翻
訳などを手がける会社、印刷会社のイベント関連の部署を経て、2014年
4月から2016年9月まで北海道更別村の地域おこし協力隊として活動。在
職中は、特産品開発や観光振興を担当し、行政と民間企業のパイプ役を担
う。2016年から、一般社団法人北海道熱中開拓機構業務執行理事兼とか
ち熱中小学校（旧称：十勝さらべつ熱中小学校）の事務局長を務める。

一般社団法人
北海道熱中開拓機構業務執行理事

亀井 秀樹 氏

めむろ食の熱中小学校
～スイートコーン収穫体験〜

授業風景写真
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界
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
全
国
で
活
躍
す
る
経
営
者
や

研
究
者
ら
を
講
師
に
招
き
、
起
業
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を
行
う
と
と
も
に
、
年
齢
も
仕
事
も
異

な
る
人
同
士
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
大
人
の
た
め
の

社
会
塾
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
５
年
に
山

形
県
高
畠
町
で
内
閣
府
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て

始
ま
り
、
２
０
２
２
年
８
月
時
点
で
全
国
20
地
域
と
シ
ア

ト
ル
１
地
域
の
計
21
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
か

ち
熱
中
小
学
校
は
２
０
１
７
年
４
月
に
北
海
道
内
で
初
め

て
十
勝
さ
ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
と
い
う
名
称
で
開
校
し
、

２
０
２
１
年
４
月
に
現
在
の
と
か
ち
熱
中
小
学
校
に
名
称

変
更
し
ま
し
た
。

―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

と
か
ち
熱
中
小
学
校
で
は
半
年
間
を
１
期
と
定
め
、
１

日
２
コ
マ
の
授
業
を
１
期
の
中
で
８
日
実
施
し
ま
す
。
講

師
に
は
映
画
監
督
や
有
名
企
業
の
社
長
、大
学
教
授
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
に
関
わ
ら
ず
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
や
、
十

勝
に
あ
る
新
聞
社
や
飲
食
店
の
社
長
な
ど
、
地
域
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
で
す
。
講
師
に
は
熱
中
小
学
校
の

取
り
組
み
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
無
償
で
講
義
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

座
学
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
自
然
や
街

並
み
、
食
な
ど
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
北
海
道
２
０
１
７
」
や
「
ゴ
・
エ
・
ミ
ヨ
２
０
２
１
」

に
掲
載
さ
れ
た
シ
ェ
フ
が
地
域
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
し
、
食
材
の
生
産
者
が
畑
に
か
け
る
思
い
や
栽
培
時
の

工
夫
点
な
ど
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
際
に
は
２

日
間
で
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
と
し
て
地
元
の

新
聞
に
生
徒
が
執
筆
し
た
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
地
域

と
連
携
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
生
徒
の
人
数
や
生
の
声
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
８
月
時
点
で
20
代
か
ら
70
代
の
１
０
０
人

を
超
え
る
生
徒
が
受
講
中
で
、
累
計
１
３
０
０
人
以
上
が

受
講
し
て
い
ま
す
。
地
域
別
で
は
、
十
勝
管
内
が
６
～
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
東
京
や
名
古
屋
な
ど
の
都
市
部

か
ら
通
う
人
も
い
ま
す
。
飛
行
機
で
通
う
生
徒
が
い
る
と

は
想
像
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
十
勝
地
域
の
良
さ
や
熱

中
小
学
校
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
ひ
か
れ
て
熱
心
に
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
参
加
者
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な

り
ま
す
。
生
徒
が
共
通
し
て
言
う
の
が
「
こ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
自
分
に
出
会
う
き

っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
授
業
の
み
な
ら

ず
、
仲
間
や
先
生
た
ち
と
の

出
会
い
、
皆
で
一
緒
に
何
か

に
取
り
組
ん
で
い
く
プ
ロ
セ

ス
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
生

徒
が
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
よ
う
な
発
想
が
生
ま
れ
る

―
生
徒
の
そ
の
後
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
に
関
す
る
会
社
の
設
立
や

人
工
衛
星
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
む
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
で
起
業
し
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

熱
中
小
学
校
で
は
多
様
な
業
種
の
先
生
を
呼
ん
で
い
る

の
で
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
よ
う
に
、
農
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

掛
け
合
わ
せ
た
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
ス
キ
ル
を
活
か

し
た
社
会
貢
献
活
動
や
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
く
れ
る

人
た
ち
が
増
え
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

―
亀
井
さ
ん
に
と
っ
て
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

と
は
。

人
が
そ
の
街
に
暮
ら
し
て
い
て
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
す
べ
て
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
十
勝

に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
５
年
後
、
10
年
後
も
こ
の
街

で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
は
身
近
な
人
を
幸
せ
に
で
き
る
人
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

熱
中
小
学
校
の
活
動
を
通
じ
て
幸
せ
や
、
自
分
の
人
生

が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
れ
ば
、
そ
の
人
が
ま
た
周

り
の
人
た
ち
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ

れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
ら
、
地
域
全
体
で

幸
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
川
口 

峻
平
（
鳥
取
県
よ
り
派
遣
）

岡田慶子先生の大人の
社交場「スナック熱中」

第 10期入学式

とかち熱中雪中運動会
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書 籍 紹 介

自治体と市民が赤ちゃんの幸せのためにつながり実現してきたこと

ブックスタート（Bookstart）は、乳幼児検診などの際、市区

町村が、訪れた子どもとその保護者を対象に「絵本をひらく時間

の楽しさ」を体験してもらい、同時に絵本をプレゼントする取り

組みだ。我が国では2001年4月から全国12の自治体で始まったと

いう。2022年1月現在で、全自治体の約6割に当たる1089団体

が実施。読み聞かせ体験を伴わないものも含めると、約8割の自治

体が絵本贈呈の事業を実施しているといわれる。この20年余に各

地で事業に関わった自治体関係者やボランティアなど、さまざま

な人々の声を集めたのが本書である。

ブックスタートの趣旨については本書の序文で分かりやすく説

明されている。「絵本を渡すだけだと、赤ちゃんに絵本は早いと考

える家庭ではそのまま本棚に置かれるだけかもしれない。逆に早

期教育に熱心な家庭では、学習的な使われ方をするかもしれない。

読みきかせだけで絵本が手元にないと、その場限りになってしま

うかもしれない。そこで、赤ちゃんが絵本をどんなふうに楽しむ

のかを保護者に見てもらいながら、地域が子育てを応援している

というメッセージを伝える『体験』に50％、『絵本』のプレゼン

トに50％の意味を、ブックスタートに持たせたのでした」

ブックスタートには、▽事業を行う市区町村に生まれたすべての赤ちゃんとその保護者を対象とする▽市区町村の事業とし

て、さまざまな分野の人たちが連携して実施する――など、5項目のポイントがある。しかし、どういった機会に実施するか

や事業の事務局組織、読み聞かせにボランティアを生かすがどうかなど、具体的なやり方は各自治体の考えに任されている。

このため、本書で発言が載っている関係者も、首長部局や教育委員会の職員、保健センター職員、図書館職員、保健師、ボラ

ンティアまで実に多様だ。

「ブックスタートが始まって、保育士が健診に出て行くことで初めて、町のすべての赤ちゃんと保護者に出会えるようになり

ました。支援を必要としている保護者がどこにいるのかがわかるようになったことは、とても大きな成果です」

「4か月児健康相談には不安な思いを抱いて来ているお母さんも多くいますが、相談のあとボランティアさんとわらべうたや

手遊びをしたり、絵本を読んでもらったりすることで、お母さんの表情がすごく変わるんですよね。（中略）『すごく楽しかった』

『健診に来てよかったです』と言ってくださるお母さん方が増えました」

「実施を検討したとき、『親が絵本を買えばいいのでは？』『図書館に行けばいいだろう』という意見も出ましたが、ブックス

タートはそうした機会がない親子にこそ必要な事業です。この活動は、すべての赤ちゃんに、分け隔てなく絵本を楽しむきっ

かけを届けることができます。そして、それは行政にしかできません」

本書に載っている関係者の熱い言葉を読んでいると、ひょっとして我が国の将来もそう暗くないかも、と思えてくる。

「予算確保までの壁は高かったです。でもブックスタートを受ける赤ちゃんの写真を予算資料に掲載したところ、財政当局に

響いたのです。1枚の写真が一番の強みとなりました」。本書にもそんな写真がふんだんに載っている。子育て行政に限らず、

公務員の仕事のヒントになる言葉が見つかるかもしれない。

本書はブックスタートのオンラインショップ（https://www.bookstart.or.jp/publications/）で購入できる。� （編集室）

NPOブックスタート編
NPOブックスタート（2022年1月20日発行）
定価：1,000円＋税

ブックスタートの20年
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出
雲
市
は
、
全
国
的
な
人
口
減
少
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
令
和

２
年
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
山
陰
地
方
の
都
市
の
中
で
唯
一
、
人

口
増
加
を
果
た
し
、
可
能
性
に
満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
島
根
県
東
部
に
位
置
し
、
北
部
は
国
引
き
神
話
で
知

ら
れ
る
島
根
半
島
、
中
央
部
は
斐ひ

伊い

川か
わ

と
神か

ん

戸ど

川が
わ

の
二
大
河
川
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
出
雲
平
野
、
南
部
は
中
国
山
地
で
構
成
さ
れ
、

東
部
に
宍
道
湖
、
西
部
に
神じ

ん

西ざ
い

湖
の
汽
水
湖
も
有
し
、
海
、
山
、

平
野
、
川
、
湖
と
多
彩
で
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
方
都

市
で
す
。

奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
出
雲

国
風
土
記
」
に
描
か
れ
て
い
る
「
国
譲
り
神
話
」
や
「
国
引
き
神

話
」
な
ど
多
く
の
神
話
の
登
場
地
が
残
っ
て
お
り
、「
神
話
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
縁
結
び
の
神
様
と

し
て
知
ら
れ
、
長
さ
と
胴
回
り
が
日
本
一
の
大
し
め
縄
の
あ
る
出

雲
大
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
一
の
数
の
銅
剣
が
出
土
し
た
荒こ

う

神じ
ん

谷だ
に

遺
跡
や
、
日
本
一
の
高
さ
を
誇
り
日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖

地
出
雲
」の
舞
台
の
一
つ
で
あ
る
出
雲
日ひ

の

御み

碕さ
き

灯
台
な
ど
、「
出
雲
」

の
名
は
全
国
的
な
知
名
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
雲
平
野
に
お
け
る
高
い
農
業
生
産
力
、
山
陰
地
方

有
数
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
工
業
地
域
、
ま
た
商
業
集
積
も
進
む

と
と
も
に
、
県
立
中
央
病
院
や
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
は

じ
め
と
し
た
高
度
医
療
機
関
も
立
地
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
出

雲
縁
結
び
空
港
、
山
陰
自
動
車
道
な
ど
、
環
日
本
海
交
流
の
機
能

も
担
え
る
交
通
拠
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
出
雲
へ
の
愛
着
と
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
、
環

日
本
海
の
玄
関
口
と
し
て
の
「
宍
道
湖
・
中
海
圏
域
」
を
け
ん
引

し
、
元
気
な
地
方
都
市
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
り
続
け
る

た
め
に
、
こ
の
た
び
新
た
な
出
雲
市
総
合
振
興
計
画
「
出い

ず

雲も

新し
ん

話わ

２
０
３
０
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
は
、「『
出い

ず

雲も

力り
ょ
く』
で
夢
☆
未
来
へ
つ
な

げ　

誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。
本
市
の
強
み

で
あ
る
総
合
力
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
「
出
雲
力
」
と
表
現
し
、
こ
の

「
出
雲
力
」
を
フ
ル
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
、
住
む
人
、
関
わ

る
人
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、「
み
ん
な
が
活

躍
す
る
」「
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
」「
持
続
可
能
な
」
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
出
雲
の
未
来
を
担
う
若
者
が

夢
を
持
て
る
ま
ち
と
な
り
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
し
っ
か
り

と
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
、
脱
炭
素
社
会
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対

応
も
取
り
入
れ
、
将
来
像
実
現
に
向
け
、

〇
「
と
も
に
創
る
」（
８
年
間
の
新
規
雇
用
創
出
２
０
０
０
人
）

〇
「
と
も
に
守
る
」（
８
年
後
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
46
％
削
減
）

〇
「
と
も
に
結
ぶ
」（
８
年
間
の
交
流
人
口
１
億
人
）

〇
「
と
も
に
支
え
る
」（
８
年
後
の
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
１
と

健
康
寿
命
延
伸
１
年
）

〇
「
と
も
に
育
む
」（
高
校
生
が
「
出
雲
に
愛
着
や
、
魅
力
・
誇

り
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
割
合
を
８
年
後
に
85
％
に
）

〇
「
と
も
に
楽
し
む
」（
８
年
間
の
生
涯
学
習
等
施
設
利
用
者
数

２
２
０
０
万
人
）

の
、
６
つ
の
基
本
方
策
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
８
年
後
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
施
策
を
着
実
に
実
践
・
実
現
す
る
中
で
、
人
口
17

万
人
を
キ
ー
プ
し
、
地
域
経
済
の
発
展
の
礎
と
な
る
「
市
内
総
生

産
（
市
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）」
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
、
市
民
の
暮
ら
し
の

満
足
度
が
高
ま
る
と
い
う
、
経
済
と
暮
ら
し
の
好
循
環
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
職
員
と
と
も
に
、〝
市
民
の
信
頼
は
笑
顔
か
ら
〟
を

常
に
忘
れ
ず
に
、
市
民
と
の
対
話
や
交
流
を
通
し
て
、
市
民
目
線

で
も
の
ご
と
を
捉
え
、
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
る
職
員
を
育
て
る

こ
と
で
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

「
出
雲
力
」
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
「
前
へ
」
進
め
て
い
き

ま
す
。

島根県出雲市長 飯塚　俊之

「出雲力」と経済・暮らしの好循環で、
誰もが笑顔になれるまちへ
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矢掛町

岡
山
県

286

矢掛町は岡山県の南西部に位置する旧山陽
道の宿場町で、中心市街地には現在も

往時の町並みが残ることで知られています。
かつて大名が宿泊した記録が残っている『旧
矢掛本陣石井家住宅』と大名に次ぐ家老など
が宿泊した『旧矢掛脇本陣髙草家住宅』は共
に国の重要文化財に指定されており、本陣、
脇本陣の双方が現存するのは全国でも矢掛町
だけと言われています。
近年では観光に力を入れており、古民家を改修し、観光施設や宿泊施設を新たにオープンしたほか、平成30年にはその取
り組みが評価され、イタリアのアルベルゴ・ディフーゾ協会から世界初の「アルベルゴ・ディフーゾ・タウン」に認定をされ
ました（アルベルゴ・ディフーゾは「分散型宿泊施設」の意味）。
また、令和2年12月には矢掛町の伝統的建造物群保存地区が文化財保護法の規定に基づき、特に価値が高いものとして国
から重要伝統的建造物群保存地区に選定されました。
あえて物販等を行わない珍しいスタイルの道の駅や、商店街の一部エリアの無電柱化事業も完成し今後ますます目が離せな
い町となっています。

█旧矢掛本陣石井家住宅
旧矢掛脇本陣髙草家住宅と共に国の重要文化財に指定されています。天璋院篤姫が宿
泊した記録も残っています

アルベルゴ・ディフーゾ・タウン
矢掛町

█干し柿
矢掛の西部に位置する山ノ上
地区で生産されている特産品。
12 月の第 3 日曜日には「山ノ
上干柿まつり」が開催されます

█無電柱化された矢掛商店街
令和 3 年 3 月には矢掛商店街
の一部エリアの無電柱化が行
われ景観がさらに美しくなり
ました

█矢掛ビジターセンター問屋
古民家を再生した観光案内施
設。町並観光ガイドを利用す
る場合はここへ

█矢掛屋 INN ＆ SUITES
古民家を改修した宿泊施設で、
別館には温浴施設も

█矢掛の宿場まつり大名行列
毎年 11 月の第 2 日曜日に開催。往時の
大名行列が再現され、毎年多くの観光客
が訪れます

█道の駅山陽道やかげ宿
令和 3 年 3 月にオープンした道の駅。岡
山市出身の有名工業デザイナー・水戸岡鋭
治氏が全面監修しており、隣接する矢掛商
店街を楽しんでもらうため、道の駅内には
あえて物販等を行わない珍しいスタイル

█水車の里フルーツトピア
矢掛商店街から車で 7 ～ 8 分のところに
あり、フルーツ狩りや手作りピザ作り体
験が楽しめるほか、農園で取れた旬のフ
ルーツをふんだんに使ったパフェも楽し
めます

地域づくり 12月号
2022 年 12 月 1 日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階 電話03-5202-6131（代）
https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。編集室（03-5202-6139）E-mail：hensyuu6139@jcrd.jp まで、ご連絡下さい。

地域活性化
センターからの
メールマガジン
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政府が掲げる温室効果ガスの削減目標を踏まえ、自治体も地域の実情に応じた排出量削減に率先的に取り組むことが求められ
ている。今回は、地域性を生かしながら各地で進む対策の事例を特集する。
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64.48ｍを利用した小水力発電施設
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特 集
基調論文世

界
も
動
き
始
め
た
自
然
資
本
の
劣
化
対
策

―「
新
国
富
指
標
」
め
ぐ
る
内
外
の
動
向
―

馬
奈
木
　
俊
介

九
州
大
学
主
幹
教
授
、 

都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
総
長
補
佐

岸
上
　
祐
子

九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

包
括
的
に
富
を
測
る

気
候
変
動
に
よ
り
、
災
害
の
激
甚
化
、
一
次
産
業
や
健

康
被
害
、
経
済
へ
の
影
響
な
ど
が
顕
著
と
な
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
世
界
中
で
加
速
し

て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー

で
開
か
れ
た
第
26
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で
は
、
産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
１
・
５
℃
に
制
限
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
も
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
26
％
削
減
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
80
％
削
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。

一
方
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
は
、
加
盟
国
の
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
合
意
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
発
表
さ
れ
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
17
の
目
標
が
示
さ
れ

た
。
日
本
に
お
い
て
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力

と
し
た
地
方
創
生
」
が
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
で
掲
げ
ら
れ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
共
に
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な「
開
発
」

を
適
切
か
つ
持
続
的
に
進
め
る
た
め
に
は
多
様

な
経
済
モ
デ
ル
・
政
策
ツ
ー
ル
が
必
要
に
な
る

た
め
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
総
合
的
に
評

価
を
行
い
、
取
り
組
み
内
容
と
目
標
を
見
直
す

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。
そ

こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
に
評
価
す
る
方
法
と
し
て
、
国
連
が
採
用

筆者プロフィール

岸上 祐子氏（きしかみ・ゆうこ）

九州大学都市研究センター特任助教、博士（環境科学）。2018 年東北大学博士課程後期
修了。サイエンスライター、環境ジャーナリストとして気候変動対策や生物多様性保全など
について取材。科学技術振興機構、北陸先端科学技術大学院大学等を経て現職。著書『生
物多様性は復興にどんな役割を果たしたか：東日本大震災からのグリーン復興』など。

馬奈木 俊介氏（まなぎ・しゅんすけ）

1999 年九州大学工学研究院修士課程修了、2002 年 University of Rhode Island 博士課
程修了、Ph.D。2015 年九州大学主幹教授、都市研究センター長。2020 年より同大学 Chief 
Sustainability Officer、総長補佐。国連「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」代表執
筆者、国連「生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム」

（IPBES）統括代表執筆者、OECD（経済協力開発機構）貿易・環境部会・副議長、ドイツ・
The Helmholtz Alliance 特別教授、豪州 QUT 客員教授などを歴任。日本学術振興会賞他
多くの受賞歴を有する。
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し
た
の
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
ケ
ネ
ス
・
ア
ロ

ー
氏
や
英
国
の
パ
ー
サ
・
ダ
ス
グ
プ
タ
氏
ら
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
「
新
国
富
指
標
（Inclusive W

ealth 
Index

）」
で
あ
る
。
こ
の
新
国
富
指
標
は
国
や
都
市
の

総
合
的
な
豊
か
さ
を
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
の「
人
工
資
本
」「
自

然
資
本
」、
教
育
や
健
康
な
ど
の
「
人
的
資
本
」
の
三
つ

の
指
標
で
数
値
化
し
て
測
定
す
る
指
標
だ
。
こ
れ
ま
で
、

豊
か
さ
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
増
加
と
い
う
形
で

示
さ
れ
て
き
た
。
工
業
製
品
な
ど
が
大
量
に
普
及
す
る
場

合
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
加
す
る
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
森
林
減

少
に
よ
っ
て
失
っ
た
癒
し
や
、
生
活
習
慣
病
に
よ
る
健
康

状
態
の
悪
化
に
よ
る
幸
福
の
損
失
ま
で
は
測
定
で
き
な

い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
新
国
富
指
標
が
補
完
し
包
括
的
な
豊
か
さ

を
測
る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。

新
国
富
指
標
で
測
る
三
つ
の
資
本
が
増
加
す
る
こ
と

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
も
つ
な
が

り
、
最
終
的
に
は
包
括
的
に
富
を
増
や
す
こ
と
と
な
る
。

継
続
的
に
計
測
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
徴
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
人
の
幸

福
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。　
　

減
少
す
る
自
然
資
本

富
を
支
え
る
人
工
資
本
、
自
然
資
本
、
人
的
資
本
の
三

つ
の
資
本
の
な
か
で
も
、
人
工
資
本
の
増
加
と
自
然
資
本

の
減
少
が
世
界
的
に
続
い
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
今
後
数
十
年
の
経
済
成
長
の
見
通
し

に
対
す
る
生
物
多
様
性
の
損
失
の
影
響
を
調
査
し
、
人
間

と
自
然
の
関
わ
り
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の
検
討
を
は
じ

め
、
要
請
を
受
け
た
前
述
の
ダ
ス
グ
プ
タ
氏
が
２
０
２
１

年
に
「
ダ
ス
グ
プ
タ
・
レ
ビ
ュ
ー
（T

he Econom
ics 

of Biodiversity: T
he D

asgupta R
eview

）」
を
発

表
し
た
。
そ
の
中
で
、
１
９
９
２
年
か
ら
２
０
１
４
年
の

間
に
、
世
界
の
人
工
資
本
は
２
倍
、
人
的
資
本
は
13
％
増

え
て
い
る
が
、
自
然
資
本
は
40
％
減
じ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
書
で
は
自
然
資
本
を

含
む
新
国
富
指
標
を
経
済
的
成
功
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標

の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
世
界
に
お
け
る
三
つ
の
資
本
の
増
減
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
本
研
究
室
に
お
い
て
試
算
し
た
日
本
の
三
つ
の
資
本

の
増
減
を
図
２
に
示
す
。
や
は
り
、
自
然
資
本
の
減
少
が

著
し
い
。

２
０
２
１
年
10
月
、
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
第
１
部
の
閣
僚
級
会
合
で
「
遅
く
と

も
２
０
３
０
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
逆
転
さ
せ

回
復
さ
せ
る
」
と
い
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
考
え

方
が
発
表
さ
れ
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
も
、
注

目
さ
れ
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
経
済
成

長
を
求
め
る
一
方
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
自
然
資
本
に
つ

い
て
、
気
候
変
動
解
決
対
応
策
と
同
時
に
生
物
多
様
性
の

保
全
の
両
方
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
点
だ
。
気
候
変
動
、
す
な
わ
ち
脱
炭
素
へ
の
対
策

だ
け
で
は
な
く
、
自
然
資
本
の
劣
化
対
策
を
共
に
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
、「
生
物
多
様
性
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
政
府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｉ
Ｐ
Ｂ

Ｅ
Ｓ
）」
と
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
初
め
て
共
同
報
告
書
を
発
行
し
た
。
こ
の

な
か
で
も
、
生
物
多
様
性
の
損
失
と
気
候
変
動
は
、
ど
ち

ら
も
人
間
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
相
互

に
強
く
影
響
し
て
い
る
。
脱
炭
素
対
策
と
自
然
資
本
の
増

図１　新国富指標と SDGs のゴールの関係

図２　1992 年を基準とした日本の一人当たりの富の変化
（PC：人工資本、HC：人的資本、NC：自然資本）
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加
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
で
は
な
く
、
共
に
行
う

こ
と
が
利
益
を
最
大
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
目
標
を
達

成
す
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

既
に
各
国
は
動
き
だ
し
て
い
る

例
え
ば
中
国
で
は
、
グ
リ
ー
ン
発
展
（
绿
色
发
展
）
の

重
要
性
を
認
識
。
政
協
副
主
任 

劉
世
錦
氏
（
経
済
学
者
）

が
中
国
の
双
碳
目
標
（peak carbon dioxide em

issi
ons &

 carbon neutrality
）
に
つ
い
て
、
国
民
経
済

の
試
算
に
「
生
態
資
本
」
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
。
自
然
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
「
生
態
資
本
」
を

資
産
に
、
炭
素
排
出
を
負
債
に
金
銭
価
値
化
し
て
、
国
や

地
域
、
企
業
、
個
人
レ
ベ
ル
の
資
産
負
債
表
を
作
る
こ
と

を
提
唱
し
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
よ
り
具
体
的
に
動
き
出
し
た
。
２

０
２
２
年
、
新
た
な
国
家
戦
略
と
し
て
、
自
然
資
産
を
ア

メ
リ
カ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
反
映
さ
せ
る
と
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
発
表
し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
大
統
領

令
に
署
名
し
、
自
然
の
恩
恵
を
説
明
す
る
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
作
成
し
、
政
府
全
体
の
自
然
資
本
勘
定
に
つ
な
ぐ

要
請
を
行
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
動
き

は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
と
き
に
、地
域
内
に
お
け
る
環
境
配
慮
型
の
投
資
・

消
費
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
伴
い
自
然
資
本
に
配
慮
し
な
い
企
業
は
、
世
界
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
る
流
れ
が
あ
る
。
企
業
活
動
の

役
割
に
も
世
界
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
然
資
本

の
保
全
に
対
し
て
取
り
組
ま
な
い
こ
と
は
、
生
物
多
様
性

リ
ス
ク
を
伴
う
自
然
資
本
の
損
失
の
み
な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
リ
ス
ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
対
策

我
が
国
に
お
け
る
、
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
自
然
資
本
を
含
む
、
包
括
的
な
富
を
測
る
指
標
と

し
て
新
国
富
指
標
に
つ
い
て
前
述
し
た
が
、
こ
の
指
標
が

地
域
の
持
続
可
能
性
を
測
る
指
標
と
し
て
の
活
用
が
始
ま

っ
て
い
る
。
表
１
に
そ
の
例
を
示
す
。

こ
こ
で
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
導
入
す
る
大
分
県

国
東
市
を
紹
介
す
る
。
国
東
市
は
国
東
半
島
の
東
端
、
瀬

戸
内
海
に
面
し
た
人
口
３
万
人
弱
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
１
月
21
日
に
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
宣
言
を

行
っ
た
。
２
０
２
５
年
ま
で
に
脱
炭
素
に
向
か
う
先
行
的

な
取
り
組
み
実
施
の
道
筋
を
つ
け
、
脱
炭
素
先
行
地
域
と

し
て
、
企
業
と
連
携
し
国
の
補
助
も
活
用
し
な
が
ら
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
等
の
可
視
化
や

評
価
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

「
新
技
術
で
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
評
価
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

の
評
価
」「
地
域
の
森
林
保
全
の
評
価
」
の
三
つ
の
柱
が

あ
り
、
衛
星
画
像
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
も
行
う
。
こ

れ
ま
で
の
分
析
に
よ
り
、
九
州
の
よ
う
な
温
暖
な
地
域
の

森
林
は
他
の
地
域
の
森
林
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
込
む

能
力
が
高
く
、
ま
た
植
林
地
の
方
が
よ
り
多
く
の
バ
イ
オ

マ
ス
を
蓄
積
し
成
長
で
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
潜
在
的
な
利
益
を
Ｃ
Ｏ
２
換

算
で
１
㌧
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
と
し
た
場
合
、
九
州

で
１
６
０
５
・
75
億
円
／
年
と
推
定
で
き
る
。
大
分
県
の

森
林
に
は
炭
素
換
算
で
約
45
㍋
㌧
（
１
㍋
㌧=1,000,000

㌧
）
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
国
東
市
で

は
積
極
的
に
活
用
し
、
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
と

一
般
社
団
法
人N

atural Capital

に
て
自
主
的
Ｃ
Ｏ
２

市
場
を
構
築
し
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

次
に
、
植
林
を
行
い
積
極
的
に
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
を
紹
介
す
る
。
福
岡
県
久

山
町
（
人
口
約
１
万
人
）
で
は
、
１
９
６
９
年
に
町
の
約

97
％
を
市
街
化
調
整
区
域
と
し
、
工
業
団
地
は
主
要
道
路

沿
い
に
集
め
る
な
ど
計
画
的
な
開
発
を
行
い
、
福
岡
市
に

隣
接
し
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
森
林

や
農
地
を
残
し
て
い
る
。
人
工
資
本
、
人
的
資
本
、
自
然

資
本
の
三
つ
が
そ
ろ
う
自
治
体
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
を
２
０
２
２
年
３
月
に
宣
言
し
た
。

同
町
で
は
、
新
国
富
指
標
を
活
用
し
た
脱
炭
素
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
２
年
９
月
、
町
営
「
久

山
オ
リ
ー
ブ
園
」
で
早
世
桐
１
２
０
本
の
植
林
が
行
わ
れ

た
。
桐
は
通
常
20
年
で
10
㍍
ほ
ど
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、

早
世
桐
は
５
年
で
高
さ
約
15
㍍
に
成
長
す
る
。
こ
の
桐
を

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
に
役
立
て
る
ほ
か
、
木
材
と
し
て
も
活
用
す

る
予
定
だ
。
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
に
よ
る
価
値
や
材
木
の
価
値

を
分
析
し
示
す
こ
と
で
、
町
の
目
標
設
定
に
対
し
て
ど
の

く
ら
い
資
す
る
の
か
、そ
の
進
捗
が
測
定
で
き
る
。
ま
た
、

町
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
九
州
電
力
と
共
同
で
、
間
伐
や

植
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
に
よ
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
実
証
事
業
も
始
ま
っ
て
い
る
（
図
３
）。

久
山
町
が
農
地
・
林
地
を
維
持
で
き
て
い
る
の
は
、「
他

の
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
か
ら
と
の
自
覚
が
あ
っ
た
」
と
西
村
勝
町
長
は
言
う
。

町
で
は
、
企
業
と
協
働
し
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
得

た
資
金
を
他
の
森
林
の
管
理
支
援
に
使
う
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
で
事
業
範
囲
を
拡
大
で
き
る
可
能
性
も
広
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が
る
。

こ
れ
は
、
気
候
変
動
対
策
と
同
時
に
植
林
で
自
然
資
本

を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
早
生
樹
に
つ

い
て
は
、
森
林
の
伐
採
後
の
再
造
林
の
速
さ
か
ら
林
野
庁

で
も
注
目
し
森
林
整
備
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
。

直
接
的
な
気
候
変
動
対
策
で
は
な
い
が
、
人
的
資
本
で

あ
る
健
康
の
増
進
に
着
目
し
た
事
例
も
あ
る
。
福
岡
県
中

間
市
（
人
口
約
４
万
人
）
で
は
医
学
住
宅
と
名
付
け
た
医

療
に
特
化
す
る
住
宅
の
構
想
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
市
の
「
人
と
ま
ち
再
生
力
日
本
一
宣
言
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、「
病
気
を
発
症
さ
せ
な
い
」「
病
気
を
重

症
化
さ
せ
な
い
」「
介
護
が
い
ら
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を

目
標
と
す
る
。
既
存
の
技
術
を
活
用
し
た
も
の
で
、
家
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
働
か
せ
、

未
病
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
事
前
把
握
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
徐
々
に
進

行
す
る
体
の
傾
き
に
よ
る
転
倒
の
リ
ス
ク
な
ど
を
日
常
生

活
の
中
で
継
続
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
め
に

感
知
し
防
止
す
る
機
能
を
も
つ
住
居
だ
。
ま
ず
、
脳
血
管

疾
患
・
虚
血
性
心
疾
患
、
骨
折
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
か

ら
始
ま
る
。
市
が
場
を
提
供
し
、
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て

は
（
株
）
健
康
資
本
、（
株
）
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
シ
テ
ィ

な
ど
Ｉ
Ｔ
企
業
が
参
画
、
デ
ー
タ
の
分
析
は
九
州
大
学
都

市
研
究
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
。

紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
自
治
体
が
場
を
提
供

し
、関
連
し
た
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
技
術
等
を
提
供
し
、

大
学
や
研
究
機
関
が
分
析
な
ど
を
担
当
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
予
算
が
な
い
、
手
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
障
壁
に

対
し
、
少
な
い
コ
ス
ト
や
手
間
で
迅
速
に
事
業
化
へ
の
足

掛
か
り
を
得
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
関
わ
る
企
業
に
と
っ

て
も
、
新
た
な
事
業
に

結
び
つ
く
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
治
体
に
は
、
場
の

提
供
の
ほ
か
、
地
域
の

強
み
を
知
っ
て
い
る
熱

心
な
担
当
者
な
ど
の
マ

ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
。

地
域
の
強
み
を
知
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
下
さ

れ
た
評
価
に
基
づ
き
、

地
域
に
適
し
た
対
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
治

体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
そ
の
特
色
や
強
み
を

生
か
す
た
め
に
も
、
規
制
等
の
制
約
を
受
け
な
い
状
況
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
こ
こ

で
紹
介
し
た
よ
う
な
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
時
間
軸
の
問
題
で
あ
る
。

企
業
は
、
短
期
的
に
利
益
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
片

や
自
治
体
は
20
年
、
50
年
先
の
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

必
要
が
あ
る
。
企
業
と
自
治
体
と
の
間
で
異
な
る
時
間
軸

で
判
断
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。
こ
の
す
り
合
わ
せ
は
常
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
自
治
体
は
場
や
人
を
提
供
し
、
企
業
は
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
や
製
品
を
提
供
す
る
。
そ
こ
に
大
学
が
加
わ
っ

て
そ
れ
ら
の
分
析
を
行
い
、
企
業
や
自
治
体
へ
還
元
す
る
。

こ
の
連
携
が
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
発
見
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
想
定

外
」
の
激
甚
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
的

富
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
や
教
育
、
健
康
ま
で
取
り
扱
う

包
括
的
な
指
標
で
あ
る
新
国
富
指
標
で
実
態
を
評
価
し
、

真
に
豊
か
な
地
域
に
近
づ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
脅
威
の

影
響
を
和
ら
げ
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
考

え
た
い
。
経
済
に
重
き
を
お
く
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
主
要
な
指
標
と

す
る
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
価
値
体
系
は
、
格
差
を
生
み
、

そ
の
弊
害
は
か
つ
て
は
公
害
、
そ
し
て
現
在
は
気
候
変
動

と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
は
じ
め
環
境

問
題
に
対
し
て
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
特
徴
を
生
か

し
て
持
て
る
資
本
を
増
や
す
こ
と
で
日
本
全
体
の
富
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

表１　新国富指標を採用した自治体

自治体 協定締結年 取り組み内容

久山町
（福岡県）

2017年
（2020年更新）

新国富指標の活用による新規予算策定、総合戦略策
定、民間企業との包括連携協定（2018年）のもとで
の地域・社会の課題解決に向けた取り組み

第2期総合戦略

宮若市
（福岡県） 2018年 新国富指標の活用による新規事業実施、総合戦略策定 第2期総合戦略

直方市
（福岡県） 2019年 新国富指標の活用による総合計画の策定。

自然資本においても上昇目標を設定 第6次総合計画

能美市
（石川県） 2020年 SDGs未来都市の選定のまちづくりにおける新国富

指標の活用
2020年度

SDGs未来都市
中間市
（福岡県） 2020年 新国富指標の活用による環境の保全、福祉の充実、

経済の振興等への寄与
まちづくり連携協定
（医学住宅等）

別府市
（大分県） 2021年 新国富指標の活用による温泉のもつ免疫力向上効果、

ワーケーションと療養の効果の科学的実証 包括連携協定

国東市
（大分県） 2021年

新国富指標の活用による「国東市総合計画」及び「国
東市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で、地域の
持続可能な発展（国連SDGs）を踏まえた地方創生

包括連携協定

図３　久山町における森林による CO2 除去の
ポテンシャル図

特 集
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特 集
鹿
角
市
の
概
要
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況

鹿
角
市
は
、
青
森
、
秋
田
、
岩
手
の
北
東
北
３
県
の
県

境
、
ち
ょ
う
ど
中
央
に
位
置
す
る
市
で
、
北
に
十
和
田
湖
、

南
に
八
幡
平
の
国
立
公
園
に
囲
ま
れ
た
、
自
然
豊
か
な
人

口
３
万
人
ほ
ど
の
市
で
す
。
基
幹
産
業
は
農
業
で
稲
作
の

ほ
か
、
り
ん
ご
、
桃
と
い
っ
た
果
樹
栽
培
や
畜
産
が
盛
ん

な
地
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
名
物
き
り
た
ん
ぽ
の
発

祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
主
要
産
業
は
観
光
で
、
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
の
ほ
か
、
１
３
０
０
年
続
い
て
き
た
「
大
日
堂
舞

楽
」、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な
祭
ば
や
し
の
「
花
輪
ば
や
し
」、
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
一
つ
で
あ
る
「
大
湯
環
状

列
石
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
三
つ
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
ま
ち
と
し
て
、
積
極
的

な
誘
客
に
努
め
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
鉱
山
の
歴
史
と
と
も
に
高

低
差
の
あ
る
地
形
を
生
か
し
た
水
力
発
電
や
、
豊
富
な
地

熱
資
源
を
活
用
し
た
地
熱
発
電
が
盛
ん
に
開
発
さ
れ
て
き

◆◆◆

た
地
で
、
市
内
に
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の

発
電
量
は
、市
内
の
電
力
需
要
の
３
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。

倉
阪
秀
史
千
葉
大
学
教
授
の
永
続
地
帯
研
究
（
２
０
２
０

年
度
版
）で
は
、鹿
角
市
の
電
力
自
給
率
は
３
７
３
・６
％
、

全
国
36
位
で
市
で
は
１
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
図
１
）

７
・
３
万
㌧
削
減
す
れ
ば
達
成

鹿
角
市
は
自
給
率
３
０
０
％
を
超
え
る
再
エ
ネ
発
電

と
、
市
の
面
積
の
８
割
を
占
め
る
森
林
を
有
し
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
必
要
な
素
地
を
既
に
そ
ろ
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
２
年
３
月
、
全
国
に
先
駆
け
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
目

指
す
市
長
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
な
る
、
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）
の
策
定
に
取
り
組
み
、
具
体
的
な
対
策
と
数
値
目

標
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
の
推
計

値
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
22
・
１
万
㌧
、
森
林
吸
収

量
が
14
・
８
万
㌧
で
あ
り
、
残
り
７
・
３
万
㌧
を
対
策
で

◆◆◆

削
減
す
れ
ば
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
と
な
り
ま

す
。対

策
の
軸
と
考
え
て
い
る
の
が
、
地
域
の
再
エ
ネ
電
気

の
供
給
に
よ
る
電
力
由
来
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
の
が
「
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
で
す
。

「
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
の
役
割
と
将
来
展
望

か
づ
の
パ
ワ
ー
は
市
と
地
元
事
業
者
・
金
融
機
関
で
出

資
し
設
立
し
た
、
電
気
小
売
事
業
を
行
う
会
社
で
す
。
市

内
の
豊
富
な
再
エ
ネ
電
気
を
仕
入
れ
供
給
す
る
、
電
力
の

地
産
地
消
を
実
現
す
る
た
め
設
立
し
ま
し
た
。（
図
２
）

か
づ
の
パ
ワ
ー
が
目
指
す
役
割
は
大
き
く
三
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
電
力
資
金
の
域
内
循
環
で
す
。
地
域
資
本
に

よ
る
小
売
電
気
会
社
が
地
域
の
電
気
を
購
入
し
供
給
す
る

こ
と
で
、
電
力
資
金
が
一
回
域
内
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
度
滞
留
さ
せ
た
資
金
、
つ
ま
り
か
づ
の
パ
ワ
ー

の
利
益
は
、
安
価
な
電
気
料
金
の
原
資
と
し
た
り
、
地
域

サ
ー
ビ
ス
の
原
資
に
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
に
直

接
還
元
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
地
域
の
脱
炭
素
の
促
進
で
す
。
い
く
ら
再

エ
ネ
電
源
を
地
域
に
作
ろ
う
と
も
、
送
電
網
を
介
し
て
電

気
を
利
用
す
る
限
り
、
他
の
火
力
発
電
等
の
電
気
と
マ
ゼ

コ
ゼ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
電
気
使
用
時
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
が
計
上
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
か
づ
の
パ

ワ
ー
は
再
エ
ネ
電
気
を
特
定
し
て
供
給
す
る
電
気
小
売
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
鹿
角
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
外
部
の
影
響
を
受
け
に
く
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
体
制
の
構
築
で
す
。
今
、
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
の
価
格

は
高
騰
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
外
部
の

◆◆◆

秋
田
県
鹿
角
市

―
２
０
３
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦
―

高
杉
　
修

鹿
角
市
産
業
活
力
課
主
査

「
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
で
電
力
の
地
産
地
消
へ

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
の
な
い
地
域
の
再
エ
ネ
電

気
を
か
づ
の
パ
ワ
ー
が
安
定
し
た
価
格
で
仕
入
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
安
定
し
た
価
格
で
電
力
供
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か
づ
の
パ
ワ
ー
の
運
営
に
よ
り
、
既
存

の
再
エ
ネ
発
電
事
業
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た
電

力
供
給
と
と
も
に
、
電
力
資
金
や
再
エ
ネ
価
値
な
ど
を
市

内
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
公
共
施
設
を
対
象
に
供
給
開
始

し
、
２
０
２
１
年
１
月
に
電
力
市
場
の
高
騰
に
よ
り
い
っ

た
ん
事
業
休
止
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
供

給
を
再
開
し
ま
し
た
。

か
づ
の
パ
ワ
ー
の
課
題
は
地
域
電
源
の
調
達
で
す
。
地

域
に
豊
富
な
再
エ
ネ
発
電
所
が
あ
る
と
は
い
え
、
発
電
事

業
者
に
お
け
る
、
現
在
の
売
電
先
と
の
調
整
や
、
自
社
で

の
自
家
消
費
と
し
て
利
用
し
た
い
意
向
、
売
電
方
法
が
折

り
合
わ
な
い
な
ど
、
価
格
面
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
あ
り
、
調
達
に
は
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
電
気
小
売
業
界
は
全
国
的
な
価
格
高
騰
に

よ
り
、事
業
の
継
続
が
非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

か
づ
の
パ
ワ
ー
も
地
域
の
再
エ
ネ
電
源
調
達
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
か
ら
、
顧
客
の
電
気
料
金
に
転
嫁
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
も
生
ま
れ
て
お
り
、
目
指
す
役
割
の
実
現
が
難

し
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
脱
炭
素
の
実
現
に
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
こ
と
や
、
目
指
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
の
安
定
・

循
環
な
ど
、
か
づ
の
パ
ワ
ー
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
市

民
の
理
解
を
得
る
ほ
か
、
市
も
協
力
し
て
か
づ
の
パ
ワ
ー

の
地
域
電
源
調
達
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｉ

Ｐ
制
度
（
再
エ
ネ
発
電
事
業
者
が
市
場
価
格
に
一
定
の
上

乗
せ
を
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
制
度
）
の
利
用
や
、
か
づ

の
パ
ワ
ー
に
相
対
契
約
で
売
電
す
る
た
め
の
太
陽
光
発
電

の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
像
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
都
市
」

市
で
は
２
０
２
１
年
度
に
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

方
向
性
を
定
め
る
「
鹿
角
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
、
目
指
す
将
来
像
を
「
脱
炭
素
社
会
の
推
進
と
地

域
経
済
の
循
環
・
成
長
に
よ
り
、
豊
か
さ
と
希
望
を
体
現

し
続
け
る
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
都
市
」
と
し
ま
し
た
。（
図

３
）地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
る

こ
と
で
、
脱
炭
素
の
推

進
と
グ
リ
ー
ン
経
済
の

活
性
化
を
促
し
、
地
域

の
付
加
価
値
を
高
め
、

す
べ
て
の
世
代
が
豊
か

さ
を
感
じ
地
域
の
将
来

に
希
望
を
持
て
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。
地
域

に
再
エ
ネ
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
と
市
民
が
体
感

で
き
る
施
策
を
進
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

図３

図２

図１
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鶴
岡
市
は
、
山
形
県
の
日
本
海
側
、
庄
内
地
方
の
南
部

に
位
置
す
る
人
口
12
・
１
万
人
の
地
方
都
市
で
す
。
人
口

が
県
内
第
２
位
、
面
積
は
東
北
地
方
で
最
大
で
す
。
南
側

は
月
山
、
朝
日
連
峰
、
摩
耶
山
系
な
ど
の
山
岳
丘
陵
地
帯

が
連
な
り
、
西
側
は
日
本
海
に
面
し
て
季
節
ご
と
に
旬
の

地
魚
が
１
３
０
種
類
水
揚
げ
さ
れ
、
北
側
に
は
日
本
有
数

の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
庄
内
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
に
は
全
国
最
多
と
な
る
３
件
の
日
本
遺
産
が
あ

り
ま
す
。
山
（
出
羽
三
山
）、
里
（
サ
ム
ラ
イ
シ
ル
ク
）、

海
（
北
前
船
寄
港
地
）
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
歴
史
・

文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
に
は
日
本

初
と
な
る
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
」
に
認
定
、
令

和
２
年
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。消

化
ガ
ス
発
電
事
業
と
余
剰
熱
利
用
の
研
究

鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
汚
泥
処
理
の
過
程
で
発
生
す

◆◆◆

る
消
化
ガ
ス
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
平
成
27
年
か
ら
民

間
事
業
者
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
実
施
す
る
民

設
民
営
方
式
に
よ
り
、
消
化
ガ
ス
発
電
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

発
電
事
業
者
が
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
発
電
施
設
を

建
設
し
、
市
か
ら
購
入
す
る
消
化
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
発

電
を
行
い
、
そ
の
電
気
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
用
い
て
電
気
事
業
者
に
売

却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
20
年
間
の
事
業
運
営
を
行
い
ま
す
。

発
電
の
際
に
発
生
す
る
熱
は
消
化
槽
の
加
温
に
有
効
利
用

し
て
い
ま
す
。
発
電
能
力
25
㌔
㍗
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
12
台

で
、
一
般
家
庭
約
４
７
０
世
帯
分
の
消
費
電
力
に
あ
た
る

年
間
約
２
０
０
万
㌔
㍗
ア
ワ
ー
を
発
電
し
、
約
１
５
０
０

㌧
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

発
電
施
設
で
発
生
し
た
熱
に
つ
い
て
は
、
厳
冬
期
で
も

消
化
槽
加
温
使
用
は
５
割
程
度
で
、
残
り
は
発
電
施
設
の

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
放
熱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
余
剰
熱

を
有
効
利
用
し
て
下
水
道
資
源
を
市
民
へ
還
元
す
る
方
法

は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
冬
季
は
野
菜
の

出
荷
量
が
少
な
い
と
い
う

話
を
耳
に
し
て
、「
余
剰

熱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

加
温
に
利
用
し
、
冬
季
で

も
野
菜
の
栽
培
を
可
能
に

し
て
学
校
給
食
へ
提
供
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
平

成
29
年
に
調
査
研
究
を
開

始
し
ま
し
た
。

消
化
槽
を
加
温
し
て
い

る
温
水
循
環
ラ
イ
ン
の
一
部
を
熱
交
換
器
に
取
り
出
し
、

そ
こ
か
ら
温
水
を
ハ
ウ
ス
内
の
フ
ァ
ン
コ
ン
ベ
ク
タ
ー

（
対
流
式
暖
房
機
）
に
供
給
し
、
温
風
を
送
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
は
平
均
気
温
（
１
月
平
年
値
）
が
１
・７
℃
で
、

積
雪
も
あ
っ
て
冬
季
の
野
菜
出
荷
量
が
低
く
な
っ
て
お

り
、
一
部
の
農
家
は
重
油
で
ハ
ウ
ス
を
加
温
し
て
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
余
剰
熱
を
利
用
す
る
こ
の
方
法
で
は
温
水

循
環
ポ
ン
プ
の
電
気
代
だ
け
で
冬
季
も
野
菜
を
栽
培
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

外
気
が
平
均
１
℃
の
状
況
で
も
室
温
が
平
均
15
℃
と
な

り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
２
棟
（
１
４
０
坪
）
で
ほ
う
れ
ん
草
、

小
松
菜
等
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
に
供
給
し
た

熱
量
は
Ａ
重
油
に
換
算
し
て
約
２
万
６
０
０
０
㍑
／
年
に

相
当
し
、
下
水
道
資
源
を
活
用
し
た
加
温
栽
培
に
成
功
し

て
「
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
」
の
野
菜
を
学
校
給
食
に
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ン
ポ
ス
ト
も
活
用
し
春
夏
き

ゅ
う
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
葉
物
野
菜
と
年
間
を
通
じ
栽
培

し
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
」

�

持
続
可
能
な
食
の
地
域
づ
く
り

―
消
化
ガ
ス
活
用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
循
環
―

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

山
形
県
鶴
岡
市松

浦
　
正
也

鶴
岡
市
上
下
水
道
部
下
水
道
課 

浄
化
セ
ン
タ
ー
主
査

鶴岡バイオガスパワー稼働実績
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下
水
道
資
源
の
農
地
還
元

庄
内
地
方
は
米
作
り
が
盛
ん
な
地
域
で
、
鶴
岡
市
も
稲

作
の
他
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
や
庄
内
柿
な
ど
、
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。「
下
水
道
資
源
は
農
地
に
還
元
」
と
下
水
道

整
備
の
当
初
か
ら
市
は
考
え
、
昭
和
59
年
に
鶴
岡
市
コ
ン

ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
下
水
汚
泥
に
も
み
殻
を
添

加
し
完
熟
発
酵
さ
せ
た
「
鶴
岡
コ
ン
ポ
ス
ト
」
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
下
水
道
資
源
の

利
活
用
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組
み

平
成
25
年
か
ら
は
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
た
下
水
道
と

食
・
農
の
循
環
を
図
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
」
に
取

り
組
み
、
平
成
29
年
か
ら
は
下
水
道
が
有
す
る
「
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
農
業
に
有
効
活
用
し
、
地
域
循
環
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鶴
岡
市
、
山
形
大
学
農
学
部
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
、
下
水
道
関
連
事
業
者
な
ど
産
学
官
６
者
に
よ

る
共
同
調
査
協
定
を
締
結
し
、
新
た
な
下
水
道
資
源
の
活

用
に
よ
る
調
査
・
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
余
剰
熱
を
利
用
し
た
加
温
栽
培
」
の
ほ
か
、
下
水
処

理
水
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
窒
素
、
リ
ン
等
の
新
た
な

活
用
を
実
証
す
る
た
め
の
「
下
水
処
理
水
に
よ
る
飼
料
用

米
栽
培
」「
水
耕
栽
培
」、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
新
た
な
可
能
性

と
消
費
拡
大
へ
向
け
「
飼
料
用
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
」「
農

地
地
力
回
復
等
の
効
果
」
を
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

処
理
水
の
さ
ら
な
る
活
用
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
中
で
は
、
水
産
関
係
者
と
情
報
交
換
し
た
際
に
「
ア
ユ

の
主
食
と
な
る
珪
藻
類
を
繁
殖
さ
せ
れ
ば
、
天
然
も
の
が

◆◆◆◆◆◆

持
つ
独
特
の
風
味
を
だ
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
」
と
の
発
想

が
生
ま
れ
、
下
水
処
理
水
に
よ

り
繁
殖
さ
せ
た
藻
類
を
餌
と
し

た
「
ア
ユ
の
養
殖
」
等
の
調
査

研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
は
新
た
に

漁
業
協
同
組
合
を
含
め
た
７
者

に
よ
る
第
２
期
共
同
調
査
協
定

を
締
結
し
、
下
水
道
に
由
来
す

る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か

し
た
「
食
」「
資
源
」「
経
済
」

の
地
域
内
循
環
へ
向
け
、
安
全

性
の
検
証
、
事
業
性
の
評
価
、

事
業
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

今
後
の
展
望

下
水
道
に
は
市
民
の
消
費
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
っ
て

き
て
お
り
、
資
源
の
宝
の
山
だ

と
い
え
ま
す
。
そ
の
資
源
は
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
利
用
が
促
進
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
主
な
原
因
は
具
体
的
な
活
用
方
法
の
未
確
立
と

コ
ス
ト
採
算
性
、
下
水
が
も
つ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
ふ

っ
拭
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
産
学
官

連
携
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、
デ
ー
タ
の
集
積
と
検
証
を
進
め
ま
す
。

◆◆◆

鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
鶴
岡
市
の
「
宝
田
」
と
い
う
地

区
に
あ
り
、
こ
の
下
水
道
の
宝
を
大
き
く
育
て
、
市
民
に

還
元
す
る
田
ん
ぼ
の
よ
う
な
拠
点
を
目
指
し
て
「
下
水
道

資
源
の
地
域
内
循
環
」
の
取
り
組
み
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦

し
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

余剰熱利用設備フロー図

下水処理水により繁殖させた藻類を餌としたアユ

ハウスで栽培される小松菜

BISTORO 下水道と資源循環イメージ
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特 集
最
適
な
交
通
手
段
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

栃
木
県
は
、
民
間
事
業
者
５
社
と
共
同
し
、
日
光
地
域

に
お
い
て
国
内
初
の
環
境
配
慮
型・観
光M

aaS

「N
IK

K
O

 
M

aaS

」
を
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
提
供
し
て
い
ま
す
。

M
aaS

と
は
、M

obility as a Service

の
略
称
で
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
お
い
て
、
自
家
用
車

を
２
０
２
５
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
発

端
に
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
考
え
・
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
住
民
や
観
光
客
な
ど
そ
の
人
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
電
車
や
バ
ス
、
カ
ー
シ
ェ
ア
、
シ

ェ
ア
サ
イ
ク
ル
な
ど
最
適
な
交
通
手
段
の
検
索
・
予
約
・

決
済
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

利
用
で
き
る
点
が
特
徴
で

す
。

M
aaS

の
メ
リ
ッ
ト
は
、

複
数
の
交
通
手
段
を
統
合

し
て
検
索
し
、
最
適
な
ル

ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と

◆◆◆

で
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
交
通
量
の
削
減
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
拡
大
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
近
年
は
観
光
や
医
療
、
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
大
き
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
内
初
の
環
境
配
慮
型
・
観
光M

aaS
「N

IK
K

O
 M

aaS

」
は
、
日
光
地
域
の
鉄
道
・
バ
ス
を

セ
ッ
ト
に
し
た
お
得
な
デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ
ス
の
他
、
Ｅ

Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
、

Ｅ
Ｖ
バ
ス
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
歴
史

施
設
等
の
観
光
チ
ケ
ッ
ト
、
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
「N

IK
K

O
 M

aaS W
EB

サ

イ
ト
」
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
検
索
・
購
入
・
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
や
自
転
車
を
域
内
交
通
に
配
置
す
る
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
点
が
国
内
初
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
１
台
で
、「
便
利
・
お
得
・
エ
コ
」
に
日
光
・
鬼
怒
川

◆◆◆

エ
リ
ア
の
周
遊
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「N
IK

K
O

 M
aaS

」
で
は
、
お
得
で
便
利
な
デ
ジ
タ
ル

フ
リ
ー
パ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
鉄
道

へ
の
転
換
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
光
地
域
の
渋
滞

緩
和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
で
来
訪
し
た
観

光
客
の
当
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
で
観
光
周
遊
性
を
高
め
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
に
使
う
電
気
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
の
先

導
モ
デ
ル
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
光
地
域
は
、
年
間
１
１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が

訪
れ
る
国
内
有
数
の
観
光
地
で
す
。
自
家
用
車
で
の
来
訪

が
７
割
を
超
え
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
交
通
渋
滞
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
、
日
光
地
域
で
は
日
帰
り
観
光

が
多
く
、
観
光
産
業
と
し
て
も
周
遊
性
の
確
保
や
滞
在
時

間
の
延
伸
に
よ
る
「
泊
り
観
光
」
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
元
で
公
共
交
通

を
展
開
す
る
鉄
道
事
業
者
や
旅
行
事
業
者
な
ど
、
多
く
の

事
業
者
で
構
成
す
る
「
日
光
Ｅ
Ｖ
連
携
推
進
会
議
」
を
設

置
し
て
方
策
を
検
討
・
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
現

地
で
Ｅ
Ｖ
な
ど
二
次
交
通
の
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
や
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
ら
れ

な
い
か
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、M

aaS

が
手
段
と
し
て

有
効
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、M

aaS

を
軸
と
し
て
域
内
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
な

ど
環
境
に
や
さ
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
充
実
と
周
遊
性
の
確

保
を
目
標
と
し
た
脱
炭
素
交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

栃
木
県

―
官
民
連
携
で
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
―西

田
　
一
之

栃
木
県
環
境
森
林
部
環
境
森
林
政
策
課
主
査

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
活
用
し
環
境
に
や
さ
し
い
観
光
地
へ

NIKKO MaaS ロゴ

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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画
に
基
づ
き
、
先
ほ
ど
の
会
議
に
参
画
し
て
い
た
民
間
事

業
者
を
中
心
に
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
検
討
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者
の
確
保
な
ど
の
開
始

に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
２
０
２
１
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
産
業
に
と
っ
て
厳

し
い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
は
脱
炭
素
社
会

の
形
成
と
い
う
、
長
期
的
な
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
開
始
に
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

90
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
を
期
待

「N
IK

K
O

 M
aaS

」
は
、
国
内
初
と
な
る
環
境
に
配
慮

し
た
観
光M

aaS

で
す
。
ち
な
み
に
、
マ
イ
カ
ー
観
光
と

「N
IK

K
O

 M
aaS

」を
利
用
し
た
観
光
を
比
較
し
た
場
合
、

約
90
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

脱
炭
素
が
な
に
よ
り
も
特
徴
で
す
が
、
観
光
客
に
と
っ

て
は
、
電
車
や
バ
ス
、
カ
ー
シ
ェ
ア
、
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
な
ど
多
く
の
移
動
手
段
に
加
え
て
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
簡
単
に
利
用
で

き
る
「
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
フ
リ

ー
パ
ス
は
、
鉄
道
や
バ
ス
が
通
常
購
入
時
よ
り
も
お

手
頃
に
購
入
で
き
、
協
賛
店
舗
の
特
典
も
ゲ
ッ
ト
で

き
る
「
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

「N
IK

K
O

 M
aaS

」
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

か
ら
１
年
が
経
過
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
開

始
以
来
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
や
日
光
・
鬼
怒

川
エ
リ
ア
の
鉄
道
輸
送
を
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
取
り
組
み
、
日
光
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
と
の
連
携
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
我
々
も
、
毎
月
、

定
例
会
を
開
催
し
、
課
題
や
対
応
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
日
光
を
訪
れ
る
多
く
の
方
に
「N

IK
K

O
 

M
aaS

」
を
知
っ
て
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
引
き

続
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
い
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

目
指
す
は 

脱
炭
素
観
光
地
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

「N
IK

K
O

 M
aaS

」
は
、
現
在
、
観
光
客
向
け
の

◆◆◆
◆◆◆

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
脱
炭
素
社
会
の

形
成
が
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
長
期
的
に
は
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
地
域
内
の
交
通
機
関
の
Ｅ
Ｖ
化
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
脱
炭
素
化
な
ど
、
住

民
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
対
象
や
エ
リ
ア
を
広
げ

ら
れ
る
と
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
域
の

脱
炭
素
化
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、
県
内
各
地
へ
の
波

及
効
果
も
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
民
間
事
業
者
と
共
同
し
て

「N
IK

K
O

 M
aaS

」
の
認
知
度
向
上
・
利
用
促
進
を
図
り
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
、

観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

NIKKO MaaS 利用方法イメージ

MaaS を利用したサービスの概要
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特 集
中
之
条
町
で
は
、持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
構
築
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
25
年
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
の

宣
言
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
条
例
」
を
施
行
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
「
電
力
の
地
産
地
消
」
や
「
町
内
公

共
施
設
へ
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
推
進
」
な
ど
の

施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
、「
地
の
利
を
活
か
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
」
に
よ
る
、
環
境
政
策
や
林
業

政
策
の
課
題
解
決
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
力
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み 

自
治
体
主
導
初
の
「
中
之
条
電
力
」
設
立

本
町
で
は
、
平
成
25
年
９
月
に
、
自
治
体
が
主
導
し
た

電
力
会
社
と
し
て
は
全
国
初
と
な
る
「
中
之
条
電
力
」（
電

力
の
小
売
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
12
月
か
ら
は
中
之
条

電
力
の
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
中
之
条
パ
ワ
ー
に
事
業

継
承
）
を
設
立
し
、
中
之
条
町
役
場
な
ど
の
町
内
公
共
施

◆◆◆

設
を
中
心
に
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
営
３
カ
所

の
太
陽
光
発
電
施
設
と
１
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
か
ら

の
電
力
を
主
電
源
と
し
て
お
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地

域
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
電
力
を
地
域
に
供
給
す
る
「
電
力

の
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
は
、
大
き
な
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
電
力
市

場
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
全
国
的
に
地
域
新
電
力
の
経
営

は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
積
極
的
に
推
進

町
内
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

調
査
・
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
効
果
的
な
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
を
積
極
的
に
導
入
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
町
内
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
導
入
推
進
は
、
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、

◆◆◆

当
町
で
は
、
公
共
施
設
に
お
い
て
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

積
極
的
に
導
入
・
活
用
し
て
い
ま
す
。　

平
成
29
年
に
「
中
之
条
町
有
施
設
に
お
け
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
熱
利
用
事
業
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
熱
需
要

や
物
理
的
環
境
面
、
普
及
啓
発
の
面
で
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
る
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
効
果
が
高
い
町
有
施
設

を
選
定
し
、
令
和
４
年
９
月
時
点
で
、
３
カ
所
（
５
施
設
）

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
安

定
供
給
や
地
域
内
の
経
済
循
環
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
現
在
、
廃
校
舎
を
活
用
し
た
木
材
活
用
セ
ン
タ
ー
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

生
産
か
ら
利
用
ま
で
一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構

築
し
、
チ
ッ
プ
需
要
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
成
功
事

地
の
利
活
か
し
た

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

田
村
　
光
規

中
之
条
町
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係
長

―
太
陽
光
、
小
水
力
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
推
進
―

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

群
馬
県
中
之
条
町

沢渡温泉第１太陽光発電所（1990kw）
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例
を
創
出
し
ま
す
。
住
民
へ
の
理
解
醸
成
や
適
切
な
チ
ッ

プ
品
質
の
製
造
等
の
課
題
を
解
決
し
、
中
長
期
的
に
は
民

間
施
設
へ
も
普
及
（
利
用
拡
大
）
を
図
り
、
地
域
の
木
材

資
源
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
（
森
林
整
備

と
安
定
供
給
）
を
実
現
さ
せ
、
林
業
政
策
の
課
題
解
決
お

よ
び
地
域
全
体
の
低
炭
素
化
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

12
年
度
目
標
を
早
く
も
達
成

平
成
29
年
１
月
に
策
定
し
た
中
之
条
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
に
お
い
て
、
町
内
公
共
施

設
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
２
０
３
０
年

度
（
令
和
12
年
度
）
ま
で
に
２
０
１
３
年
度
（
平
成
25
年

度
）
に
比
べ
40
％
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
２

◆◆◆

０
２
０
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
実
績
値
に
お
い
て
、

41
・
８
％
減
と
、
早
く
も
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

早
期
に
目
標
を
達
成
で
き
た
要
因
は
、
電
力
の
地
産
地

消
の
取
り
組
み
（
中
之
条
電
力
か
ら
の
低
Ｃ
Ｏ
２
電
力
の

供
給
拡
大
）
お
よ
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
設
備
の
積
極
的
な
導
入
（
施
設
の
調
査
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
設
備
導
入
に
よ
る
施
設
か
ら
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
）
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

き
た
成
果
と
い
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
内
公
共
施
設
の
利
用
状
況
の
変

化
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が
減
少
し
た
こ
と

も
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
が
数
値
と
し
て
も
結
果
と
し
て
現
れ
て
い

ま
す
。

・�

中
之
条
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）
に
お
け
る
基
本
方
針

①�

中
之
条
電
力
か
ら
の
低
Ｃ
Ｏ
２
電
力
の
供
給
拡
大

②�

効
果
的
な
ハ
ー
ド
対
策
に
よ
る
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の

推
進

③
庁
内
職
員
に
よ
る
日
々
の
ソ
フ
ト
対
策
の
実
施

相
乗
効
果
に
よ
り
地
域
を
元
気
に

今
後
も
、
町
内
公
共
施
設
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
の

低
炭
素
化
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

進
し
、「
地
の
利
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
」
が
「
地
球
温

暖
化
対
策
・
地
域

の
低
炭
素
化
の
実

現
」「
林
業
政
策

の
課
題
解
決
（
山

林
整
備
・
森
林
の

荒
廃
防
止
）」
お

よ
び
「
地
域
活
性

化
」
に
つ
な
が
る

「
相
乗
的
な
効
果
」

を
発
揮
し
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し

た
「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
そ
の
取

り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

整備が始まった木材活用センター（旧沢田小学校）

役場庁舎の木質バイオマスボイラー

美野原小水力発電所。
美野原用水の幹線水路の高低差 64.48 ｍを利用した小水力発電施設
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家
族
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
促
す

「
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
」
は
、
富
山
県
内
の
10

歳
の
児
童
（
小
学
校
４
年
生
）
に
向
け
た
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
授
業
で
地
球
温
暖
化
や
３
Ｒ
、
食
品
ロ
ス

問
題
な
ど
の
環
境
問
題
を
学
習
後
、
各
自
が
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
家
族
と
一
緒
に
４
週
間
実
践
・

自
己
評
価
し
ま
す
。
こ
の
一
連
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
理
解
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
向
け
た
家
族
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
促
進
し

ま
す
。

授
業
は
、
県
が
委
嘱
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
（
以
下
、
推
進
員
）
が
講
師
と
し
て
担
当
校
に
出
向
い

て
行
い
ま
す
。
推
進
員
は
県
民
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
向
け
普
及
啓
発
活
動
を
担
う
方
で
す
。

と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
授
業
は
前
編
・
後
編
が
あ

り
、
前
編
の
授
業
で
は
、
県
独
自
の
副
読
本
「
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め　

家
族
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
を
使

用
し
て
授
業
を
行
い
ま
す
。地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め「
む

◆◆◆

だ
な
あ
か
り
を
消
す
」
等
の
生
活
の
中
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、
児
童
に
普
段
見
え
な
い
Ｃ
Ｏ
２
を
体
感

し
て
も
ら
う
実
験
や
手
回
し
発
電
機
の
体
験
等
、
推
進
員

の
創
意
工
夫
が
施
さ
れ
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
編
の
授
業
で
は
、
児
童
が
各
家
庭
で
実
施
し
た
エ
コ
ラ

イ
フ
活
動
に
つ
い
て
、
結
果
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
す
。

各
校
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
は
「
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン

ジ
10
通
信
」
と
し
て
ま
と
め
、
取
り
組
み
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
や
節
約
額
を
推
計
し
掲
載
す
る
こ
と
で
児
童
が
取

り
組
み
を
実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
養
成

令
和
４
年
度
現
在
、
計
１
０
０
人
の
方
が
、
県
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
他
の
職

に
就
き
な
が
ら
並
行
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
や
、
退
職

後
に
活
動
を
始
め
た
方
、
企
業
人
や
団
体
職
員
、
元
教
員

…
な
ど
、
職
歴
、
経
験
の
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
動
機
の
も
と
で
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
、
高
い

志
を
持
っ
て
地
域
で
の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

県
お
よ
び
富
山
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
公
益
財
団
法
人
と
や
ま
環
境
財
団
）
で
は
、
推
進
員
の

方
の
知
識
・
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
養
成
講
座
や
研

修
会
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

養
成
講
座
は
隔
年
で
開
催
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
関
し
て
関
心
・
熱
意
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
。
計
５
回
の
講
座
の
中
で
、
座
学
や
実

地
研
修
、
現
推
進
員
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
総
合
的
に

学
習
し
、
修
了
者
は
、
知
事
の
委
嘱
を
受
け
、
次
年
度
か

ら
推
進
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

現
推
進
員
向
け
の
研
修
会
も
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、海
洋
ご
み
対
策
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
国
や
県
の
環
境
施
策
に
関
す
る
最
新
情

報
の
提
供
や
、
推
進
員
活
動
の
事
例
発
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
の
授
業
で
は
、
児
童
の

富
山
県

山
崎
　
一
樹

富
山
県
生
活
環
境
文
化
部

環
境
政
策
課
地
球
環
境
係
主
任

―
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
―

小
４
児
童
に「
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
」

とやま環境チャレンジ 10 の教材（左から副読本、わが家の環境大臣任命証、
とりくみノート、地球温暖化を防ぐとりくみ例）

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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興
味
を
ひ
き
つ
け
、
楽
し
み
な
が
ら
よ
り
深
く
地
球
温
暖

化
問
題
を
理
解
し
行
動
し
て
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

創
意
工
夫
や
話
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
る
推
進
員
は
、

児
童
や
先
生
に
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動
の
取
り
組
み
結
果
を
聞

き
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
双
方
向
授
業
を
紹
介
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
情
報
交
換
の
時
間

も
設
け
る
等
、
推
進
員
同
士
が
経
験
を
共
有
し
、
相
互
に

高
め
あ
え
る
よ
う
な
、
濃
密
な
研
修
会
と
な
る
よ
う
心
掛

け
て
企
画
し
て
い
ま
す
。

延
べ
５
万
人
余
の
児
童
が
参
加

平
成
16
年
度
か
ら
開
始
し
た
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ

10
事
業
は
、
令
和
３
年
度
末
で
、
参
加
児
童
数
は
延
べ
５

◆◆◆

万
１
８
４
１
人
、参
加
校
数
１
０
６
４
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
実
績
は
、
参
加
校
70
校
、
参
加
児
童
数

３
５
４
３
名
で
し
た
。
と
り
く
み
ノ
ー
ト
（
児
童
と
家
族

が
実
践
す
る
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動
に
つ
い
て
、
３
段
階
評
価

の
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
記
入
す
る
ノ
ー
ト
）
の
提
出
率
は

92
％
で
し
た
。
提
出
率
は
開
始
当
初
か
ら
概
ね
90
％
以
上

を
維
持
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
児
童
の

関
心
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
全
参
加
校
の
取
り
組
み
結

果
の
集
計
を
確
認
す
る
と
、
児
童
が
必
ず
取
り
組
む
「
か

な
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
４
項
目
の
う
ち
、
最
も
取
り
組
み

割
合
が
大
き
い
の
は
「
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
い
く
」
で
し
た
。

富
山
県
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
県
内

全
域
で
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し
て
お
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参

が
児
童
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
令
和
３

年
度
の
取
り
組
み
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

は
約
１
０
２
ト
ン
、

節
約
額
は
９
７
９
万

円
と
算
出
さ
れ
、
児

童
は
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
取
り
組
み
を

み
ん
な
で
つ
な
げ
る

こ
と
で
大
き
な
効
果

と
な
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。（
令
和
３
年
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
10
実
績

報
告 http://w

w
w

.
tkz.or.jp/chall 
enge/houkoku.

htm
l

）課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

本
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
参
加
希
望
校
と
派

遣
す
る
推
進
員
の
調
整
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

10
実
施
校
の
調
整
は
市
町
村
毎
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一

部
地
域
で
は
推
進
員
の
数
に
対
し
て
参
加
希
望
校
数
が
超

過
し
て
し
ま
い
、
す
べ
て
の
希
望
に
対
応
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
校
と
推
進
員
の
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、推
進
員
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
も
、

今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
研
修
会

で
も
、
県
か
ら
の
講
義
を
受
け
た
推
進
員
の
方
々
か
ら
、

「
よ
り
具
体
的
な
施
策
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
い
」
と
い

う
意
見
を
受
け
て
い
ま
す
。
県
で
は
今
年
度
中
に
「
富
山

県
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
座
学
と
実
習
の
両
方
か
ら
学
べ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
早
速
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
あ
り
か
た
や
行
動
変
容
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
県
で
は
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
生
き
る
〝
幸
せ
の
実
感
〟

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県

民
一
人
ひ
と
り
が
脱
炭
素
に
取
り
組
み
つ
つ
、
他
の
施
策

と
の
相
乗
効
果
を
得
る
こ
と
で
、
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
・
社
会
的
に
も
満
た
さ
れ
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
や
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
、
推
進
員
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

推進員による活動事例発表

とやま環境チャレンジ 10 の授業風景
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瑞
浪
市
は
、
岐
阜
県
南
東
部
の
東
濃
地
方
に
位
置
し
、

全
国
で
も
有
数
な
酷
暑
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
冬
場
は

山
間
部
に
あ
る
盆
地
特
有
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、
非
常
に

寒
い
と
い
う
寒
暖
差
の
激
し
い
地
域
で
す
。

瑞
浪
北
中
学
校
は
、
平
成
31
年
の
４
月
に
３
校
が
統
合

し
て
新
し
く
開
校
し
た
学
校
で
、
全
国
的
に
少
子
化
の
波

が
押
し
寄
せ
る
中
、
当
市
に
お
い
て
も
山
間
部
地
域
の
学

校
で
は
こ
の
問
題
が
次
第
に
顕
著
と
な
り
、
平
成
22
年
に

は
学
区
制
審
議
会
よ
り「
早
急
に
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
に
瑞
浪
市
中
学
校
統
合

再
編
基
本
方
針
を
作
成
し
、
そ
の
後
基
本
方
針
説
明
会
や

地
区
説
明
会
を
幾
度
か
開
催
、
地
元
の
理
解
を
得
る
の
に

は
大
変
苦
労
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、「
せ
っ
か
く
新
し
い
学
校
を
作
る

の
な
ら
、
日
本
一
の
学
校
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

地
域
よ
り
上
が
り
、
い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
た
結
果
、
当
時

の
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
た
「
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク

ー
ル
実
証
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
こ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

普
段
の
学
校
生
活
で
自
然
に
学
ぶ

ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
実
証
事
業
に
は
大
き
く
二
つ

の
取
り
組
み
が
あ
り
、
一
つ
は
「
学
校
施
設
の
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
」、
も
う
一
つ
は
「
環
境
教
育
の
推
進
」
で
、

次
世
代
の
学
校
施
設
の
在
り
方
や
、
環
境
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
、情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
環
境
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
る
新
校
舎
を
、
環
境
教
育

教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
内
公
立
小
中
学
校
に

お
い
て
環
境
や
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
主
体
的
に
参
加
し
、
よ
り
よ
く

問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

先
進
事
例
の
視
察
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実

施
し
、
具
体
的
に
ど
う
進
め
る
か
を
検
討
す
る
な
か
で
、

現
場
の
先
生
方
か
ら
は
「
中
学
生
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
ゆ

と
り
が
な
い
」「
あ
ら
た
め
て
環
境
教
育
に
充
て
る
時
間

が
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

◆◆◆

う
な
現
場
か
ら
の
声
を
聴
き
、
環
境
教
育
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
特
別
に
環
境
教
育
の
授
業
時
間
を
設
け
る
の

で
は
な
く
、
省
エ
ネ
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み
を
普

段
の
学
校
生
活
の
中
で
自
然
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
を
考
え
ま
し
た
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
校
舎
自
体
が
教
材
に

校
舎
建
設
と
共
に
「
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
瑞
浪
北

中
学
校
の
使
い
方
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
そ

れ
を
各
教
室
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
「
校

舎
マ
ッ
プ
」
で
は
、
校
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
省
エ
ネ
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
配
置
し
て
あ
る
こ
と
を
説
明

◆◆◆

岐
阜
県
瑞
浪
市塚

谷
　
浩
嘉

瑞
浪
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課 

課
長
補
佐
（
兼
）
施
設
管
理
係
長

―
楽
し
み
な
が
ら
省
エ
ネ
を
実
践
す
る
仕
組
み
づ
く
り
―

ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
瑞
浪
北
中
学
校

「スーパーエコスクール」瑞浪北中学校の全景

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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す
る
と
共
に
、
現
地
に
も
そ
の
省
エ
ネ
手
法
の
説
明
プ
レ

ー
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
普
段
か
ら
生
徒
の
目
に
触

れ
る
よ
う
、「
見
え
る
化
」
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
省
エ
ネ
の
た
め
の
整
備
手
法
は
適
切
に
運
用
さ

れ
て
初
め
て
省
エ
ネ
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
機
器
に
よ
り
全

自
動
で
行
う
の
で
は
な
く
、
各
教
室
に
設
置
さ
れ
た
「
エ

コ
モ
ニ
タ
ー
」
に
よ
り
、
学
校
全
体
の
環
境
情
報
や
室
内

の
温
度
・
湿
度
な
ど
の
情
報
を
確
認
し
、
生
徒
が
判
断
し

操
作
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
仕
組
み
に
よ
り
、
普
段
か
ら
生
徒
が
エ
コ
モ

ニ
タ
ー
を
操
作
し
、
自
ら
が
考
え
て
教
室
の
環
境
を
整
え

る
な
ど
、
普
段
通
り
の
学
校
生
活
を
送
る
中
で
、
校
舎
自

体
を
教
材
と
し
て
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
エ
コ
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
教
室
の

温
度
の
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
の
気
温
な
ら
窓
を
開
け
た
方

が
涼
し
い
よ
」「
今
日
は
ク
ー
ル
ヒ
ー
ト
ト
レ
ン
チ
（
外

気
と
地
中
熱
の
温
度
差
を
利
用
し
た
冷
暖
房
）
か
ら
の
方

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」、
ま
た
照
明
に
つ
い
て
も
「
休
み

時
間
な
ら
こ
の
明
る
さ
で
、
電
気
つ
け
な
く
て
も
十
分
だ

よ
」
と
言
っ
た
声
が
各
教
室
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
普
段
通
り
の
学
校
生
活
の
中
で
環
境
教
育
が
進

み
、
生
徒
た
ち
に
省
エ
ネ
の
感
覚
が
自
然
と
身
に
つ
い
て

き
て
い
る
と
、
と
ら
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
見
え
る
化
を
で
き
る
だ
け
図
り
、

教
室
内
の
環
境
を
生
徒
自
ら
が
主
体
的
に
、
ま
た
積
極
的

に
整
え
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

無
理
な
く
持
続
可
能
な
省
エ
ネ
を

省
エ
ネ
と
い
う
と
、
特
に
こ
の
瑞
浪
北
中
学
校
は
「
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」
と
い
う
謳
い
文
句
の
た
め
に
、
暑
さ

◆◆◆

や
寒
さ
を
我
慢
さ
せ
ら
れ
た
り
、
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す

こ
と
を
強
要
さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
、「
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
」
と
い
う
声

も
聴
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
こ
の
学
校
が
完
成
し
、
生
徒
た
ち
は

真
新
し
い
校
舎
で
快
適
な
学
校
生
活
を
送
る
中
で
、
２
０

１
９
年
９
月
か
ら
の
１
年
間
で
は
１
０
１
％
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
削
減
率
と
な
り
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（ZEB

＝N
et 

Zero Energy Building

）
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
２
年
目
に
つ
い
て
も
97
％
の
削
減
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
目
立
っ
た
活
動
は

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
開
校
以
来
続
け
て
こ
の
よ
う
な

成
果
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
無
理
な
く
省
エ
ネ
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、
無
理
が
な
け
れ
ば
「
次
は

ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
快
適
に
過
ご
し
な
が
ら
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
の
か
」
と
い
っ
た
発
想
に
な
り
、
さ
ら
な
る
省
エ

ネ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
配
置
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
仕
組
み
に
生
徒
が
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め

て
、
そ
れ
を
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
家
庭
で
何
か
工

夫
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
話
題
に
す
る
こ
と
で
さ

ら
に
広
げ
て
行
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

省
エ
ネ
の
技
術
は
、
建
設
時
の
工
夫
も
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
出
来
上
が
っ
て
か
ら
そ
れ
を
「
ど
う

や
っ
て
う
ま
く
使
っ
て
い
く
か
」、
ま
た
「
そ
れ
を

ど
う
や
っ
て
持
続
・
発
展
さ
せ
次
に
つ
な
い
で
い
く

か
」
と
い
う
事
が
、
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
を
実
感

す
る
取
り
組
み
で
し
た
。

エコモニターを確認する生徒たち

普通教室

中央階段（校舎内）
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京
都
０
円
ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

設
立
の
背
景

京
都
府
・
京
都
市
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
、
府
内
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
動
き
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
な
導
入
拡
大
が
求
め
ら

れ
る
中
、
需
要
家
が
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る
手
段

と
し
て
主
流
で
あ
る
「
購
入
」
に
つ
い
て
は
、住
宅
用
（
既

築
）
で
平
均
30
・
２
万
円
／
㌔
㍗
の
費
用
が
必
要
で
あ
る

た
め
（
注
）、
初
期
費
用
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
仕
組
み
と
し

て
着
目
し
た
の
が
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
（
第
三
者
所
有
（
Ｔ

Ｐ
Ｏ
）
モ
デ
ル
、
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
な
ど
と
も

呼
ば
れ
る
）」
で
あ
る
。

「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
は
、
需
要
家
が
施
設
の
屋
根
を
提

供
し
、「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
（
以
下
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
」）
が
初
期
費
用

◆◆◆

を
一
時
負
担
し
て
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
需
要
家

が
０
円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
に
対
し
て
電
気
料
金
ま
た
は
リ

ー
ス
料
を
支
払
う
こ
と
で
、
初
期
費
用
ゼ
ロ
で
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
需
要
家
と
０

円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
の
契
約
期
間
は
５
年
か
ら
20
年
程

度
と
長
期
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
の
所
有
権
は

０
円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
に
帰
属
す
る
が
、
契
約
期
間
終
了

後
は
原
則
需
要
家
に
所
有
権
が
無
償
譲
渡
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
拡
大
に
向
け
て
、
初
期
費
用
ゼ
ロ
で
太
陽
光
発
電

設
備
を
導
入
で
き
る
新
た
な
手
法
と
し
て
期
待
で
き
る
。

一
方
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
「
０
円
ソ

ー
ラ
ー
」
の
認
知
度
は
ま
だ
低
く
、
不
安
感
を
持
つ
需
要

家
も
い
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
毎
に
契
約
条
件
が
異
な
っ
て

お
り
プ
ラ
ン
選
択
が
難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
需
要
家
の
不
安
感
の
払
し
ょ
く
や
、
認
知
度
向
上
、

需
要
家
と
０
円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

を
目
的
に
、
２
０
２
０
年
10
月
に
、
京
都
市
が
「
京
都
０

円
ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
は
京
都
府
・
京
都
市
で
協
働
運
営
し
て
い
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
要

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
需
要
家
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
相
談
窓
口
と
情
報
周
知
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
（https://kyoto-pv-platform

.jp/

）
を
設
け
て
い

る
（
図
１
）。「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
は
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、

契
約
年
数
、
年
齢
制
限
、
建
物
の
築
年
数
制
限
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
最
低
設
置
容
量
な
ど
の
契
約
条
件
が
異
な
っ

て
お
り
、
相
談
窓
口
で
は
、
０
円
ソ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
疑

問
点
や
、
プ
ラ
ン
選
択
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」の
概
要
、

０
円
ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ン
の
一
覧
表
や
詳
細
情
報
の
掲
載
に

加
え
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て
需
要
家
が
０
円
ソ
ー

ラ
ー
事
業
者
に
直
接
見
積
依
頼
で
き
る
な
ど
、
需
要
家
・

０
円
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
が
双
方
に
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
る
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
プ
ラ
ン
を
紹
介

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
紹
介
す
る
０
円
ソ
ー
ラ
ー
プ

ラ
ン
は
、
京
都
府
・
京
都
市
が
定
め
る
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
プ
ラ
ン
の
み
で
あ
る
た
め
、
需
要
家
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
プ
ラ
ン
登
録

申
請
（
過
年
度
に
登
録
済
の
プ
ラ
ン
は
毎
年
度
審
査
の
う

え
更
新
）
を
通
年
受
け
付
け
て
お
り
、
提
出
窓
口
は
、
京

都
府
、
京
都
市
か
ら
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
業
務

を
委
託
し
た
機
関
が
事
務
局
（
２
０
２
２
年
度
は
（
公
財
）

京
都
市
環
境
保
全
活
動
推
進
協
会
）
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆

「
京
都
０
円
ソ
ー
ラ
ー

�
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
取
り
組
み

―「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」で
太
陽
光
の
導
入
拡
大
を
目
指
す
―

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

京
都
府
・
京
都
市

京
都
府
府
民
環
境
部
脱
炭
素
社
会
推
進
課

京
都
市
環
境
政
策
局
地
球
温
暖
化
対
策
室
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本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
当
初
は
、
市
内
事
業
者
向

け
の
事
業
者
用
プ
ラ
ン
の
み
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年

４
月
か
ら
京
都
府
・
京
都
市
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
協

働
運
営
し
、
プ
ラ
ン
の
対
象
を
市
内
か
ら
府
内
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
住
宅
用
プ
ラ
ン
を
新
設
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
９
月
に
は
、
京
都
府
で
住
宅
用
プ
ラ
ン

を
対
象
と
し
た
「
京
都
府
住
宅
用
太
陽
光
発
電
初
期
費
用

ゼ
ロ
事
業
促
進
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
、
府
民
が
補
助

対
象
と
な
る
住
宅
用
プ
ラ
ン
を
利
用
し
て
太
陽
光
発
電
設

備
を
導
入
し
た
場
合
に
、
最
大
10
万
円
の
補
助
金
が
０
円

ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
を
通
じ
て
、
府
民
に
還
元
さ
れ
る
仕
組

み
を
設
け
て
い
る
。
本
補
助
金
制
度
で
は
、「
府
内
事
業

者
に
よ
る
設
置
工
事
が
行
わ
れ
る
も
の
」
を
要
件
と
し
て

お
り
、
府
民
の
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
の
さ
ら
な
る
導
入
促

進
に
加
え
、
府
内
事
業
者
の
育
成
と
府
内
へ
の
経
済
循
環

を
図
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
９
月
30
日
現
在
に
お
け
る
本
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
プ
ラ
ン
数
は
、事
業
者
用
プ
ラ
ン
が
11
プ
ラ
ン
、

住
宅
用
プ
ラ
ン
が
12
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
多
数
の
相

談
・
見
積
を
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付
け
て
い
る

（
図
２
）。

需
要
家
の
メ
リ
ッ
ト

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
紹
介
す
る
０
円
ソ
ー
ラ
ー
プ

ラ
ン
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
京
都
府
・
京
都
市
の
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
プ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
需
要

家
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
契
約
中
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
、
電
気
代
の
節
約
、
停
電
時
の
電
気
供
給
等

の
メ
リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
る
（
図
３
）。

一
方
、
需
要
家
が
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
を
活
用
す
る
う

え
で
は
、
プ
ラ
ン
の
性
質
上
、
長
期
間
契
約
が
基
本
と
な

◆◆◆

る
た
め
、以
下
の
点
に
つ
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る（
プ

ラ
ン
に
よ
っ
て
条
件
は
異
な
る
）。

①
需
要
家
所
有
施
設
や
電
力
使
用
状
況
に
よ
っ
て
、
プ

ラ
ン
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
購
入
と
は
異
な
り
、
契
約
期
間

中
は
需
要
家
が
設
置
容
量
や
シ
ス
テ
ム
変
更
等
を
自
由
に

行
え
な
い
。

③
需
要
家
が
、
契
約
期
間
中
に
移
動
・
移
転
に
伴
う
所

有
施
設
の
売
却
・
処
分
を
す
る
場
合
に
は
違
約
金
や
移
譲

手
続
が
発
生
す
る
た
め
、
設
置
す
る
施
設
の
長
期
的
な
運

用
の
見
通
し
が
必
要
。

お
わ
り
に

気
候
危
機
と
言
わ
れ
る
時
代
に
突
入
し
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
や
事
業
者
等
が
使
用
す
る

あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
形
に
転
換
し
、
社
会
全
体
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
京
都
府
・
京
都
市
は
、

今
後
と
も
「
京
都
議
定
書
」、
パ
リ
協
定
の

実
行
を
支
え
る
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
京
都
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
採
択
の
地
と
し
て
、
世
界
を
先
導
す

る
取
り
組
み
を
進
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
注
）
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
第
75
回
調
達
価

格
等
算
定
委
員
会
配
布
資
料
よ
り
（
２
０
２

２
年
１
月
）

◆◆◆

図２　本プラットフォーム経由での相談件数及び見積件数の推移（累計）

図３　０円ソーラーの主なメリット（プランによって条件は異なる）

図１　京都０円ソーラープラットフォームの役割
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
課
」
を
新
設

京
都
市
内
か
ら
車
で
約
２
時
間
。
京
都
府
の
北
部
に
位

置
し
、
光
秀
が
築
い
た
福
知
山
城
や
街
並
み
が
残
る
「
明

◆◆◆

智
光
秀
ゆ
か
り
の
ま
ち
」
の
福
知
山
市
で
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
令
和
３
年
２
月
26
日
に
宣

言
し
、世
界
的
な
気
候
変
動
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
、

経
済
の
域
内
循

環
、
地
域
の
課
題

解
決
な
ど
豊
か
で

自
立
し
た
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
る

仕
組
み
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
３
年
４

月
に
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１

０
０
％
の
ま
ち
づ

く
り
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
に

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
課
」
を
新
設
し
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
」
を
中
心
に
置
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。災

害
に
強
い
再
エ
ネ
公
民
館
も

福
知
山
市
で
は
、「
つ
く
る
」「
と
ど
け
る
」「
つ
か
う
」

「
ひ
ろ
げ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
つ
く
る

平
成
31
年
１
月
に
、
福
知
山
市
、
た
ん
た
ん
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、
プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
龍
谷
大
学
地
域
公
共
人

材
・
政
策
開
発
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
５
者
間
で
締
結
し
た

「
地
域
貢
献
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推
進
に
関
す

る
協
定
」
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
、
市
内
３
カ
所
の
公
共

施
設
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
三
段
池
総
合
体
育
館
、
武

道
館
）
に
お
い
て
「
電
力
の
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
新
電
力
で
あ
る
た
ん
た
ん
エ
ナ
ジ

ー
株
式
会
社
が
１
０
０
％
出
資
す
る
た
ん
た
ん
エ
ナ
ジ
ー

発
電
合
同
会
社
が
、オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
第
三
者
モ
デ
ル
）

に
よ
り
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
さ
れ
た
電
気

を
福
知
山
市
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
は
再
エ
ネ
拡
大
の
担
い
手
と
し
て
、
市
民
に
も
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
出
資
を
募
る
な
ど
市
全
体
で
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
生
き
が
い
を
つ
く
る
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
つ
く
る
、
安
心
を
つ
く
る
拠
点
施
設
と
し
て
、「
京

都
府
初
」
の
太
陽
光
発
電
で
施
設
の
消
費
電
力
を
ま
か
な

う
公
民
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被

◆◆◆

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

京
都
府
福
知
山
市

5 者連携協定によるオンサイト PPA 事業実施に係る記者会見

「地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定」調印式

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
―

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

谷
口
　
智
広

福
知
山
市
産
業
政
策
部 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
課
課
長
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災
し
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
北
陵
地
域
公
民
館
を
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
１
２
４
枚
と
蓄
電
池
、
武
道
館
に
も
導
入

し
た
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
か
ら
給
電
で
き
る
設
備
（
Ｖ

２
Ｂ
）
な
ど
を
備
え
た
災
害
に
強
い
再
エ
ネ
施
設
と
し
て

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
の

同
時
設
置
に
対
す
る
補
助
や
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
含
む

省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（net Zero Energy 

H
ouse

）
住
宅
に
対
す
る
補
助
を
行
う
な
ど
市
民
の
再
エ

ネ
導
入
に
対
す
る
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

福
知
山
城
は
再
生
エ
ネ
１
０
０
％
城

●
と
ど
け
る

電
力
の
地
産
地
消
・
経
済
の
域
内
循
環
を
目
的
に
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
市
内
公
共
施
設
の
電
力
を
順
次
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
由
来
の
電
力
に
切
り
替
え
て

◆◆◆

い
ま
す
。
福
知
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
福
知
山
城
も
同

年
10
月
に
切
り
替
え
を
行
い
、
天
守
閣
の
あ
る
お
城
と
し

て
は
「
全
国
初
」
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
由

来
の
電
力
を
常
時
使
用
す
る
お
城
と
な
り
ま
し
た
。

●
つ
か
う

市
が
率
先
し
て
公
共
施
設
等
で
脱
炭
素
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
な
ど
多
様
な
主
体
が
脱
炭
素
に
取
り
組
む
機
運

の
醸
成
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
役
所
の
庁
舎
や
市
内
の
小
中
学
校
体
育
館
、
公

園
灯
、
街
路
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｄ
Ｅ
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
公
用
車
と
し
て
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）

と
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
（
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
を
導
入

し
、
令
和
22
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
等
に

更
新
す
る
予
定
で
す
。
Ｅ
Ｖ
等
に
接
続
す
る
こ
と
で
３
口

の
コ
ン
セ
ン
ト
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
搬
式

給
電
器
を
整
備
し
、「
動
く
蓄
電
池
」
と
し
て
災
害
時
に

備
え
る
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、高
気
密
・

高
断
熱
と
な
る
公

営
住
宅
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

お
い
て「
国
内
初
」

の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

−

Ｍ

（
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｄ
）
＝
一
定
の

省
エ
ネ
機
能
を
備

え
た
マ
ン
シ
ョ
ン

＝
の
実
現
や
、
Ｅ

Ｖ
普
及
を
啓
発
す

る
と
と
も
に
施
設

の
利
便
性
向
上
や

新
た
な
人
の
流
れ

の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で
き
る
Ｅ
Ｖ
等
に
対
応
し
た

急
速
充
電
設
備
の
整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
ひ
ろ
げ
る

福
知
山
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
呼
応
し
地
域
課
題
解
決

に
取
り
組
む
団
体
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て

登
録
し
、
団
体
同
士
の
情
報
共
有
や
交
流
の
機
会
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
団
体
の
活
動
に
対
し
て
地
域
新
電
力
の

利
益
の
一
部
に
よ
り
支
援
を
行
い
、
地
域
課
題
解
決
に
還

元
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
市
内
中
小
工
務
店
の
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
を
促
し
、
地
域
経
済
好
循
環
の
創

出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
と
い
っ
た
問
題

は
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、自
分
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
業
者
や

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
つ
い
て
学
び
、
環
境
問
題
や
自

然
と
の
共
生
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
や
啓
発
に
取
り
組
み
、
自
然
環
境
や

景
観
、
市
民
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
脱
炭
素
を
進

め
、
か
け
が
え
の
な
い
福
知
山
市
の
自
然
や
風
景
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
経
済
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

EV と可搬式給電器を活用した「動く蓄電池」の活用事例
福知山駅北口公園の花時計イルミネーション点灯式

オンサイト PPA により太陽光発電設備を設置した
三段池総合体育館
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市
長
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
挑
戦
を
表
明

出
雲
市
は
、
島
根
県
の
東
部
に
位
置
し
、「
神
話
の
國
」

と
し
て
知
ら
れ
、
縁
結
び
の
聖
地
と
し
て
有
名
な
出
雲
大

社
へ
は
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
北
部
に

広
が
る
リ
ア
ス
式
海
岸
は
「
島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
海
岸
線
に
沈
む
美
し

い
夕
日
と
文
化
は
、「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
と
し
て
日

本
遺
産
へ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

海
、
山
、
平
野
、
川
、
湖
と
多
彩
な
地
勢
を
有
す
る
豊

か
な
自
然
の
も
と
、
か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る
さ
と
出
雲
」

を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
、
２
０
２
１
年
５
月
「
２
０

５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、〝
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
〟
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
を
、
飯
塚
俊
之
出

雲
市
長
が
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
８
月
に
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
挑
戦
の
中
心
的
役
割
を
担
う
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
部
署
で
行
っ
て
い
た
地
球
温
暖
化
対
策
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
業
務
を
集
結
さ
せ
、
地
域
環
境

部
環
境
政
策
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

◆◆◆

挑
戦
に
む
け
た
取
り
組
み

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
本
市

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
す
る
以
前
か
ら
、「
環

境
の
ま
ち
」
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
土
台

を
も
と
に
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
次
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

出
雲
市
地
球
温
暖
化
対
策
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
、地
球
温
暖
化
の
現
状
や
対
策
の
必
要
性
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
方
法
な
ど
、〝
わ
か
り
や
す

く
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、イ
ベ
ン
ト
（
い
ず
も
産
業
未
来
博
、

ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
フ
ェ
ア
な
ど
）
の
開
催
や
出
展
、

啓
発
事
業
（
エ
コ
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
チ

◆◆◆

ャ
レ
ン
ジ
な
ど
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
出
雲
エ
コ
な
び
）、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
感
染
症
対
策
を
実
施
し
な

が
ら
の
活
動
で
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
を
進
め

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
選

択
肢
と
し
て
増
え
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

啓
発
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
環
境
に
関
心
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
方
に
も
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
省
資
源
化
（
紙
媒
体
で
の
印
刷
物
の
抑
制
）
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
活
用

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
は
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
本
市
で
は
、「
出
雲
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

整
備
計
画
」
を
も
と
に
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
や
体
験
施

設
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
皆

さ
ん
に
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
方
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支

援
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
は
じ
め
と
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
の
た
め
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
よ
り
削
減
さ
れ

た
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を

活
用
し
、
補
助
金
で
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

た
市
民
を
会
員
と
す
る
「
神
話
の
國
出
雲
さ
ん
さ
ん
倶
楽

部
」
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
、
事
業
者
へ
販
売
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
販
売
に
よ
っ
て
得
た
収
入
は

さ
ら
な
る
二
酸
化
炭
素
削
減
に
有
効
活
用
す
る
た
め
、
市

島
根
県
出
雲
市日

野
　
恭
美

出
雲
市
地
域
環
境
部
環
境
政
策
課

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
主
任

―
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
多
角
的
取
り
組
み
―

「
い
ず
も
縁
結
び
電
力
」
で
地
産
地
消
推
進

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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内
の
森
林
再
生
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を 

「
作
る
」
と
「
使
う
」
の
縁
結
び

本
市
は
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
容
量
が
県
内
自
治

体
で
最
も
大
き
く
、
全
県
の
約
３
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
余
剰
電
力
の
す
べ
て
が
域
外

の
電
力
会
社
に
売
電
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

地
域
の
発
電
（
作
る
）
と
消
費
（
使
う
）
の
縁
結

び
役
と
し
て
、
地
域
新
電
力
会
社
で
あ
る
「
い
ず

も
縁
結
び
電
力
株
式
会
社
」（
本
市
は
共
同
出
資

者
）
を
、
２
０
２
１
年
７
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

「
い
ず
も
縁
結
び
電
力
株
式
会
社
」
は
４
月
１

日
か
ら
本
稼
働
し
た
可
燃
ご
み
処
理
施
設
「
新
出

雲
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

窪
田
水
力
発
電
、
キ
ラ
ラ
ト
ゥ
ー
リ
マ
キ
風
力
発

電
、
出
雲
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
ｉ
Ｅ
大
社
太
陽
光
発
電
と

い
っ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
主
要
電
源
と

し
て
お
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
の

削
減
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
て
い

ま
す
。

現
在
、
市
庁

舎
や
小
中
学

◆◆◆

校
、
体
育
館
な
ど
計
１
３
８
の
公
共
施
設
に
電
力
供
給
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、官
民
協
働
出
資
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

公
共
施
設
の
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
創
出
を
目
指
し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
購
入
契
約
）

事
業
や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
な

ど
新
た
な
手
法
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
市
域
の
事
業
者
の
取
り
組
み
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
り
、
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
指
針
と
な
る
計
画
を
策
定

ま
た
本
年
度
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
の
基
本

方
針
や
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
関
す
る
数
値
目
標
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
羅
針
盤
と
な
る
「
出
雲
市

環
境
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

新
た
な
計
画
を
も
と
に
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

向
け
た
普
及
、
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め
、
市
民
や
事
業
者

と
と
も
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

本
年
８
月
に
は
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
ト
キ
の
放

鳥
候
補
地
と
し
て
「
ト
キ
の
野
生
復
帰
を
目
指
す
里
地
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
ト
キ
が
出
雲
の
空
を
自
由

に
舞
い
生
息
す
る
よ
う
な
、
人
と
自
然
が
融
合
し
、
誰
も

が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
、
令
和
４
年
度
は
「
出
雲
発
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

元
年
」
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
向
け
て
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
前
へ
歩
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

出雲エネルギーセンター

キララトゥーリマキ風力発電

イベントでゼロカーボンに関するクイズを楽しむ来場者

いずも縁結び電力
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特 集
先
人
の
マ
イ
ン
ド
が
生
き
る 

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

真
庭
市
は
、
岡
山
県
の
北
部
、
中
国
山
地
沿
い
に
位
置

し
、
２
０
０
５
年
に
９
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
自
治
体

で
す
。
市
の
面
積
は
約
８
２
８
平
方
㌔
あ
り
、
岡
山
県
内

で
最
も
広
く
、
そ
の
内
約
８
割
が
森
林
の
典
型
的
な
中
山

間
地
で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
木
材
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま
で
体
制
が
整
い
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
、
林
業
・
木
材
産
業

者
た
ち
の
「
約
半
世
紀
も
か
け
て
育
つ
木
（
地
域
資
源
）

を
無
駄
な
く
使
い
き
る
」
と
い
う
、
長
年
変
わ
る
こ
と
な

く
共
有
さ
れ
続
け
た
マ
イ
ン
ド
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の

礎
と
な
り
、
２
０
１
４
年
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

と
し
て
国
か
ら
認
定
を
受
け
、
真
庭
市
で
は
一
気
に
バ
イ

オ
マ
ス
の
取
り
組
み
が
加
速
し
ま
し
た
。

発
電
利
益
は
山
主
に
も
還
元

◆◆◆◆◆◆

真
庭
市
で
は
、「
自
然
」「
連
携
」「
交
流
」「
循
環
」「
協

働
」
の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
、「
真
庭
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
」「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー

事
業
」「
有
機
廃
棄
物
資
源
化
事
業
」「
産
業
観
光
拡
大
事

業
」
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
放
置

さ
れ
て
い
た
、
地
域
内
の
山
か
ら
出
た
間
伐
材
や
枝
葉
、

ま
た
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
製
材
所
か
ら

出
た
製
材
端
材
や
樹
皮
を
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地

で
買
い
取
り
、
チ
ッ
プ
化
し
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

で
燃
や
し
て
電
気
を
作
り
売
電
す
る
と
い
う
、
地
域
で
価

値
を
も
た
な
か
っ
た
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
よ
る
市

内
の
経
済
効
果
は
52
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
利
益
は
、
チ
ッ
プ

燃
料
材
１
㌧
あ
た
り
５
５
０
円
を
山
主
へ
還
元
し
て
お

り
、
再
び
山
主
が
還
元
金
も
利
用
し
な
が
ら
植
林
し
、
木

を
育
て
て
い
く
と
い
う
資
源
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
５
年
に
真
庭
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

稼
働
し
て
以
来
、
累

積
で
約
２
・
５
億
円

山
主
へ
還
元
し
て
お

り
、
森
林
資
源
の
循

環
へ
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
真
庭
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
で
作

ら
れ
た
電
気
は
、
市

役
所
や
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
で
使
わ
れ
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
事
業
で
は
、
高
付
加
価

値
新
素
材
の
開
発
な
ど
を
実
施
し
、
消
臭
剤
の
実
用
化
な

ど
、異
業
種
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
以
外
の
取
り
組
み
と
し
て
、

有
機
廃
棄
物
資
源
化
事
業
で
は
市
民
の
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
液
体
肥
料
と
し
て
再
資
源
化
し

て
い
ま
す
。
液
体
肥
料
は
市
内
各
地
で
無
償
で
配
布
し
、

市
民
の
い
ち
ば
ん
身
近
な
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。バ

イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
に
３
万
人
余

併
せ
て
、
産
業
観
光
拡
大
事
業
で
は
こ
う
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
の
取
り
組
み
を
見
学
し
て
も
ら
う
「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
」
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
市
外
の
人
々
に
真
庭

市
へ
実
際
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、
飲
食
業
や
宿
泊
業
な
ど

の
事
業
へ
も
経
済
効
果
が
波
及
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

◆◆◆

岡
山
県
真
庭
市道

下
　
昌
弘

真
庭
市
産
業
観
光
部
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室
主
査

―
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
地
域
活
性
化
―

地
域
資
源
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
へ

間伐材や製材端材などを集めチップ化する
真庭バイオマス集積基地

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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し
た
。
現
在
ま
で
に
累
計
で
約
３
万
３
０
０
０
人
の
方
に

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産
業
の
み

な
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
が
地
域
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
、
と
り
わ
け
真
庭

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、

１
万
㌔
㍗
の
発
電
能
力
を
有
し
て
お
り
、
約
２
万
２
０
０

０
世
帯
分
の
需
要
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
真

庭
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
全
体
で
約
62
％
で
す
が
、

そ
の
内
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
は
32
・
４
％
と
約
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
真
庭
市
で
は
長
期
目
標
と
し
て
、
２
０

２
０
年
３
月
に
「
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま
に

わ
」
宣
言
を
公
表
し
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０

％
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
目
標

達
成
の
た
め
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
よ
る 

本
当
の
ゴ
ー
ル

真
庭
市
は
、
率
先
し
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
た
め
、
２
０
２
２
年
４
月
に
環
境
省
よ
り
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め
よ
の
精

神
で
市
内
公
共
施
設
を
対
象
に
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
太

陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
の
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
増
設
や
生
ご
み
資
源
化
施
設
の

建
設
、
公
用
車
の
電
気
自
動
車
化
の
促
進
な
ど
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
理
由
と
し
て
、
現
在
、

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
進
行
し
て
お
り
、
真
庭
市
と
し
て

も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
長
期
的
な
未
来
に
は
、
こ
の
影

響
が
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
の
基
盤
を
崩
し
う
る
大
き
な

リ
ス
ク
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
真

庭
市
で
は
「
産
・
官
・
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
炭
素
排
出

等
の
環
境
負
荷
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
」「
豊
富
な

森
林
資
源
を
背
景
に
そ
の
炭
素
吸
収
を
は
じ
め
と
し

た
多
面
的
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
こ
と
」
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
の
今
と
近
未
来
の
生
活
を

守
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強

化
等
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
真
庭
市
は
脱
炭
素
の
実
現
を
最
終
的
な

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
過
疎
化

に
代
表
さ
れ
る
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
乗
り
越
え
、

よ
り
よ
い
地
域
を
作
る
た
め
の
通
過
点
で
あ
り
、
起

爆
剤
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
脱
炭
素
の
た
め
に

息
を
ひ
そ
め
て
暮
ら
す
よ
う
な
未
来
生
活
を
描
く
の

で
は
な
く
、脱
炭
素
に
関
わ
る
数
々
の
取
り
組
み
が
、

結
果
と
し
て
、
地
域
の
経
済
性
を
高
め
、
地
域
を
守

り
、
人
を
生
か
す
、
そ
の
よ
う
な
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

脱炭素先行地域の概要

森林を起点とした地域内経済循環
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エ
コ
ふ
ぁ
み
ア
プ
リ
の
誕
生

福
岡
県
で
は
、
２
０
０
１
年
か
ら
省
エ
ネ
・
省
資
源
な

ど
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
に
取
り
組
む
県
民
の
皆
さ

ん
を
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
募
集
し
、
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

取
り
組
み
を
始
め
た
当
初
は
、
家
計
簿
の
よ
う
に
家
庭

の
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
の
使
用
量
等
を
記
入
で
き
る
「
ふ

く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
環
境
家
計
簿
）」
を

紙
媒
体
で
配
布
し
、
取
り
組
み
状
況
の
報
告
を
提
出
さ
れ

た
方
の
中
か
ら
、
他
の
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
参
考
と
な

る
優
秀
な
省
エ
ネ
活
動
を
行
っ
た
世
帯
を
表
彰
す
る
事
業

で
し
た
。

取
り
組
み
状
況
を
ご
報
告
い
た
だ
い
て
い
る
エ
コ
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
電
気
使
用
量
が
一
般
家
庭
と
比
べ
平
均
約
20

％
少
な
い
な
ど
、
取
り
組
み
に
よ
る
省
エ
ネ
・
省
資
源
の

効
果
が
表
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
そ
の
提
出
方
法
が
、
郵
送
、

◆◆◆

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
送
付
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
報
告
が
煩
雑
と
思
っ
た
方
が
多
く
、
普
及
が
思
う

よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
紙
媒
体
に
よ
る
運
用
で
は
、
印
刷
に
よ
る
紙
の

大
量
使
用
、
関
係
機
関
等
へ
の
配
送
な
ど
に
伴
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
量
に
使
用
し
て
お
り
、
電
子
機
器
の
普
及
が
進

ん
で
き
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
事
業
自
体
の
省
エ
ネ
・

省
資
源
を
推
進
す
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
普
及
が
進
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
手
軽
に
事
業
に

参
加
い
た
だ
く
た
め
、
２
０
２
０
年
３
月
に
「
ふ
く
お
か

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
ア
プ
リ
（
愛
称
・
エ
コ
ふ
ぁ
み
）」

の
配
信
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
活
動
を

エ
コ
ふ
ぁ
み
で
は
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ユ

ー
ザ
ー
が
楽
し
み
な
が
ら
、
エ
コ
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
用
意
し
ま
し
た
。

毎
日
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
提
案
し
て
く
れ
る
「
毎
日
エ

◆◆◆

コ
チ
ェ
ッ
ク
」（
画
像
①
）
や
毎
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
（
電
気
・
ガ
ス
等
）
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
見
え
る
化
が
で
き
る
「
エ
コ
記
録
」（
画
像
②
）、
県

や
市
町
村
が
行
う
環
境
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
な
ど
が
あ

り
、
去
年
の
取
り
組
み
と
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
に
掲
載
さ
れ
た
エ
コ
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
内
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
ま

す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
毎
月
一
定
以
上
た
め
る
と
、
月
替

わ
り
で
変
更
し
て
い
る
ア
プ
リ
初
期
画
面
（
福
岡
県
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
コ
ト
ン
」
が
県
内
各
観
光
地

を
訪
問
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
）
が
、
そ
の
観
光
地
の
特
色

に
合
わ
せ
た
イ
ラ
ス
ト
に
変
化
す
る
な
ど
（
画
像
③
）、

継
続
し
た
取
り
組
み
で
も
変
化
の
あ
る
工
夫
を
し
て
い
る

ほ
か
、
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
た
め
る
と
、
抽
選
で
九
州

各
県
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
く
じ
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
事
業
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
企

業
の
協
力
を
得
て
、
協
賛
店
に
提
示
す
る
こ
と
で
割
引
や

ド
リ
ン
ク
１
杯
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

や
、
エ
コ
記
録
と
そ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
報
告
を
行
っ

た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
協
賛
企
業
賞
（
協
賛
企
業
が
提
供

す
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
等
）
を
進
呈

す
る
な
ど
の
特
典
を
用
意
し
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
活
動

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
が
九
州
７
県
へ
拡
大

九
州
各
県
と
山
口
県
で
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
共
同
し
て
政
策
を
作
り
上
げ
、
連

携
し
て
実
行
し
て
い
く
た
め
、
九
州
地
方
知
事
会
に
「
地

◆◆◆

福
岡
県

―
今
日
か
ら
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
―

山
本
　
晴
斗

福
岡
県
庁
環
境
部
環
境
保
全
課
主
事

九
州
の
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
応
援
し
て
い
ま
す

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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球
温
暖
化
対
策
の
連
携
」に
関
す
る
政
策
連
合
を
設
置（
幹

事
・
大
分
県
）
し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
統
一
実
施
や
、

電
気
使
用
量
の
削
減
活
動
や
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加
者
、

省
エ
ネ
製
品
の
購
入
者
に
道
の
駅
や
ス
ー
パ
ー
等
で
使
用

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券
を
交
付
す
る
九
州
版
炭
素
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度（
通
称・九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
）

な
ど
の
取
り
組
み
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
９
年
の
九
州
版
炭
素
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
の
事
業
見
直
し
に
あ
た
り
、
ア

プ
リ
の
共
同
開
発
・
運
営
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
提
案
が
あ
っ
た
時
点
で
、
本

県
は
、
既
に
ア
プ
リ
の
開
発
に
着
手
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
開
発
中
の
ア
プ
リ
を
九
州
７
県
に
拡
大
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
２
０
２
０
年
か
ら
九
州
７
県
版
へ
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
に
着
手
し
、
２
０
２
１
年
３
月
に
「
九
州
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
ア
プ
リ
（
愛
称
・
エ
コ
ふ
ぁ
み
）」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
幹
事
の
大
分
県
を

中
心
に
九
州
７
県
の
担
当
者
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ア

プ
リ
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
運
営
協
議
会
や
担
当

者
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
協
力
し
て
ア
プ
リ
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と

地
球
温
暖
化
は
、
一
人
の
力
で
は
決
し
て
解
決
し
ま
せ

ん
。
そ
の
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
県
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
、
行
政
と
い
っ
た
全
て
の
主
体
が
積
極
的
に
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
全
員
が
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
も
意
識
し
て
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
省
エ
ネ
・
省
資
源

に
取
り
組
ん
で
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「『
地
球
温
暖
化
対
策
』
と
聞
い
て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ

な
い
」「
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
方
で
も
気
軽
に
エ
コ
活
動
を
始
め
る
事
が
で
き
る
。

そ
れ
が
こ
の
九
州
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
ア
プ
リ
で
す
。

２
０
２
２
年
10
月
１
日
現
在
、
九
州
７
県
で
１
万
５
９

９
７
人
、
福
岡
県
で
９
９
６
０
人
の
方
が
こ
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
で
九
州
の
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
応
援
し
、

そ
の
活
動
の
支
え
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
各
県
と
連
携
・

協
力
し
、
ア
プ
リ
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

画像①　エコチェック画像② - 1　エコ記録画像② - 2　エコ記録グラフ

画像③　トップ画の変化
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脱
炭
素
に
一
番
近
い
島

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
久
島
は
、
年
間

発
電
量
の
約
99
・
６
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

水
力
発
電
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
年
間
降
水
量

約
８
０
０
０
㍉
（
山
岳
部
）、
平
均
標
高
が
６
０
０
ｍ
と

い
う
水
力
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
活
用
し
た
屋
久
島

電
工
株
式
会
社
所
有
の
三
つ
の
水
力
発
電
所
に
よ
る
ク
リ

ー
ン
な
電
力
が
全
島
の
一
般
家
庭
に
も
供
給
さ
れ
、
屋
久

島
の
生
活
基
盤
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

鹿
児
島
県
で
は
、
ほ
か
の
地
域
に
な
い
こ
の
大
き
な
特

徴
を
活
か
し
て
、
事
業
活
動
や
家
庭
、
運
輸
部
門
等
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
石
油
類

を
燃
料
源
と
す
る
こ
と
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量
が
実
質

的
に
抑
制
さ
れ
た
先
進
的
な
地
域
づ
く
り
を
図
り
、
屋
久

島
を
、
多
様
で
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
「
地
球
環
境

先
進
県
」
と
し
て
の
情
報
発
信
の
モ
デ
ル
地
区
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

４
カ
所
の
急
速
充
電
設
備
を
無
料
開
放 

最
新
電
気
自
動
車
の
試
乗
会
も

「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島
づ
く
り
」
と
し
て
、
鹿

児
島
県
で
は
２
０
０
９
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
関
す
る
取

り
組
み
で
す
。
水
力
発
電
に
よ
る
電
気
を
用
い
て
電
気
自

動
車
を
走
ら
せ
る
と
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
屋
久
島
事
務
所
の
公
用
車
へ
の

電
気
自
動
車
の
導
入
や
、
住
民
・
事
業
者
の
電
気
自
動
車

購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
た
ほ
か
、
島
内
４
カ
所

に
急
速
充
電
設
備
を
設
置
し
、
電
気
自
動
車
利
用
者
の
た

め
に
無
料
で
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
電
気
自
動
車
体
験
会
と
し
て
、
最
新
の
電

気
自
動
車
の
試
乗
会
の
ほ
か
、
電
気
自
動
車
の
新
た
な
活

用
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
災
害
時
等
に
お
け
る
蓄

電
池
と
し
て
の
活
用
法
も
併
せ
て
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
、
住
民
や
事
業
者
に
根
付
い

◆◆◆

た
取
り
組
み
と
し
て
、
環
境
家
計
簿
コ
ン
テ
ス
ト
や
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
電
気
自
動
車
を
利
用
し

た
観
光
プ
ラ
ン
の
開
発
、「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島

鹿
児
島
県

室
屋
　
初
美

鹿
児
島
県
環
境
林
務
部
環
境
林
務
課 

地
球
温
暖
化
対
策
室
主
査

―
豊
富
な
水
力
資
源
で
ク
リ
ー
ン
な
電
力
供
給
―

屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島
づ
く
り

屋久島で県が管理する４か所の急速充電設備の一つ。
無料で一般開放されている

屋久島事務所の電気自動車

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例
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づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作
成
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

住
民
主
体
の
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
へ 

「
イ
マ
ジ
ン
屋
久
島
」
を
結
成

こ
れ
ま
で
、「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島
づ
く
り
」
は

県
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
屋
久
島
を
担
う
次

世
代
の
つ
な
が
り
を
育
み
な
が
ら
、
多
様
な
島
民
と
屋
久

島
の
現
在
・
過
去
・
未
来
か
ら
と
も
に
学
び
、
世
界
遺
産

登
録
30
周
年
（
２
０
２
３
年
）
の
次
の
30
年
も
み
ん
な
が

持
続
可
能
で
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
島
の
「
在
り

た
い
姿
」
を
と
も
に
探
求
し
、
と
も
に
考
え
動
い
て
い
く

◆◆◆

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、「
イ
マ
ジ
ン
屋
久
島
」
が
結
成

さ
れ
、
目
指
す
べ
き
未
来
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
持
続

可
能
な
屋
久
島
づ
く
り
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
２
０
３
０
年
を
超
え
、

持
続
可
能
な
屋
久
島
の
２
０
５
０
年
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

全
17
の
ゴ
ー
ル
に
貢
献
す
る
「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の

島
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
、
福
祉
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
が
つ
な
が
り
合
う
、
質
の
高
い
屋
久
島
を
目
指

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
、
イ
マ
ジ
ン
屋
久
島
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
に
続
く 

第
２
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

世
界
中
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
も
「
屋
久
島
Ｃ
Ｏ
２
フ

リ
ー
の
島
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
は
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
最
も
効
果
的
な
電

気
自
動
車
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
促
進

し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン
車
と
の
価

格
差
が
ま
だ
大
き
く
、
住
民
が
気
軽
に
購
入
で
き
る
状
況

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
久
島
は
起
伏
が
激
し

い
地
形
で
あ
る
た
め
、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
不
安
を
抱
く
住
民

の
声
な
ど
も
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
近
年
世
界

中
で
極
端
な
気
象
現
象
が
観
測
さ
れ
、
強
い
台
風
や

記
録
的
な
大
雨
な
ど
が
頻
発
し
、
屋
久
島
で
も
度
々

土
砂
災
害
や
停
電
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

う
い
っ
た
気
候
変
動
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
点
、
停
電
時

の
緊
急
電
源
と
し
て
の
活
用
が
で
き
る
点
と
い
う
二

つ
の
大
き
な
利
点
を
持
つ
電
気
自
動
車
の
良
さ
を
住

民
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
最
新
の
電
気
自
動

車
の
性
能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
試
乗
会
等

で
体
感
し
て
も
ら
い
、
電
気
自
動
車
の
利
用
者
を
増

や
す
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
世
界
自
然
遺
産
に
加
え
、「
屋
久
島
Ｃ

Ｏ
２
フ
リ
ー
の
島
づ
く
り
」
が
第
２
の
ブ
ラ
ン
ド
と

な
り
、
屋
久
島
が
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
で
あ
る
こ

と
が
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

◆◆◆イマジン屋久島の持続可能な屋久島づくり構想（ビジョン）

イマジン屋久島のビジョンづくりワークショップ
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え
た
取
り
組
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
９
月
か

ら
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
自
治
体
が
徐
々
に
現
れ
、

２
０
２
０
年
10
月
に
我
が
国
が
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
た
際
に
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
市
町
村
の

数
は
、
１
６
６
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
宣

言
市
町
村
の
数
は
着
実
に
増
加
し
、
２
０
２
２
年
８
月
末

現
在
で
43
都
道
府
県
、
７
２
４
自
治
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

宣
言
し
て
い
な
い
自
治
体
の
中
に
も
着
実
に
地
域
の
脱
炭

素
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
あ
く
ま
で
脱
炭
素

に
向
け
た
第
一
歩
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
状
況
と
し
て
は
、
環
境
省
の
調

査
（
※
１
）
に
よ
れ
ば
、
個
人
・
家
庭
に
対
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制

度
（
２
９
８
団
体
）、国
民
運
動
の
推
進
（
２
５
８
団
体
）、

事
業
者
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
・
設
置
の

た
め
の
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制
度
（
１
１
２
団
体
）、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
（
98
団
体
）
と
続
い

て
お
り
、
地
域
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
出
資
や
低
利
融
資
等
金
融
上
の
支
援
（
38

団
体
）、
ナ
ッ
ジ
事
業
（
※
２
）
に
係
る
取
り
組
み
（
31

団
体
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
の
た
め
、
企

業
等
の
需
要
家
と
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
（
※
３
）
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
（
９
団
体
）
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
事
務
事
業
の
脱

炭
素
化
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

設
備
導
入
（
８
０
７
団
体
）、
全
部
ま
た
は
一
部
再
エ
ネ
由

国
の
脱
炭
素
目
標
と 

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

２
０
２
０
年
10
月
、
我
が
国
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す

な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０

年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
46
％
削
減

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
、
さ
ら
に
、
50
％
の
高
み
に
向

け
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
の
た
め
、
特
に
地
域
の
取
り
組

み
と
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
を

中
心
に
、
国
民
・
生
活
者
目
線
で
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
、
お
よ
び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
と
地
方

に
よ
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
し
て
、

内
閣
官
房
長
官
を
議
長
と
す
る
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
地
域
が

主
役
と
な
る
、
地
域
の
魅
力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地
方
創

生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素
の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
２
０

３
０
年
ま
で
に
集
中
し
て
行
う
取
り
組
み
・
施
策
を
中
心

に
、
工
程
と
具
体
策
を
示
す
「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」（
令
和
３
年
６
月
９
日
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議

決
定
）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で
は
、地
域
脱
炭
素
が
、

意
欲
と
実
現
可
能
性
が
高
い
地
域
か
ら
そ
の
他
の
地
域
に

広
が
っ
て
い
く
「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
を
起
こ
す
べ

く
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
集
中
期
間
と
し
て

施
策
を
総
動
員
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
２
０

３
０
年
以
降
も
全
国
へ
と
地
域
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
広

げ
、
２
０
５
０
年
を
待
た
ず
し
て
多
く
の
地
域
で
脱
炭
素

を
達
成
し
、
地
域
課
題
を
解
決
し
た
強

き
ょ
う

靭じ
ん

で
活
力
あ
る
次

の
時
代
の
地
域
社
会
へ
と
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
状
況

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
以
前
か
ら
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
地
域
脱
炭
素
の
趣
旨
を
踏
ま

特 集
副基調論文

地
域
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例

地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素

三
田
　
裕
信

環
境
省
大
臣
官
房
地
域
政
策
課 

課
長
補
佐
（
総
括
担
当
）

―
各
地
で
の
取
り
組
み
の
広
が
り
と
国
の
施
策
―
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来
電
力
メ
ニ
ュ
ー
を
契
約
し
て
い
る
ま
た
は
契
約
予
定
で
あ

る
（
３
８
７
団
体
）、
一
般
公
用
車
全
部
ま
た
は
一
部
に
お

け
る
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の

次
世
代
自
動
車
導
入（
１
４
１
６
団
体
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
地
域
脱
炭
素
は
、
脱
炭
素
を
成
長
の
機
会

と
捉
え
る
時
代
の
地
方
の
成
長
戦
略
に
な
り
得
る
も
の
で

あ
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
、
防
災
、
地
域
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
な
ど

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
福
島
県
福
島
市
土
湯
温
泉
で
は
、
原
子
力
発

電
所
事
故
後
、
観
光
客
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
、
地
元
温
泉
組
合
が
主
体
と
な
り
、
温
泉

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
整
備
し
、
売
電
す
る
こ
と
で
地
域
の

大
き
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収
入
の
一
部
を

使
っ
て
、
地
元
の
高
齢
者
へ
バ
ス
定
期
券
の
無
料
配
布
や

高
校
生
へ
路
線
バ
ス
の
定
期
券
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
電
に
利
用
し
た
温
泉
水
と
冷
却
水
を
利
用

し
て
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
を
行
う
な
ど
、
副
産
物
を

使
っ
て
新
た
な
事
業
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
桑
折
町
で
は
、
令
和
４
年
福

島
県
沖
地
震
に
よ
り
深
夜
に
地
震
が
発
生
し
、

震
度
６
弱
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
災
害
対
策
と

し
て
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
を
整
備

し
て
い
た
た
め
、
商
用
電
力
が
停
電
し
て
い
る

な
か
で
も
、
蓄
電
池
よ
り
電
力
供
給
を
行
い
、

災
害
対
策
本
部
と
な
る
町
役
場
庁
舎
に
電
気
を

供
給
す
る
と
と
も
に
、
深
夜
に
町
役
場
へ
避
難

し
て
き
た
住
民
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
照
明
の

確
保
、
携
帯
電
話
な
ど
充
電
ス
ポ
ッ
ト
の
提
供
を
行
い
、

円
滑
な
受
け
入
れ
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
脱
炭
素

事
業
が
各
地
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
脱
炭

素
に
関
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
地
方
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
、
専
門
人
材
支
援
、
地
域
の
中
小
企
業
支
援
の

不
足
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
段
階
も
含
め
た
地
域
と

共
生
す
る
形
で
の
再
エ
ネ
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
課
題
を
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
解
決

し
、
地
域
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
脱
炭
素
施
策

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
施
策
の
一
つ
が

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
２
０
３
０
年
に

前
倒
し
で
達
成
を
目
指
す
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
で
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
民
生
部
門
（
家
庭
部
門
お
よ
び
業
務

そ
の
他
部
門
）
の
電
力
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
実
質

「脱炭素を通じたレジリエンス強化」（福島県桑折町）

令和 4 年福島県沖地震時、桑折町は、太陽光・蓄電池を
整備していたことにより住民避難に必要な照明等を確保
できた。（写真は、桑折町役場へ避難した住民の受入状況）
� 写真提供：桑折町

「脱炭素を通じた地域活性化」（福島市）

地熱発電後の温水を、成長も早いオニテナガエビの養殖
に活用。カフェでの釣り体験やレストランでの提供を行
い、年間 5 千人の来客を創出。温水は近隣旅館に供給す
るとともに、発電所展望デッキの融雪にも活用。（写真は、
カフェでのエビ釣り体験の様子）
� 出典：元気アップつちゆ HP

地域脱炭素ロードマップの概要

特 集
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ゼ
ロ
を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用
等
も
含
め
て
そ
の

ほ
か
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
い
て
も
、
我
が
国

全
体
の
２
０
３
０
年
度
目
標
と
整
合
す
る
削
減
を
地
域
特

性
に
応
じ
て
実
現
す
る
地
域
で
あ
り
、
全
国
で
脱
炭
素
の

実
行
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
と
な
る
地
域
で

す
。
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
の
脱
炭
素
先
行
地
域
で
、

２
０
２
５
年
度
ま
で
に
、
脱
炭
素
に
向
か
う
地
域
特
性
等

に
応
じ
て
計
画
を
立
て
、２
０
３
０
年
度
ま
で
に
実
行
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
農
村
・
漁
村
・
山
村
、
離
島
、
都
市
部
の

街
区
な
ど
多
様
な
地
域
に
お
い
て
、
地
域
課
題
を
同
時
解

決
し
、
地
方
創
生
と
脱
炭
素
を
同
時
実
現
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
、
も
う
一
つ
の

施
策
が
脱
炭
素
の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
の
全
国
展
開
で

す
。
２
０
３
０
年
度
目
標
お
よ
び
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
、

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ

等
の
脱
炭
素
の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
に
つ
い
て
、
各
地

の
創
意
工
夫
を
横
展
開
し
、脱
炭
素
先
行
地
域
を
含
め
て
、

全
国
津
々
浦
々
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
２
０
２
５
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
集
中
期
間
と
し
て
、
①
人
材
派
遣
・

研
修
②
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
③
資
金
―
―
の
観
点
か
ら
、
国

が
積
極
的
、
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
方
針

で
す
。
人
材
派
遣
・
研
修
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い

て
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
る
脱
炭
素
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
内
閣
府
に
お

い
て
、
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ
り
グ
リ
ー
ン
専
門

人
材
の
派
遣
を
行
う
な
ど
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
、
人

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ

支
援
と
し
て
は
、
再
エ
ネ
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ

Ｏ
Ｓ
）（
※
４
）
に
よ
り
、
地
域
再
エ
ネ
の
案
件
形
成
の

基
盤
と
し
て
、
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
推
計
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
循
環
分
析
ツ
ー
ル
（
※
５
）
を

提
供
し
、
地
域
の
お
金
が
ど
う
し
た
ら
地
域
で
循
環
す
る

か
と
い
う
地
域
経
済
循
環
の
考
え
方
を
普
及
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い

て
、
脱
炭
素
事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支
援

す
る
た
め
の
総
合
的
な
交
付
金
と
し
て
、
２
０
２
２
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、「
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推

進
交
付
金
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
本
年
５
月
に
成
立

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援
機

構
を
設
立
し
、
脱
炭
素
化
に
資
す
る
民
間
事
業
へ
の
資
金

供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
場
レ
ベ
ル
で
も
、
地
方
環
境
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
地

方
自
治
体
の
積
極
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
地
方
環
境
事
務

所
を
中
心
に
、地
方
農
政
局
、森
林
管
理
局
、経
済
産
業
局
、

地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
、
地
方
運
輸
局
、
管
区
等

気
象
台
、
地
方
財
務
局
な
ど
が
連
携
体
制
を
構
築
し
、
地

方
自
治
体
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
は
各
地
方
環
境
事
務
所
に
地
域
脱
炭
素
創
生
室
を
設
置

し
、
地
方
自
治
体
や
企
業
へ
の
相
談
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
て
お
り
、
気
軽
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
全

国
す
べ
て
の
地
域
で
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
脱
炭
素
の
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
に

は
、
全
国
で
脱
炭
素
事
業
が
加
速
さ
れ
る
よ
う
な
財
政
支

援
、
人
的
支
援
、
情
報
・
技
術
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
一
層
の
連
携

と
役
割
分
担
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
と
地
域

の
企
業
や
脱
炭
素
技
術
を
有
す
る
企
業
、
地
域
金
融
機
関

等
と
の
連
携
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
府
と
し
て
も
、
遅
く
と
も
２
０
３
０
年
に
は
、
新
築
の

住
宅
・
建
築
物
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（N

et Zero Energy H
ouse

）、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（N

et Zero Energy Building

）
水
準
の
省
エ

ネ
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
、
２
０
３
５
年
に
は
、
乗
用
車

の
新
車
販
売
は
電
動
車
の
み
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

と
す
る
な
ど
と
し
て
お
り
、
今
後
、
脱
炭
素
に
向
け
た
選

択
肢
が
標
準
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
地

域
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
も
こ
う
し
た
全
国
の
産
業
や

運
輸
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
と
も
整
合
的
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

環
境
省
と
し
て
も
関
係
省
庁
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村

と
一
層
連
携
・
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
に
貢
献

す
る
地
域
の
脱
炭
素
化
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

注※
１　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
状
況

調
査
（
令
和
３
年
10
月
１
日
時
点
）

※
２　

人
々
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
よ
り
良
い
選
択
を
自
発
的
に

取
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
政
策
手
法

※
３　

Pow
er Purchase A

greem
ent

の
略
。
第
三
者
モ
デ
ル

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
企
業
等
が
保
有
す
る
施
設
の
屋
根
な
ど
を

事
業
者
が
借
り
、
無
償
で
発
電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電
気

を
企
業
・
自
治
体
が
施
設
で
使
う
こ
と
で
、
電
気
料
⾦
と
Ｃ
Ｏ
２
排

出
を
図
る
モ
デ
ル

※
４　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（R

EPO
S

）� 
https://w

w
w

.renew
able-energy-potential.env.go.jp/

R
enew

ableEnergy/index.htm
l

※
５　

地
域
経
済
循
環
分
析
ツ
ー
ル�

 
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/
topics/20210928-topic-12.htm

l
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TOPICS
トピックス文

部
科
学
省
は
９
月
14
日
、
令
和
４
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
結

果
（
令
和
４
年
５
月
１
日
現
在
）
を
発
表

し
ま
し
た
。
全
国
の
公
立
学
校
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
前
年
度
比
３
３
６
５

校
増
の
１
万
５
２
２
１
校
で
、
導
入
率
も

同
９
・
６
㌽
増
の
42
・
９
％
と
大
き
く
増

え
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
地
方
教

育
行
政
組
織
運
営
法
に
基
づ
く
学
校

運
営
協
議
会
を
置
く
学
校
で
す
。
学

校
数
の
推
移
は
図
の
通
り
で
、
こ
こ

５
年
ほ
ど
は
著
し
い
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は
前
年
度
比
１
７

２
増
の
１
２
１
３
自
治
体
。
導
入
率

は
66
・
９
％
で
し
た
。

都
道
府
県
別
の
導
入
率
を
み
る
と
、

最
も
高
い
の
は
和
歌
山
県
の
96
・
８

％
で
、
次
い
で
山
口
県
（
94
・
７
％
）、

鳥
取
県
（
78
・
２
％
）、
岐
阜
県

（
76
・
７
％
）、
京
都
府
（
76
・
５
％
）、

徳
島
県
（
70
・
４
％
）
が
７
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
前
年
度
か
ら
の
導
入

率
の
伸
び
が
目
立
つ
の
は
徳
島
県

（
43
・
６
㌽
増
）、
岩
手
県
（
35
・
８

㌽
増
の
50
・
３
％
）、
新
潟
県
（
29
・

０
㌽
増
の
66
・
４
％
）
な
ど
で
し
た
。

政
令
指
定
都
市
で
は
、
さ
い
た
ま
市
、

岡
山
市
（
い
ず
れ
も
１
０
０
・
０
％
）、

京
都
市
（
97
・
６
％
）、
新
潟
市
（
93
・

２
％
）、
広
島
市
（
91
・
８
％
）
な
ど
の

導
入
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
は 

１
万
２
３
３
３
本
部

一
方
、
地
域
住
民
や
地
域
の
団
体
な
ど

が
参
画
し
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
行
う
地
域
学
校
協
働
活
動
の
た
め
の

地
域
学
校
協
働
本
部
は
前
年
度
比
８
９
４

増
の
１
万
２
３
３
３
本
部
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
本
部
が
カ
バ
ー
す
る
公
立
学
校
は
、

前
年
度
比
１
０
９
７
校
増
の
２
万
５
６
８

校
で
、全
体
の
57・９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
本
部
の
整
備
率
が
高
い

の
は
和
歌
山
県
89
・
４
％
、
長
野
県
86
・

０
％
、
山
口
県
83
・
４
％
、
鹿
児
島
県

82
・
７
％
、
埼
玉
県
81
・
６
％
、
大
阪
府

81
・５
％
、
大
分
県
81
・４
％
な
ど
で
し
た
。

文
科
省
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
と

学
校
が
組
織
的
・
継
続
的
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）
と
地

域
学
校
協
働
本
部
・
地
域
学
校
協
働
活
動

の
両
方
を
一
体
的
に
進
め
る
の
が
効
果
的

だ
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校

協
働
本
部
の
両
方
を
整
備
し
て
い
る
公
立

学
校
は
前
年
度
比
２
６
５
２
校
増
の
１
万

１
１
８
０
校
で
、
全
体
の
31
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
み
が
４
０
４
１
校
（
11
・
４
％
）、
地

域
学
校
協
働
本
部
の
み
が
９
３
８
８
校

（
26
・
４
％
）、
い
ず
れ
も
な
い
学
校
が
１

万
９
０
９
校
（
30
・
７
％
）
で
し
た
。

社
会
教
育
法
に
基
づ
い
て
教
育
委
員
会

が
委
嘱
す
る
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

と
、
委
嘱
は
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
れ
と
同

等
の
役
割
を
果
た
す
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
計
３
万
２
９
５
４
人
（
前
年
度
比

１
９
４
２
人
増
）に
上
り
ま
す
。
内
訳
は
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が
１
万
１
３

８
０
人
（
同
２
５
３
７
人
増
）、
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
２
万
１
５
７
４
人

（
同
５
９
５
人
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
編
集
室
）

―
前
年
同
期
比
３
３
６
５
校
増
、
導
入
率
は
42
・
９
％
―

出典：文部科学省 報道発表資料

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
１
万
５
２
２
１
校
に

訂
正
と
お
わ
び　

１１
月
号
特
集
編
の
事
例

８
兵
庫
県
加
西
市
の
記
事
で
、
ｐ
２０
中
段

１
行
目
「
１
万
人
弱
」
は
「
約
５
万
人
」

の
誤
り
で
し
た
。
編
集
作
業
中
の
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お

わ
び
し
ま
す
。

33 2022・12 月号 地域づくり 特集編 セクション地域づくり 特集編 PB



地
域
づ
く
り
12
月
号 

特
集
編
（
通
巻
４
０
２
号
）　

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
事
例　

令
和
4
年
12
月
１
日　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


